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　はじめはぼんやりと思い描いただけの夢だった。

　何の努力もせずに、いつか叶かなえばいいと思っていた。

　だけど、さくら荘そうでの多くの出会いが教えてくれた。

　自分から前に進まなければ、夢には近づけない。

　そして、必ず叶えると決めたときに夢は姿すがたを変えるのだ。

　ぼんやりと思い描いていただけの不確かな存在は……。

　形のはっきりとした目標へと生まれ変わる。
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　　　　１




　五月最後の日曜日は、朝から雲ひとつない晴天に恵まれた。

　太陽が昇るにつれて気温も上がり、湿気を含ふくんだ風は夏の香りを運んでくる。三日前まで修学旅行で訪れていた北ほつ海かい道どうの空気とはまるで違ちがっていた。

　あと数日で六月になる。夏はもうすぐそこまで来ているのだ。

　季節の移り変わりを肌はだに感じながら、さくら荘そうの玄関先に出ていた空そら太たは、遠ざかって行く引っ越し業者のトラックを見送っていた。

　緩ゆるやかな坂をゆっくりと下り、交差点を右折していく。

　すぐにトラックの姿すがたは見えなくなった。エンジン音も聞こえなくなったところで、空太は回れ右をして、木造のボロアパート風の建物を見上げた。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がく付ふ属ぞく高こう等とう学がつ校こうの問題児を集めた学生寮りよう……さくら荘だ。

　空太がやってきて、そろそろ丸二年になろうとしている。その間に、同級生の住人がふたり増え、前三年生の卒業を経験した。春には、新一年生が早速ふたりやってきた。

　そして、今日、同級生のひとりが卒業を待たずに旅立っていこうとしている。

「青あお山やまが決めたことだもんな」

　ぽつりと独ひとり言ごとを口にして、空太は玄関に戻もどった。サンダルを脱いで玄関マットに上がる。自室である１０１号室には行かずに、二階へと足を向けた。

　真まっ直すぐ一番奥の部屋……２０３号室を目指してドアの前に立つ。

「……」

　数時間前まではかけられていた『ななみんの部屋』と書かれたネームプレートは見当たらない。簡素なドアが目の前にあるだけだ。

　ノックをすると、その拍ひよう子しにきちんと閉まっていなかったドアがゆっくりと開いた。

　荷物を運び出したがらんとした室内。

　生活感と共に、人のぬくもりも消えてしまったように感じる。どこか物悲しい。

　奥の窓まど際ぎわには、人影がひとつあった。

　空太に背中を向けて、窓から外の景色を見ている。その先には、青葉を付けた桜さくらの木が一本。

「青山」

　声をかけると、ポニーテールを揺ゆらして、青山七なな海みが振ふり向いた。

「トラック、出たぞ」

「うん、ありがと」

　それだけ言って、七海はまた窓の外へと目を向ける。

「たった、十ヵ月だったんだよね」

　七なな海みがさくら荘そうにやってきたのは去年の七月。夏休みがはじまってすぐのことだった。

「……そうだな」

　声優になるために実家を飛び出し、生活費をアルバイトで捻ねん出しゆつしていた七海は、一般寮りようの家や賃ちんにまで手が回らなくなって滞たい納のうした。そして、それを理由にさくら荘への島流しが決まったのだ。

「なんかもうずっとここにいた気がするのに。変だよね」

「そんなことない。俺も青あお山やまはずっとさくら荘にいた気がしてる」

「そっか……」

「ああ」

「でも、それも今日で終わりです」

　気を取り直した七海は、少し芝居がかった口調で跳はねるように振ふり向いた。

　そう、今日で終わりだ。

　だから、２０３号室にいる七海の姿すがたを、空そら太たは部屋の入り口から目に焼き付けようとしていた。

「……」

「……」

　七海も黙って空太を見ている。

　少しの間、無言で対たい峙じしていた。そこに、居い心地ごこちの悪さはない。今の空太と七海には、必要な数秒間だったのだと思う。

　先に、言葉を発したのは七海だった。

「何か言い忘れたことはない？」

「……ないよ」

　口から出かけた他の言葉を、空太はぐっと吞のみ込んだ。

　伝えたいことならまだまだたくさんある。いくらでもある。

　七海に感謝していること……。

　出会えてよかったと心から思っていること……。

　さくら荘で今日まで一いつ緒しよに過ごせたことが、本当に楽しかったこと……。うれしかったこと……。できれば、卒業の日まで、その満ち足りた日々を続けたかったこと……。

　でも、どれも七海が一番に聞きたかった言葉じゃないのはわかっている。

　伝えることで、空太はすっきりするかもしれないけど、七海にとっては絶対に違ちがうのだ。だから、空太は疼うずく感情をぐっと喉のどの奥に押し込んで、胸の中にしまった。

「残念」

　ぽつりと七海がもらす。

　その意味がわからずに、

「え？」

　と、空そら太たは間ま抜ぬけな声を出した。

「少しでも女め々めしいことを言ったら、引っぱたこうって決めてたのに」

　明るさを含ふくんだ悪戯いたずらっぽい笑顔だ。

「こわいな……」

「でも、よかった」

　真ま顔がおに戻った七なな海みが、大きく息を吸い込む。

「神かん田だ君は本当にちゃんと選んでくれたんだね」

「……ああ」

「今度は私が時間をもらうね」

　七海の表情からふっと力が抜ぬけていく。

「すぐには無理だけど、神田君への気持ちに整理がついたら、またいつか、さくら荘そうのみんなといたいから」

「……ああ」

「神田君、そればっかり」

「ごめん」

「謝あやまらなくていいけど……私はね、神田君とも、ましろとも、元のままに戻もどれたらいいと思ってる」

　そう言ったあとで、七海は、

「もう何が元なのか、わからないんだけどね」

　と、少し照てれた笑みで続けた。

「なかったことにはしたくないから」

　寂さびしげで、でも、安らぎに満ちたやさしい表情だった。

「待ってる」

「……うん」

「俺はいつまでも待ってる」

　お互いに気を遣つかわずに、遠慮なく接して、話をして、また笑っていたいから。そんな日が本当に訪れるのかはわからない。永遠に来ないのかもしれない。今日まで積み上げてきた気持ちを、リセットすることはできないから……。修学旅行の最終日の朝、空太は確かに告つげたのだ。自分の気持ちを……。ましろが好きだと……。

　だけど、信じて待とうと思った。さくら荘の仲間として、七海と一いつ緒しよに過ごせる日が来ることを……。今日まで積み上げてきた気持ちがあるからこそ、そう思えた。

「何年もかかるかもしれないよ？」

「それでも、俺は待ってる」

「うん、それでこそ、神かん田だ君だね」

　そう言って、七なな海みは強がって笑ってくれた。

　その七海の視線が何かに気づき、空そら太たの背後へと向かう。

　振ふり向くと、ドア口にましろが立っていた。

　ましろは空太の脇わきを通り抜ぬけて、七海の前で立ち止まる。

「七海」

「ましろ」

「……」

　空太からましろの表情は見えない。この瞬しゆん間かんの感情を、どう言葉で表現すればいいのかわからないのだろう。肩がふるふると震ふるえている。

　そんなましろに、

「神田君と仲良くね」

　と、七海が声をかけた。

「うん」

「よし、じゃあ、私、行くね。一般寮りようで荷物受け取らないと」




　三人一いつ緒しよに一階に下りると、ふたりの一年生が玄関で待っていた。くしゃくしゃのくせ毛に、大きなヘッドフォンをしているのが音楽科の姫ひめ宮みや伊い織おり。寮内でもきちんと着替え、身だしなみを整えている眼鏡めがねの子が、普通科の長は谷せ栞かん奈なだ。

　ふたりとも七海になんて声をかければいいのか、迷っている様子だった。

「伊織君は、あまり、おっぱいおっぱい言わないようにね」

　少し恥ずかしそうに七海が言う。

「無理ですよ～」

　伊織の甘えた声は、名残なごり惜おしさをたっぷり含ふくんでいた。

「長谷さんも、元気でね」

「はい」

　七海が靴を履はき終えると、丁ちよう度どそのタイミングで管理人室のドアが開いた。

　出てきたのは、このさくら荘そうで、問題児の監かん督とく役を務つとめている美術教師の千せん石ごく千ち尋ひろだ。

「今までお世話になりました」

　七海が丁てい寧ねいに頭を下げる。

「別に、お世話なんてしてないわよ、私は」

「ふふっ、それもそうですね」

　あくびをしている千尋に、七海は笑顔を向ける。何もしていないようで、本当は空太たちを見守ってくれている。それがわかっているからこそ浮かんだ七海の笑みだった。

「お～い、ななみん～！　一般寮りようまで送ったげるよ～！」

　外から聞こえてきたのは、スイコーの卒業生にして、元さくら荘そう２０１号室の住人……今は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの映像学部に通う三み鷹たか美み咲さきの声だ。旧きゆう姓せいは上かみ井い草ぐさ。隣となりの敷しき地ちにマイホームを建てた人ひと妻づま女子大生だ。

「あ、はい、お願いします！」

　元気よく七なな海みが外に返事をする。

　それから一度深呼吸をして、玄関に一列に並んだ空そら太たたちに向き直った。

「じゃあ、行ってきます！」
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　晴れやかで力強い宣言。

　外へと踏み出した七海は、振ふり向かずにさくら荘を巣す立だっていった。




　　　　２




　その日の夕方、取り込んだ自分の洗濯物を部屋で畳たたんでいると、遠くの方から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃ～ん！」

　玄関の扉がガラガラと開き、

「お邪じや魔まします！」

　という声と共に、足音がドタドタと部屋へと迫ってくる。

「お兄ちゃん！」

　ばたんと１０１号室のドアが開いた。

　やってきたのは、空そら太たの実の妹、優ゆう子こだ。スイコーに通う一年生。れっきとした高校生なのだが、顔立ちは幼く、体格も小こ柄がら、さらに精神年齢まで低いので、よく小学生と勘かん違ちがいされている。

　その優子が、興奮した様よう子すで部屋に雪な崩だれ込んできたのだ。走ってきたのか、息は弾はずんでいる。

「なんだよ、騒そう々ぞうしい」

「ゆ、優子は認めませんよ！」

　びしっと空太を指差し、おかしなことを言ってくる。

「はい？」

「お、お兄ちゃんがましろさんと乳ちち繰くり合う仲になったのは知ってるんだから！」

「そんな仲になった覚えはないし、それ、誰に聞いたんだ？」

「栞かん奈なちゃんが言ってたもん！」

　丁ちよう度どそこに栞奈がやってきた。優子の声がしたので、二階から下りてきたのだろう。

「神かん田ださんが、『何か面おも白しろいことない？』とメールをくれたので、私は面白いことを話しただけです」

　どうやら、会話の内容は廊下の外まで聞こえていたらしい。

　それを聞き付けたのか、今度はましろまで部屋にやってきた。

「あ、ましろさん！　お、お兄ちゃんは渡さないからね！」

　空太の腕に優子がしがみ付いてくる。

「……」

　以前は、むっとしていたましろだが、今日は特に反応がない。すたすたと部屋に入ってきて、ベッドの隅すみに座り込む。持っていたクロッキー帳を開いて、黙もく々もくとネームを描きはじめた。どうやら、作業をするために、部屋にやってきたようだ。

「うわ～ん、彼女の余裕って顔してるよ！」

「そうなのか？」

　一応、ましろに確認してみる。

「そうよ」

　表情は自信に満ち溢あふれている。だが、これはよくわかってないくせに頷うなずいているパターンだ。

　そのましろが、クロッキー帳から目線を上げた。

「優子」

「なあに、ましろさん」

　さらに強く優ゆう子こが腕にしがみ付いてきた。

　ましろはましろで一体何を言うつもりなのだろうか。たぶん、ろくでもないことだ。

「わたし、空そら太たのオンナになったわ」

　悪い予感は見事に的中。

「そこは彼女にしておこうか！」

「お兄ちゃんがオンナにしたの!?」

　優子までおかしなことを言っている。

「ちょっとした言葉の違ちがいなのに、関係がどんどん進んでいってるな！」

「空太先せん輩ぱい、不ふ潔けつです」

　最後に、ぼそっと栞かん奈なが追い討うちをかけてきた。

「あ、あのね、栞奈さん」

「別に言いい訳わけはしてくれなくていいです」

「言い訳でもなくて、誤解を解かせてくれるかな！」

「結構です」

　まったく聞く耳を持ってくれない。

「と、とにかく、優子は認めませんからね！」

　腕にくっついたまま、優子が必死に睨にらんでくる。でも、全然怖こわくはない。むしろ、なんだか泣きそうにも見えて、実の妹ながら哀あわれだった。

「優子は、絶対にましろ義ね姉えさんなんて呼ばないから！」

「当たり前のことを大声で言わないように」

「あ、でも、漫まん画が家かのましろさんがお義姉さんっていうのも、かっこいいかな？」

　空太の話を無視した優子は、ひとりでうっとりしている。

「これで、優子はわたしの義妹いもうとね」

「違うな！　お前も何言ってんだ！」

「違うの？」

　ましろは隣となりにいる栞奈に聞いている。栞奈はどう答えたものか、助けを求めるように空太に視線を送ってきた。

「当然、違うな」

「っていう、夢なんだよね、お兄ちゃん!?」

　説明するのも、答えるのも面倒めんどくさくなって、空太は優子のほっぺたをつねった。

「いだい、いだい！　はっ！　夢じゃない！」

「ああ、そうだ、優子。大事なことを忘れてた」

「え？　なに？　優子への愛の告白!?」

　大きく開かれた目は、きらきらと輝いていた。それはひとまず無視して、空そら太たは机の上に置いてあった小さな包みを摑つかむ。

「ほい、これ、修学旅行のお土産みやげ」

「え？　わ～い！　やった！　開けていい？」

　とか言いながら、優ゆう子こはもう封ふうを破やぶいている。

　出てきたのは『北ほつ海かい道どう限定の白クマ版がぶりんちょべあ～』のストラップだ。

「栞かん奈なさんとお揃そろいだぞ」

「やったね、栞奈ちゃん！　私たち仲良しだよ」

　ようやく空太から離れた優子が、ドア口に立つ栞奈の側そばに駆かけ寄っていく。

　早速ストラップをケータイに付けようとしていたが、これがなかなか穴を通らない。

「お兄ちゃん、やって！」

　最終的に頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませて突つき出してきた。

「頭も悪くて、不ぶ器き用ようで……お前には何があるんだろうな」

　空太がやると、紐ひもはすんなり穴を通過した。

「ほれ」

　ケータイを受け取った優子はご満まん悦えつらしく、にやにやしている。

「満足したなら、もう帰れよ。暗くなる前にさ」

「あ、うん、そうだね。じゃあ、ばいばい、お兄ちゃ～ん」

　バタバタとした足取りで、優子が忙せわしなく部屋を出て行く。

　玄関の扉が閉まる音もした。

　少し遅れて部屋を出た空太は、はめられたことに気づいた優子が戻もどって来る前に、さくら荘そうの玄関に鍵かぎをかけた。

「って、優子はお土産みやげをもらいに来たんじゃないよ！　はっ！　開かない！」

　ガタガタと玄関の扉が音を鳴らす。

「開けてよ、お兄ちゃん！」

「開けてもいいけど、開けたら帰るんだぞ」

「うん、約束する！」

　鍵を開けて、優子を出で迎むかえる。

「よし、約束だ、帰れ」

「が～ん！　まただまされた！」

　結局、優子はその後も粘ねばりに粘って、なかなか帰ってはくれなかった。

　しかも、空室になった２０３号室に目をつけ、

「お兄ちゃん、優子、すぐにさくら荘そうへ引っ越してくるからね」

　と、息いき巻まく始末。

「いえ、結構です」

「どうして？」

「だって、ウザいだろ」

「そんな謙けん遜そんしなくてもいいのに～」

「とりあえず、お前は今すぐ帰って謙遜の意味を辞書で調べなさい」

「優ゆう子こにはさくら荘そうに引っ越すための、秘ひ策さくだってあるんだから」

「なんだそれは？」

「秘密だよ！　秘策のひは、秘密のひ～。秘策のさくは与よ作さくのさく～」

「いや、違ちがうだろ」

　謎なぞの歌を口ずさむ優子は、空そら太たの指摘になどまったく耳を貸さず、日が暮れた頃にようやく一般寮りようへと帰って行った。




　優子が帰ったあとで夕食を済ませ、食事の片付けをしてから、空太はゆっくりと風ふ呂ろに浸つかった。

　風呂から上がると、空太は部屋にこもり、四月から制作をしている対戦型シューティングゲームの調整作業をはじめた。

　けど、どうにも集中できない。ひとりになると、胸の真ん中あたりに違い和わ感があることに気づいた。ぽっかり穴が開いているような気分が取り残されている。

「……」

　大切で、大きな存在なのは自覚していた。こうして、実際に七なな海みがいなくなったことで、空太は正確な大きさを知ったのだ。それが今、胸にある空くう虚きよな気持ち。

　だけど、選んだからには、もう迷わないと決めたのだ。

　空太は一度両手で頰ほおを叩たたくと、落ち着かない気分に抗あらがうように、作業に没ぼつ頭とうした。

　敵ＣＰＵの挙きよ動どうを改良し、容易に行動パターンをプレイヤーに悟さとられないように作り込んでいく。条件分ぶん岐きに乱数を持ち込むことで、敵ＣＰＵの動作は、想定した通りに規則性を失った。おかげで、ゲームに適度な歯は応ごたえが出てきた。

「あとで赤あか坂さかに見てもらうか」

　以前は、あっさり敵ＣＰＵの挙動を解かい析せきされ、「評価するに値あたいしない」とばっさり切り捨てられたが、今度は少し自信がある。

　作業が一段落したところで、パソコンの電源を落として、

「ふあ～」

　と、空太は大きくのけ反って伸びをした。

　すると、廊下でがたっと音がした。

　何事かと思って顔を向けると、開けっ放しのドアの先……部屋の前の廊下にましろの姿すがたが見えた。

　急に空そら太たが声を出したので、驚かせてしまったのかもしれない。

　ましろは、何やら不自然に両手を背中に隠かくしている。

　空太と目が合うと、カニのような横歩きで、部屋の前を通過して行った。

「……なにしてんだ、あいつは」

　意味不明だ。

　明らかに様子がおかしい。

「ましろ？」

　モニターの前を離れて、空太は廊下に出る。

　だけど、もうましろの姿すがたはなかった。

　恐らく、洗面所にでも向かったのだろう。

　怪け訝げんに思いながら洗面所に顔を出すと、予想通り、ましろがいた。

　洗濯機の蓋ふたを開けて、中を覗のぞき込んでいる。

「なにしてんだ？」

　声をかけると、ましろは肩をびくっとさせた。少し慌あわてた様子で、空太に向き直る。やはり、両手は背中に隠れたままだ。いや、純白のパンツがちらりと見えている。

「それ、洗濯物か？」

「そうよ」

「んじゃ、こっちよこせ。あとで洗うから」

「嫌いやよ」

　ましろがむっと唇くちびるを尖とがらせる。

「なぜだ」

「自分で洗うわ」

「洗濯機の使い方、お前知らないだろ？」

「知ってる」

　なおも、ましろの唇は不満そうだ。

「見え見えの噓うそを言うんじゃない！　だいたい、素そ材ざいによっちゃ手洗いするんだぞ」

「パンツを？」

「ああ」

「わたしのパンツも？」

「そうだな」

　むしろ、空太のパンツはオール洗濯機だ。

「空太が手洗いするの？」

「俺、ましろ当番だからな」

「ショックだわ」

「その発言に俺はショックだよ！」

　しかも、ましろは若じやつ干かん引いた感じで空そら太たを見ている。

「今日まで必死にお世話をしてきた俺に対して、この仕打ちは酷ひどくない!?」

「だって……」

「とにかく、よこしなさい。お前が洗濯機を使うと、ここがバブルゾーンになりそうだ」

　後あと始し末まつをするのは確実に空太の役目となるので、なんとしてもその事態は避けたい。早急にパンツを回収する必要がある。

　そう思って、ましろのパンツに手を伸ばした。

「ダメよ」

　だけど、ましろが身を引いたせいで、空太の手は空くうを切る。

「よ～し、理由を聞こうか？」

「だって……」

「だから、だってなんだよ」

「空太に変な子だと思われたくないわ」

「安心しろ。もう思ってるから」

「とても酷いわ」

「今さら気にするな。その辺も含ふくめて、俺はましろのことが好きなんだから」

「……」

「……」

　無自覚に言ってしまったあとで、恥ずかしいことを口走ったのだと気づく。当然、後の祭りだ。顔が熱くなる。

「空太」

「な、なんだよ。文句あるのか」

　まともにましろを見ていられずに、明後日あさつての方向に視線を逃がす。汚れた換気扇のプロペラが見えた。

「文句はないわ」

「なら、なんだ」

「もう一回言ってくれたら、パンツは空太にお願いする」

「言えるか！」

「むう」

「言わないぞ」

「わたしのこと好きじゃないの？」

　上うわ目め遣づかいでそんなことを言ってきた。

「お前、卑ひ怯きようだぞ！」

「空そら太たに嫌きらわれた」

　今度はしゅんとして俯うつむいている。

「だ～、わかったよ！　そういうところも含ふくめて、俺はましろが好きなの！」

「北ほつ海かい道どうでは、大好きって言ってくれた」

「これ以上、俺の心を搔かき乱して楽しいか？」

「もう大好きじゃないのね」

　なんだか、寂さびしそうだ。

「あ～、もう！　大好きだよ！」

「よかった」

　ましろはわずかに微笑ほほえんでいる。安心したような笑みだ。ものすごい羞しゆう恥ちプレイを強要されたけど、この顔が見られたなら、それでいいやと思えてくる。けれど、空太の苦難はこれで終わってはくれなかった。

「空太先せん輩ぱい、愛を叫ぶのなら、場所は選んだ方がいいと思いますよ」

　振ふり向くと、洗面所のドア口に栞かん奈なの姿すがたがあった。着替えのパジャマを持参しているところを見ると、お風ふ呂ろにやってきたのだろう。

「か、栞奈さん!?」

「さくら荘そうは学生寮りようで、いたいけな後こう輩はいもいます。ラブラブするのは程ほど々ほどにしてください」

「すいません」

「もう一回言ってくれたら、許してあげます」

「どっから、聞いてたんだよ！」

「概おおむね全部だと思います」

「そうですか……」

　もはや、先輩の威い厳げんなどあったものではない。まあ、最初からそんなものを誇こ示じしようという気もないけど……。

「あの、お風呂、使いたいんですけど」

「あ、ああ。わかった」

　ましろのパンツは洗濯物用のかごに放り投げておく。

「ほら、行くぞ」

　ましろの手を取って、空太は廊下に連れ出した。

　洗面所のドアを閉め、『女子使用中』の札をかけるのも忘れない。ほぼ同時に、内側から鍵かぎのかかる音が聞こえてきた。

「空太」

「なんだよ。パンツのことなら……」

　そう言っている途と中ちゆうで、

「わたしも、空そら太たが好きよ」

　と、ましろが被かぶせてきた。

　一いつ瞬しゆんで、顔が真っ赤に染そまる。

「お、お前な！　そ、そういうことを急に言うんじゃない！」

「ゆっくり言えばいいの？」

「後学のために聞いておくが、それはどうやるんだ？」

「空太」

　じっと、ましろが見つめてくる。

「お、おう」

　ましろがさらに見つめてくる。

「……」

　ましろがなおも見つめてくる。

　ぱちくりと繰くり返されるふたりの瞬まばたき。

「…………好きよ」

「よし、ゆっくりは却きやつ下かだ。すっと言ってくれ！」

　謎なぞの沈黙は無駄に変な汗をかくだけだ。

「わかったわ」

　話もまとまったところで、部屋に戻もどろうとした空太だったが、玄関の先にある管理人室のドアが目に留まり、１０１号室に入る前に立ち止まった。

「あのさ、ましろ」

「なに？」

「今、時間あるか？」

「あるわ」

「漫まん画がの原稿、急いでないか？」

「ないわ」

「じゃあ、ちょっと来てくれ」

　ましろの手を握にぎると、空太は管理人室のドアの前に立って、ノックをした。

「……」

　だけど、返事はない。

「千ち尋ひろ先生？」

「……」

　やはり、返事はない。部屋にはいないようだ。となると、ダイニングだろうか。

　そう思い足を運ぶ。

　案あんの定じよう、千ち尋ひろの姿すがたはダイニングにあった。

　円えん卓たくのいつもの席に座って、缶かんビールをひとりで呷あおっている。

　ましろと一いつ緒しよに、そのすぐ隣となりまで近づいた。

「あの、千尋先生」

「なによ、改まって」

「実は、報告しておきたいことが……」

　いざ口にしようとすると、急に恥ずかしさが込み上げてくる。

「妊にん娠しんでもしたの？」

「するか！」

「生むの？」

　懲こりずに千尋が聞いてくる。

「だから、できとらんわ！」

「生むわ」

　少し遅れて、ましろがきっぱりとそんなことを言う。

「そうなの!?」

「いずれは」

「っ！」

　声を喉のどの奥に引っかけた。

「空そら太た？　どうしたの？」

「お、お前がとんでもない宣言をするから、びっくりして言葉を失ったんだよ！　さすがにそれは色々と進めすぎだろ！」

「わたしのこと、遊びだったの？」

「本気に決まってんだろ！」

「んで、何の用よ？」

　つまらなそうに、千尋はぐびぐびとビールを飲んでいる。

「いや、え～っとですね」

「私もヒマじゃないんでさっさとしてくれる？」

「どっからどう見ても、ぐだぐだとビールを飲んでるようにしか見えないのは気のせいですか？」

「だから、ぐだぐだとビールを飲むのに忙しいのよ」

「そうですか……えっと、ですね」

「それはさっき聞いたわ」

「俺たち、付き合うことになりました」

　少し震ふるえた声で、最後まで一気に言葉にする。

「なにそれ、自慢？」

「ち、違ちがいます！　一応、ほら、さくら荘そうは、その……男女一いつ緒しよの寮りようだし、俺もましろもそこの住人なわけで」

「ふ～ん、『ましろ』ね～」

「あ、いや、これは……と、とにかく、先生には生徒の監かん督とく責任もあるわけで、報告しておいた方がいいと思ったんですよ」

「はいはい、確かに聞いたわ」

「投げやりだな！」

「別れると色々と面めん倒どうだから、卒業までは続いて頂ちよう戴だいね」

「付き合って、三日で不吉なこと言わないでくれますか！」

「だって、あんた、別れたとしても、ましろの世話をするのは、神かん田だしかいないのよ？　さすがに、ましろ当番を元彼がやるってのは、笑っちゃうでしょ？」

　すでに千ち尋ひろは笑っている。何がそんなに面おも白しろいのか、大だい爆ばく笑しようしている。北ほつ海かい道どうではものすごく助けられたのに……。同一人物とは思えない適当さだ。

　報告すべきことはしたので、もう退たい散さんすることにしよう。

「じゃあ、そういうことで」

　ましろの手を引いて、ダイニングを出て行こうとすると、その背中に千尋が声をかけてきた。

「ひとつ言っておくけど」

「なんすか？」

「さくら荘の壁かべ、薄いから気を付けるのよ」

「何の話だ、何の！」

「そりゃあ、エッチの……」

「うおおおおおおおっ！　言うなっ！」

「なによ、興奮して。彼女ができて浮かれてんの？」

「そうですよ！　悪いか！」

　開き直ると、千尋は「ふんっ」と鼻で笑った。

　それから、にやついた顔で、

「いいんじゃないの」

　と言って、冷蔵庫から新しいビールを出すのだった。




　　　　３




　週が明けると、カレンダーの日付はすぐに六月へと変わった。

　先週まで残っていた修学旅行の余よ韻いんもすっかりなくなり、空そら太たたち三年生の教室には、どこか窮きゆう屈くつな空気が流れはじめていた。

　付属推すい薦せんが約束されている生徒はいいが、クラスの半数以上は合ごう否ひが不確定な状況だったり、または他の大学を受ける普通の受験生なのだ。少しずつではあるけれど、誰もが目の前の現実と向き合っていこうとしている。そうしたクラスの空気は、自分たちが最終学年の三年であること……つまり、今年がスイコーで過ごす最後の一年なのだということを、空そら太たに実感させるには十分だった。

　進路のことも他ひ人と事ごとではない。

　空太の第一志望は水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのメディア学部。付属推薦を取れたらいいと思っている。

　だけど、担任の白しろ山やま小こ春はるからは、合否の境界線上にいると言われていて、余裕をかましてもいられないのだ。

　とは言え、できることと言えば、七月の上旬に控ひかえている期末試験で、少しでもいい点を取るくらいしかない。付属推薦の合否に影響する一年生から今日までの成績を、今さら上げることはできないのだから。

　それがわかっているせいか、気持ちの上ではなるようにしかならない……という思いが空太にはあった。ダメだったときには、一般受験で水明芸術大学を受けようと決めている。

　どちらにせよ、今はやれることをひとつずつ片付けていくしかない。だから、一学期の期末試験に備そなえて、毎日の授業はきちんと聞いておき、ノートも真ま面じ目めに取っていた。

　そうして、一日、また一日が経過して、空太を取り巻く環境は、受験や進路に関する空気さえも、日常の一部へと変えていった。

　けど、どうしても簡単には扱あつかえない感情もあった。毎日、教室では七なな海みの姿すがたを見かける。同じクラスなのだから当然だ。席も隣となり同士だから授業中も、その存在を意識してしまう。

　だけど、不ふ思し議ぎなもので、目が合うとか、不意の沈ちん黙もくに困こん惑わくするとか、そういうことはまるでなかった。

　教室で交かわした言葉は、

「おはよう」

「おう、おはよ」

　という朝の挨あい拶さつと、

「子こ猫ねこは元気？」

「すくすくと成長中だ」

　という、春に拾った三匹の子猫……ぶち猫のみずほ、サバトラのつばめ、チビ白のさくらの話題くらい……。

　最初の数日間はそれすらもなく、お互い無言で過ごしたから大きな進歩だ。この先も少しずつ、時間をかけて、いつか屈くつ託たくなくさくら荘そうでの日々を振ふり返ることができればいいと思う。今は、それを信じて、空太は待つのだ。待つと約束したから……。

　それ以外は、似たような毎日……でも、充実した気持ちで、空そら太たは日々を過ごしていた。

　朝はましろを起こしてふたりで登校し、放課後はましろを迎むかえにいって一いつ緒しよに帰って来る。やっていることは付き合い出す前と何も変わっていない。だけど、気持ちが違ちがうだけで、周囲の景色も季節の感じ方もまるで違った。どんなことでも前向きでいられる気がしたのだ。

　それは、新しいゲーム企画オーディション『ゲームキャンプ』に挑ちよう戦せんしようという気分にも、大きな影響を与えていたと思う。

　毎日、学校から帰ると、空太はエントリーするためのアイディア出しに時間を割さいた。それこそ、一日にひとつのペースで企画の素そ案あんを作り続けている。おかげで、順調にアイディアノートのページは埋うまっていっていた。

　そんな日々を送っているうちに、一週間が過ぎ、二週間が過ぎていく。




　六月も半ばに差し掛かかった頃、見慣れた教室内に意外な変化が起きた。

　修学旅行後は、再び引きこもり生活に戻もどっていた龍りゆう之の介すけが、朝のＨＲ直前の時間に登校してきたのだ。てっきり、今年も一学期は学校に来ないものだと思っていた。

　自然とクラスメイトの視線は集まる。

　それを気にした様子もなく、龍之介は窓まど際ぎわの一番後ろの席に座っていた。空太の真後ろの席だ。鞄かばんからノーパソを出し、電源を確保して、早速カタカタと作業をはじめる。

「赤あか坂さか、なにしてんだ？」

「描びよう画がエンジンのバージョンアップだ」

「いや、そうじゃなくて、何で学校に来たのかを聞いてるんだけど」

　明らかにおかしい質問をしているのはわかっている。学校とは本来、来るのが当たり前のところだ。けれど、ちらちらと様子を窺うかがってくるクラスメイトたちの目も、空太と同じ疑問を宿していた。

「三年の三学期は自由登校となる」

「それは知ってる」

　大学受験や就職活動で学校に来ている場合ではないからだ。

「出席日数の調整を今からしておく必要がある」

「まあ、そんなことだろうと思ったよ」

　今さら龍之介が改心して、熱心に学校に通ってくるはずがない。

「それはそうと神かん田だ」

「ん？」

「テストプレイを頼まれていたシューティングゲームだが」

「あ、どうだった？」

「ＣＰＵの挙きよ動どうに関しては、合格点と言っていいだろう」

「含ふくみのある言い方だな」

「面おも白しろいゲームだとは思わなかったからな」

　相変わらず、歯に衣きぬ着せぬ物言いだ。

「悪かったな」

　正直、組み上げるのに手一杯で、クオリティに深く踏み込む余裕などなかったのだ。

「だが、プログラムの勉強用に制作したものとしては十分だろう」

「ああ、なんとなく、ゲームの作り方はわかったよ」

　もちろん、本当に初歩的な部分だということは理解している。ただ、作ってみる以前は、どういう風にゲームが動作しているのかも知らなかったので、その点では大きな進歩と言えた。

「それで、本題だが……『ゲームキャンプ』にエントリーする企画の方は進んでいるのか？」

「いくつかアイディアは考えた」

　メモ書きに使っているノートを龍りゆう之の介すけの机に置く。

　龍之介はそれを手に取り、ぱらぱらとめくりはじめた。

　ある程度まとまっているのは四つ。パズルゲーム、アクションシューティングにバトルアクション……それと、前に『ゲーム作ろうぜ』で練ったリズムアクション『リズムバトラー』の改良版だ。

「第一回のエントリーの締しめ切りは、七月十日だったな」

「ああ」

「間に合わせるつもりはあるのか？」

　龍之介の目は、ノートに向けられたままだ。

「第二回がいつ来るかわからない以上、今回エントリーしておきたいと思ってる」

「賢けん明めいだな」

　そこで、ノートをめくる龍之介の手が止まった。

「作り込みのレベルで評価すれば、リズムバトラーが格段によくまとまっている」

「まあ、藤ふじ沢さわさんにも手伝ってもらったやつだし」

「アクション性を押し出した企画に組み替えた理由はなんだ？」

　原型は、いわゆる音楽に合わせてボタンを押すというリズムアクションゲームだったのだが、改良版ではキャラクターの移動や攻こう撃げきは、通常のアクションゲームと同様に、プレイヤーの任意で行えるように変更している。では、どこにリズムアクションの要素があるかと言うと、それは特とく殊しゆな大おお技わざを発動する場面だ。ＢＧＭとして流れている音楽に合わせて、タイミングよくボタンを押すことで、必ひつ殺さつ技わざが発動するイメージ。

　そして、そう作り変えた理由は、空太の中に明確に存在していた。

「プログラムを組むのが赤あか坂さかだからだ」

「ほう」

「お前に任まかせる部分を重たくした方がいいものになるだろ？」

「妥だ当とうな判断だな」

「何の抵抗もなくそう答えられるお前は本当にすごいな」

　龍りゆう之の介すけはそれには返事をせずに、さらに話を進めてきた。

「指摘するまでもないと思うが、企画の性質上、サウンドの重要性も問われるぞ」

　その目は、サウンドスタッフをどうする気なのかと語っている。もっと言えば、伊い織おりにさっさと打診しろと言っているのだ。

「とりあえず、ゲーム制作に興味があるかだけでも、確認してみるよ」

　ダメなら、別の人選を一から考える必要がある。『ゲーム作ろうぜ』とは違ちがい、今回挑ちよう戦せんしようとしている『ゲームキャンプ』は、スタッフの確保も自分たちの裁さい量りようで行わなければならないのだ。

　漠ばく然ぜんと大変だろうなと思いつつも、空そら太たは誰に声をかけるかも含ふくめて、今の状況を楽しんでいた。色々な可能性を想像すると、わくわくして仕方がないのだ。

「同時に、グラフィッカーもだ」

「わかってる」

　ましろに話をすれば、きっと喜んで承しよう諾だくしてくれるだろう。でも、ここでましろに声をかけるのは何か違ちがうという想いが強かった。ゲーム制作はあくまで空太の目標であって、ましろの目標ではない。ましろには面おも白しろい漫まん画がを描くという夢がある。今も、その道を邁まい進しん中なのだ。邪じや魔まはできないし、したくない。

　あと、身近なところに自主制作アニメで、世間から脚きやつ光こうを浴びている美み咲さきがいるが、こちらも似たような理由で頼もうという気にはなれずにいる。

　空太としては、今回作るチームで、この先もゲーム制作を続けていきたいという展望もあったから。一回限りで終わりにしたくはない。

　それこそ、藤ふじ沢さわ和かず希きが学生時代に出会った仲間と『ゲーム作ろうぜ』に挑ちよう戦せんし、その後、そのメンバーで会社を立ち上げたようにできたらいいと思っている。

　だから、進むべき道の違ちがう、ましろと美咲を巻き込んではいけないのだ。

「とにかく、企画案はもうちょっと考えてみる」

　龍之介にはそう言って、返されたアイディアノートを受け取った。




　その日の放課後、空太は帰りのＨＲが終わると、ましろを迎むかえに別べつ棟むねにある美術室へと足を向けていた。

　途と中ちゆうの渡り廊下で、見知った人物を見つけた。

　伊い織おりだ。

　丁ちよう度どいいので、『ゲームキャンプ』の話をしようと思い、近づいていく。

　すると、伊い織おりが真剣な面おも持もちで、渡り廊下の掲示板に貼はられたポスターを見ていることに気づいた。

　隣となりに並んで確認する。それはピアノコンクールの案内だった。一いつ旦たん、『ゲームキャンプ』のことは、喉のどの奥に引っ込める。

「出るのか？」

「うわあっ！」

　驚いた伊織が大げさに飛び上がっていた。

「空そら太た先せん輩ぱい、いつのまに!?　忍びですか!?」

　どうやら集中して見入っていたせいで、気づいてもらえていなかったようだ。

「とりあえず、忍びではないけど……」

　それとなく、コンクールの案内に視線を戻もどす。伊織もそれにつられていた。

　開かい催さい日時は来月の七月。夏休みの直前だ。

　今日からだと丁ちよう度ど一ヵ月後になる。

「エントリーは前からしてあるんです」

「そっか」

「でも、取り消してもらおうと思ってます」

「そうか」

「……先輩は出た方がいいって言わないんですか？」

「言ってほしいのか？」

「……わかりません」

　わずかに伊織が俯うつむくと、廊下の向こうから声がした。

「伊織、練習」

　別べつ棟むねの方にいたのは、眼鏡めがねをかけた音楽科の一年生だ。前に伊織と一いつ緒しよにいるのを見たことがある。確か、名前は武たけ里さと直なお哉や。手には楽がく譜ふらしき、紫むらさきの表紙の大きな本を持っていた。

「今、行く！　……じゃあ、先輩」

「ああ」

　小走りで駆かけ出した伊織は、直哉に追いつくなり、飛び蹴げりをかましていた。それをウザそうに、直哉が楽譜で振ふり払っている。

　ふたりの姿すがたが見えなくなったところで、空太はもう一度掲示板に目を向けた。

　──『全日本ピアノコンクール』

　その横には、空太も面識がある伊織の姉、姫ひめ宮みや沙さ織おりの写真と、雑誌記事の切り抜ぬきが貼はられていた。

　日付は三年前。

　──『三位入賞　姫宮沙織』

　と、見出しがある。

　黒のドレス姿すがたで、空そら太たの記憶より少し幼い沙織がはにかんでいた。

「確かに、これはきついな」

　優秀な成績を修おさめた実の姉。その弟の伊い織おりは、どうしても、沙織と比べられてしまう。人間の心理的に、同等か、それ以上の演奏を求められる。そこそこのデキでは落らく胆たんされるのだ。

　今の伊織には、残念ながらそうした期待に応こたえるだけの実力がないらしい。

　空太が見に行ったコンクールでも、確かに他の演奏者のときとは違ちがう空気が、会場には流れていた。それに耐えかねて、伊織が演奏を中断してしまうのを目まの当たりにしている。

「……」

　龍りゆう之の介すけには、伊織に聞いてみると言ったものの、今すぐに話を振ふれる状況ではないと空太は思った。少なくとも、このコンクールの件で、伊織が何らかの決断を下すまでは待った方がいい。

　掲示板の隅すみに貼はられた『問題児はここにいるよー！』という、謎なぞの落書きを見ながら、空太はそんなことを考えていた。

「……てか、なんだこれ？」

　画用紙にクレヨンで描いたと思われる猫ねこだか、犬だか、怪かい獣じゆうだか判別不能な謎の生物。下へ手たくそな絵だ。

「これも、芸術ってやつなのか？」

　それ以上は深く考えずに、空太はましろが待っている美術室に向かうことにした。




　美術室に到着すると、そのタイミングでましろのクラスメイトである深ふか谷や志し穂ほが、後ろのドアから廊下に出てきた。

「あ、神かん田だ君」

　おさげ風の髪を揺ゆらして、明るい声を上げる。即座に振ふり向いて美術室に顔を突つっ込むと、

「椎しい名なさ～ん！　旦だん那なさんがお迎むかえに来てるよ～」

　などとのたまった。

「誰が旦那だ！」

「え～、だって、神田君は将来の旦那さんでしょ？」

「未来のことはわからないだろ」

「え!?　まさか、別れる気!?」

「そういう意味じゃない」

「な～んて、わかってるよ。じゃあ、ごゆっくり～」

　悪戯いたずらっぽく言うと、志穂は跳はねるような足取りで遠ざかっていった……かと思ったら、廊下の角を曲がる前に、「うわっ！」とか悲鳴を上げて、ずっこけそうになっている。

「何やってんだか……」

　めくれ上がったスカートの中身を見てしまわないように、空そら太たは顔を背そむけておいた。

「それにしても……」

　どうして誰にも言っていないのに、ましろと付き合っていることがばれているのだろうか。志し穂ほだけに留とどまらず、空太のクラスとましろのクラスを中心に、三年生の間では周知の事実となりつつある。

　今のところ、一、二年生への情報の拡かく散さんは抑おさえられているようだが、とても絵が上う手まく、その上、とても綺き麗れいな先せん輩ぱいとしての地位を瞬またたく間に築きずいてしまったましろの話題だ。広がっていくのも、あとは時間の問題と言えた。

　そんなことを考えていると、廊下で待っていた空太のもとへ、ましろがすたすたとやってきた。

「空太、お待たせ」

「んじゃ、帰るか」

「うん」

　どこか気恥ずかしい雰ふん囲い気きが空太とましろの間に漂ただよっている。教室に迎えにくるなんてことは、ましろ当番として何度もやってきた。でも、今の気分はあの頃とまったく違ちがうものになっているのだ。

　ふたりの様子を、何なに気げにまだ帰っていなかった志穂が、廊下の角から顔を覗のぞかせてにやにやと眺ながめている。

　しばらくはこの手の反応には我慢しなければならない。幸せの代だい償しようと思って諦あきらめよう。

　それに、志穂の態度は、まだかわいい方なのだ。もっと露ろ骨こつな人たちがこの街にはいる。

　下げ駄た箱ばこで靴に履はき替え、ましろと並んで校門を通り抜ぬける。買い出し当番を済ませるために、駅の方へと足を向けた。目指すは赤レンガ通りの商店街だ。




　商店街にたどり着くと、今日も熱烈な歓迎が空太とましろを待っていた。

　魚屋さんの前を通れば、店主のおじさんから、

「おお、神かん田だの坊ぼう主ずじゃねえか。今日はアジがいいぞ、アジの味が、アジだけに！」

「……じゃあ、もらっていきます」

「ましろちゃんは、今日もかわいいから、一匹サービスだ！　めでたいから、タイを持って行け！」

　とか言われ、ほんとに尾お頭かしら付きのタイを渡された。お店の経営は大丈夫なんだろうか。少し心配だ。

　ナルセミートのおばさんからは、

「ほらほら、空太君、うちにも寄っていってよ。揚げたてのメンチカツがあるわよ」

「えっと、じゃあ、そっちもください」

「ふたりで仲良く夕飯のお買いものだなんて、若いっていいわねえ。コロッケ、サービスしちゃう」

　と、これまたたくさんのコロッケをもらった。

　おかげで、商店街を通り抜ぬけるたびに、両手が荷物でいっぱいになる。

　今日もそうだった。

「空そら太た」

「ん？」

　ビニール袋を持ち直しながら返事をする。

「持つわ」

「何を？」

「肉」

「なぜだ？」

「魚」

「だから、なぜだ」

　まじまじと、ましろが空太の両手を見つめてくる。そのあとで、自由になっている自分の両手を見み据すえたかと思うと、

「空太は、わたしと手を繫つなぎたくないの？」

　とか、言ってきた。

　完全な不意打ちに、どくんっと心臓が跳はね上がる。

「よ、よし、じゃあ、半分持ってくれ」

　ましろに軽い方の荷物を手渡すと、片手が空あいた。でも、すぐにましろの手を握にぎったので、空太の両手はまた埋うまってしまった。

　少し満足げなましろの横顔を見ながら歩き出す。

「ねえ、空太」

「まだ何かあるのか？」

「重いわ」

　十メートルも歩かずに、ましろがコロッケの入った袋を返してこようとする。

「これ、持って」

「お前が持つって言ったんだよね！」

　そんなやり取りをしながら、結局、手は繫いだままで、ふたりはさくら荘そうに帰ってきた。

　門もん扉ぴをくぐり、玄関の扉を開ける。

「ただいま～」

　と、声に出す。

　玄関に上がろうとしていると、空そら太たは見慣れない男物の靴を見つけた。空太のものでもなければ、たぶん、龍りゆう之の介すけや伊い織おりのものでもない。一いつ緒しよに住んでいるので、自然とみんなの持ち物は把は握あくしてしまうのだ。

「ん？　でも、これって……」

　よく見ると、見覚えがあるような気がする。

　三月にスイコーを卒業した元１０３号室の住人……。

「仁じんさん？」

　慌あわてて靴を脱ぎ捨て、ダイニングを覗のぞき込む。誰もいない。とりあえず、商店街で買ったり、もらったりした食材、食品をテーブルの上に置く。

　空太は急いで自室に向かった。

　勢いよくドアを開ける。

「よっ、おかえり」

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけて、３Ｄの対戦格闘ゲームで遊んでいたのは、まぎれもなく三み鷹たか仁だった。

「仁さん！」

　清潔感のある白の襟えりシャツが、スリムな体型によく似合っている。知的な眼鏡めがねも相変わらずだ。

「なんだよ、そんなに俺に会えたのがうれしいのか？」

「だって、え？　なんで帰って来たんですか？」

　仁は脚本の勉強に集中するために、スイコーの付属推すい薦せんは取らずに大おお阪さかの芸大を受験した。結果は見み事ごと合格。現在は、大阪でひとり暮らしをしている身だ。

「美み咲さきのアニメ、明日、音声収録するんだよ。で、その立ち会い」

「ああ、それで……」

　ヒロイン役を射い止とめたのは七なな海みだということを空太は知っている。オーディションの前には、七海に協力して一いつ緒しよに台詞せりふの練習をしたのだ。何度も繰くり返してやったので、今も台詞は頭の中に残っていた。七海の演技も含ふくめて……。

「仁、おかえり」

　少し遅れてましろが部屋に顔を出した。

「ましろちゃんも久しぶり……って、ほどでもないか」

　からっと仁が笑う。最後に会ったのは春休み。丁ちよう度ど、空太が風か邪ぜを引いて寝込んだときに、仁は一度こっちに戻もどって来ている。確か、目的は美咲が出してしまった婚こん姻いん届とどけの確認。その後は、ふたりの実家に戻ってご両親に挨あい拶さつをして来たはず……。一体、ご両親とはどのようなやり取りを繰くり広げたのだろうか。

「しっかし、早くも一年生がふたり入ってくるとは、驚きだな」

「ええ、まあ」

　そんな話をしていると、インターフォンが鳴った。続けて、

「ごめんくださ～い」

　という女性の声が聞こえてくる。

「綾あや乃のだわ」

　ましろが玄関に出で迎むかえに行く。漫まん画がの打ち合わせにやってきたのだろう。少し話し声がしたかと思うと、ふたりの足音は、そのまま二階へと遠ざかって行く。

　天てん井じようから響く足音を、空そら太たと仁じんはなんとなく追いかけて、それが聞こえなくなったところで、自然と顔を見合わせていた。

「どうよ、かわいい彼女ができて」

　からかう気満まん々まんの仁は、すでに顔がにやけている。

「まあ、そりゃあ、幸せですよ」

　空太はドアを閉めて、制服を脱いでいく。何かをしていないと、思ったことが全部顔に出てしまいそうだった。

　部屋着に着替える途と中ちゆう、ふと七なな海みのことが頭を過よぎった。空太の表情が一いつ瞬しゆんだけ曇くもる。すぐに取り繕つくろおうとしたけど、仁の視線に気づいて、空太はごまかすのをやめた。力のない笑みが浮かぶ。

「仕方がないなんて言っても、何の慰なぐさめにもならないだろうけど、青あお山やまさんのことは、やっぱり仕方がなかったんだと俺は思うぞ」

　仁には見み透すかされている。

「はい……」

「ま、わかっていても、遣やり切れないよな」

　無言で、空太は小さく頷うなずいた。それ以外に、答えようがなかった。

「何もできないのは、わかってるんです。仁さんの言う通りだってことも」

「……」

「だけど、俺、青山からほんとにたくさんのものをもらって、感謝してて……出会えたことも、仲良くなれたことも、さくら荘そうで同じ時間を過ごせたことも、好きになってもらえたことも、よかったって……ほんとに、よかったと思ってて……」

「それ、青山さんには言ったか？」

「言ってませんよ」

「そっか」

「言えるわけがないから……仁さんに言ったんです」

　仁はいつも通り笑うだけだった。それが、今の空太には本当に救いになる。

「そういや、空太」

　空気を入れ替えるように、仁じんがそう切り出してきた。

「なんすか？」

「大事な話があるんだが」

　妙みように真剣な表情をしている。

「は、はい」

　クローゼットの前に立ったまま返事をする。

「ましろちゃんとはどこまで進んだんだ？」

「真ま顔がおで何を聞いてきてるんですか！」

「キスぐらいしたか？」

「あ、いや、それは！」

　函はこ館だての教会。ましろを捜さがして走り回ったあの日のことが、脳のう裏りに蘇よみがえる。

「なるほど、キスは経験済みか」

　ふむ、と仁が眼鏡めがねを光らせている。

「あ、あれは、勢いっていうか、そ、その、正直、全然覚えてないんですけど……」

　その後、そういうことは一度もない。空そら太たとしては、したいに決まっているのだが、どう切り出せばいいのかわからないのだ。むしろ、北ほつ海かい道どうではよくあそこまで大だい胆たんになれたものだと思う。気持ちが盛り上がって、舞い上がって、まさに言葉通り勢いだった。

「安心しろ、空太。彼氏彼女になったんだ。これから好きなだけすればいい」

「す、好きなだけ!?」

　ごくりと喉のどが鳴る。

「あんなことも、こんなことも含めてな」

「か、からかうのはやめてください！」

「でも、ちゃんと相手の気持ちも考えてやれよ？」

　構わずに、仁がそう付け足してきた。

「わ、わかってます！　だ、大事にしたいし」

「おお、空太も言うようになったな」

「もうこの話は終わりです！」

　自分でも顔が真っ赤になっているのがわかる。

「そう、怒るなよ。こんなに面おも白しろいのに」

「俺はちっとも面白くありませんよ！」

「しょうがない。話題を変えるか」

「そうしてください」

　ほっと胸を撫なで下ろす。

「空太はましろちゃんと、どんなデートしてんの？」

　変わったようで話題は変わっていなかった。

「で、デートなんて、それは……してませんよ！」

「はあ……」

　思いっきり、ため息を吐つかれてしまった。

「あのな、空そら太た。お前、ましろちゃんと付き合い出して何日だ？」

　カレンダーの日付を遡さかのぼる。

「……約三週間です」

「その間、一度もデートしてないのか？」

「はい……」

「今まで何してたんだ？」

「なんでしょうか……」

　立ち上がった仁じんが、空太の背中を押してくる。

「ちょ、ちょっと仁さん!?」

「今から、誘さそってこい」

　そう言われて、空太は廊下に追い出された。ばたんとドアも閉められる。

　視線は自然と二階に続く階段へと向かっている。

「いや、でも、今、飯いい田ださんが来てるんだよな」

　そう思った矢や先さき、二階で物音がして、綾あや乃のがひとりで階段を下りてきた。

「あれ、もう帰るんですか？」

「ええ、見本を届けて、チェックしたゲラ、受け取りに来ただけだから」

「ああ、はあ」

　言っている意味はよくわからなかったけど、聞き返すヒマもない感じで、綾乃は靴を履はくとそそくさと出て行った。締しめ切り間ま近ぢかとかで忙しいのかもしれない。

　だが、これで、ましろの部屋に行かない理由はなくなった。

「……」

　空太はましろと付き合ってるのだ。恋人同士。彼氏彼女の間あいだ柄がら。

　休日にはデートくらいして当然と言える。デートをすれば、二度目のキスをする機会もあるのではないだろうか。

　そして、都つ合ごうのいいことに、明日は日曜日なのだ。

　勇気を出して、階段に足をかけた。ぎしぎしと鳴る床ゆか板いたを踏み締しめながら、一段ずつ上がっていく。ましろの部屋が近づくに連れて、心臓はより強い鼓こ動どうを伝えてくるようになった。下腹部のあたりにはそわそわした感じが付きまとい、落ち着かない気持ちにさせられた。

　緊きん張ちようしている。

　そして、それは、２０２号室……ましろの部屋の前でピークを迎むかえた。

　頭の中でシミュレーションをしようとしても、イメージが上う手まくまとまらない。とにかく、自然体でいこうと自分に言い聞かせる。だが、そんなことを思っている時点で、もう力が入りまくっている証しよう拠こだ。

「よ、よし」

　大丈夫だと思って、ノックしようとした瞬しゆん間かん、ドアが内側からガチャっと開いた。

「うおっ！」

　思わず、飛び退のいてしまう。

「魚がどうかしたの？」

　部屋の中に、ましろが立っている。

「その『ウオ』じゃない！」

「……」

「えっと、こんなところで奇き遇ぐうだな」

「……」

「……」

「そうね」

「いや、違ちがうよね！」

「言ったのは空そら太たよ」

「そうだけど……そうじゃなくて、え～っと、その、つまりだ」

「そうなのね」

「まだ、何も言ってねえ！」

「空太、楽しそうね」

「これは、動どう揺ようを隠かくし切れなくなってるんです！」

「なら、落ち着いて」

「そ、そうだな」

　ひとまず、視線を床に逃がす。すると、ましろの足元に紙袋が置いてあることに気づいた。出版社のロゴが入った白くてビニール加工されたちょっと丈夫なやつ。

　そう言えば、綾あや乃のが帰りがけに、見本がどうとか言っていただろうか。

「ましろ、それ……」

　紙袋を指差すと、ましろが中身を取り出してくれた。

「はい」

　と、差し出されたのは、少女漫まん画がの単たん行こう本ぼん。ましろが連れん載さいしている漫画の単行本だ。一組の男女が背中合わせに立って、堂々と表紙を飾っている。

「おおっ」

　自然とよくわからない声が出てしまった。

　雑誌に載のっているのは、毎号欠かさずに見ていたけど、単行本になっていると、また違ちがう感動があった。

　ほんとに、ましろは着々と漫まん画が家かとしての歩みを前に進めている。この単行本はその確かな証あかしだ。

「発売、来週だっけ？」

　確か、雑誌に二十日と書かれていたと思う。

「そうよ」

　今日が十八日の土曜日だから、発売日はもう明後日あさつてだ。

「空そら太た、何の用？」

「あ、えっと、だな」

　ましろに言われて我に返る。

「……ちょっと話があって来たんだ」

「……」

　真まっ直すぐにましろが見つめてくる。どこかへ行っていた緊きん張ちようが、一いつ瞬しゆんにして戻もどって来た。

　どうやら、話の切り出し方を完全に間違えたらしい。自然体でいこうと思っていたのに、これでは堅かた苦くるしすぎる。けど、それがわかったからと言って、今さら上じよう手ずに軌き道どう修正する術すべもない。このまま転がっていくだけだ。

「話？」

「そ、その明日なんだけどさ」

「なに？」

　小さくましろが首を傾かしげる。空太の好きな仕し草ぐさのひとつだ。

「一いつ緒しよに出かけないか？」

　高鳴る鼓こ動どうを抑おさえながら、なんとか吐はき出す。すると、ましろは珍しく目をぱちくりとさせていた。それから、少し考え込むようにわずかに俯うつむき……かと思ったら、様子を窺うかがうように空太を見てきた。

「デート？」

「そ、そうなるな」

　改まって確認されると、なんとも恥ずかしい。顔が熱を持って、変な汗がだらだらと頭から垂れてくる。

「するわ」

「お、おう」

「デートするわ」

「なら、決まりな」

「うん、楽しみね」

「そ、そうだな」

「……」

「……」

　話は終わったはずだが、ましろは何かを待っている風に見えた。

「ねえ、空そら太た」

「な、なんだ？」

「どこへ行くの？」

「へ？」

「……」

「……」

　まったく考えていなかったことに、今さらのように気づいた。

「明日までに考えておきます」

　初デートの約束は、なんとも格かつ好こうの悪い、ほろ苦にがいものになったのだった。




　　　　４




　翌日の日曜日、空太は少し遅めの九時に目を覚ました。

　ダイニングに顔を出すと、当然のようにさくら荘そうで朝食を取っていた三み鷹たか夫妻に、

「デートか、いや、羨うらやましいな、空太」

「あとをつけて、その様子を録画したいぞ、こーはいくん！」

　とか言って、開口一番からかわれた。

「題して『はじめてのデート！　ぽろりもあるよ！』」

　本当に美み咲さきはハンディカムを持っていたので洒落しやれになっていない。

　仁じんともすっかり打ち解とけ、一いつ緒しよに朝ご飯を食べていた伊い織おりからは、

「え～、俺もデートしたいです！　空太先せん輩ぱい、連れてって！」

　と、しがみ付かれた。それを振ふり払っていると、何やら不満そうな栞かん奈なの視線を感じた。

「……」

　横目で空太の様子をじっと窺うかがっている。

「なにかな、栞奈さん」

「なんでもないです」

　ますます機き嫌げんが悪くなっていた気がするのは、たぶん、気のせいじゃない。

　その後、空太はましろを起こし、軽めの朝食を一緒に食べ、

「今日は帰ってこなくてもいいからね～！」

　という、美咲の元気な声に見送られて、初デートに出かけた。

　念のため、駅へと向かう途と中ちゆう、何度も振ふり向いて背後を確認する。さすがに、美み咲さきと仁じんは自主制作アニメの音声収録があるため、尾び行こうしてくることはないだろう。だが、栞かん奈なと伊い織おりに関しては、可能性がないとも言えない。ふたりには前科がある。修学旅行の二日目。小お樽たるでの自由行動の時間に、空そら太たとましろをつけていたらしいのだ。

「空太」

「なんだ？」

　後ろを見たまま、返事をする。

「むう」

　かわいい呻うめき声と共に、腕をぐっと引っ張られた。

「うおっ」

　強制的に前を向かされる。横からましろが不ふ機き嫌げんそうな顔を突つき出していた。

「ど、どうした？」

「知らない」

　ぷいっと顔を背そむけると、ましろはつかつかとひとりで先に行ってしまう。歩くたびにワンピースの裾すそがひらひらと揺ゆれている。綺き麗れいに紅葉した銀杏いちようの葉のような色が、視界の中心で舞っていた。

　それを見て、不機嫌の理由はなんとなくわかった。

　急いで追いかけて、ましろの隣となりに並ぶ。

「その服、かわいいな」

「……ほんと？」

　声こわ音ねが少し明るくなっている。

「ああ」

　はっきりと頷うなずくと、ましろは口元に笑みを浮かべた。

「それとな、ましろ。もうひとつ言いたいことがあるんだが」

「なに？」

「駅、向こうだからな」

　Ｙ字路を間ま違ちがった方向に進んでいたましろの手を取って、正しい道へと向き直る。

「知ってたわ」

「しれっと噓うそを吐つくな！」

　それから歩くこと五分ほど、芸げい大だい前まえ駅に到着した空太とましろは、やってきた急行電車に乗った。濃い青色が特徴的な七人掛がけの横長シート。その端はしっこの方に、仲良く並んで腰こしを掛かける。電車が揺ゆれるたびに、わずかに肩が触れ合い、隣にましろがいることをぬくもりとして感じた。

　幸せとはこういうことを言うのかもしれない。

　なんとなくましろの横顔を見ていたつもりが、気が付くとやわらかそうな唇くちびるに釘くぎ付づけになっていた。

　意識しすぎている自分が恥ずかしくなり、空そら太たは窓の外に視線を向けた。

　今のところ天気は悪くない。薄い雲がいくつか見えているけど、晴れと言ってもいい天気だ。雨の日が多い季節にしては、からっとしている方だと思う。今朝の天気予報では、夕方から雨になると言っていたけど、この様子なら夜まで持ちそうな気がした。

「空太」

　声をかけられて、ましろに視線を戻もどす。

「なんだ？」

「どこに行くの？」

「水族館だよ」

　昨日、ましろをデートに誘さそったあとで、必死に考えて導き出した答えだ。一応、仁じんにも「水族館でいいと思いますか？」と真ま面じ目めに相談して、「まあ、妥だ当とうなところなんじゃないの」と、お墨すみ付きをもらっている。これで一安心……と思っていたのに、

「すいぞくかん？」

　と、ましろはぎこちない声を上げて、首を傾かしげていた。

「おい、ちょっと待て……」

「待てないわ」

「いや、待て。待ってくれ。お前、水族館、知らないのか？」

　思わず、真ま顔がおで聞いてしまった。

「知ってるわ」

　ましろは真まっ直すぐに空太の目を見ている。

　だが、これに騙だまされてはいけない。時々、ましろはよくわからない強がりを言う。伊だ達てに一年以上もましろ当番として、側そばでましろを見てきたわけじゃない。表情から感情を読み取るのは難しいが、それでも、だいぶわかるようになってきた。

　これは噓うそを吐ついているパターンだ。

「では、ましろさん、水族館のことを教えてください」

「さては空太、知らないのね」

「知っとるわ！」

「じゃあ、言ってみて」

「魚がたくさんいるところです」

「商店街にもあるわね」

　いや、商店街にはない。

「お前が想像しているのは魚屋さんだな！　もっと魚がたくさんいるところだよ！」

「帽子をかぶったおじさんが、不ふ思し議ぎな乗り物で移動しているところね」

「その場所は築つき地じ市場だな、きっと！　ちなみに、あの乗り物は、ターレットトラック、通称ターレーって言うらしいぞ！」

「そうとも言うわね」

「そうとしか言わん！　てか、まだ知らないことを認めない気か、お前」

　清せい楚そで繊せん細さいな見た目に反して、性格の方は極度の負けず嫌ぎらいだから、こういうときはとことん面倒めんどくさい。

「水族館は、生きてる魚が泳いでいるのを鑑かん賞しようするところだ」

「そっちの水族館ね」

「あっちとか、こっちの水族館なんてないからな！」

「どっちの水族館？」

「お前、実際どこまでわかってる？　大丈夫だよな？　俺、色々と心配になってきたぞ」

「大丈夫よ。知ってるわ、水族館。名前を覚えていなかっただけだもの」

「いや、それがすでに、大問題なんだが……」

　一年以上の期間、さくら荘そうで一いつ緒しよに暮らしてきたけど、ましろの価値観の基準は未いまだにさっぱりわからない。この辺が世界的に評価される天才画家たるゆえんなのだろうか。常人とは感覚が違ちがうというか……。

　そんなことを思っていると、肩にましろが寄りかかってきた。

　程ほどよい重さと、右半身に覆おおいかぶさってきたぬくもりに、少しドキッとする。

「ま、ましろ？」

「……」

　返事はない。代わりに、

「すう……すう……」

　と寝息らしきものが聞こえてきた。

「おい」

　まさかと思って、少し俯うつむいた顔を覗のぞき込む。

「すう……すう……」

　ましろは心地ここちよさそうに眠っていた。

「起きろ！」

　軽く頭を小こ突づく。

「なに？」

　寝ぼけた声をましろが返してきた。睡眠を妨害されて少々不満でもあるようだ。

「いきなり寝るな」

「これから、寝るわ」

「宣言しろって意味じゃなくて！」

「……」

　眠たそうな瞳ひとみが空そら太たに疑問を投げかけてきている。理由を説明しろと語っているのだ。

「いいか、今、俺とましろはデート中だ。しかも、初デートだ」

「うん、わかったわ。おやすみ」

「いや、だからな……って、寝てる！」

「すう……すぴ～……」

「すぴ～じゃねえ！」

「すこ～……」

「すこ～でもなくて！　はあ……」

　思わず、盛大なため息がもれた。

「これ、ほんとに初デートなんだけどさ。目的地に着く前に寝るか、普通……」

「すう……すう……」

「なあ、ましろ。昨日も遅くまで、漫まん画がの原稿やってたのか？」

「……違ちがうわ」

　返事はないと思っていたのに、ちゃんと返ってきた。

　でも、ましろの目は閉じられたままだ。頭もぐらぐらと舟を漕こいでいる。

「じゃあ、どうしてそんなに眠いんだよ」

　漫まん画がを描いていたのなら仕方がないと思うところだが、他の理由でデート中に爆ばく睡すいされるのは、なんとも虚むなしい気持ちになる。

「空そら太たが寝かせてくれなかった」

「は？　俺、昨晩、そんなにハッスルしたっけ!?」

「空太のこと考えてて……」

「ほう……」

「空太とデートだと思ったら、眠れなかった」

　それは、遠足が楽しみで眠れない小学生のように……ということだろうか。

　だったら、悪い気はしない。むしろ、うれしい。そう、うれしいはうれしいのだが、どうも釈しやく然ぜんとしない気持ちが残るのはどうしてだろうか。

　そんなのは決まっている。

「それで、今は眠れるって神経に、俺はびっくりだよ！」

　憤ふん慨がいする空太をよそに、ましろは空太の肩に完全に体重を預けてきた。安心しきった無む防ぼう備びな寝顔。それを見て、
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「まあ、いいけどさ」

　と、まんざらでもない感じで空太は呟つぶやくのだった。




　電車に揺ゆられること三十分。たどり着いた駅から歩くこと十分ほどで、空太とましろは目的の水族館に到着した。

　さすがに休日とあって、入り口付近は混雑している。家族連れに、中学生くらいの五、六人の集団、それとカップルが何組もやって来ている。

　ふたり分のチケットを購入して中に入った。

　正直、水族館でましろがどういった反応をするか不安だったのだけど、すぐに杞き憂ゆうだと気づかされた。

　ましろは、熱帯を泳ぐ色鮮あざややかな魚たちを見ては、

「綺き麗れいね」

　と感想をもらした。じっと水すい槽そうを見つめ、きらきらした瞳ひとみに跳はねるように泳ぐ魚たちを映している。同じものを見ているはずだけど、時々、ましろには違ちがって見えているんじゃないかと思うことがある。ましろを通して描かれる絵の世界を見せられたときもそうだし、こうやって、ひとつのものに集中している姿すがたを目まの当たりにすると妙みように実感する。もしくは、ごつい顔の珍しい魚を見て、

「とても綺麗な魚ね」

　と、感想を口にしたときに……感性の違ちがいを痛感するのだ。

「これ、綺き麗れいか？」

　あごはしゃくれて、分ぶ厚あついタラコ唇くちびるの魚。色も茶色で、華はなやかさのかけらもない。空そら太たの言葉が聞こえたのか、何やらこちらを威い嚇かくするように近づいてきた。

「目が綺麗よ」

　なるほど、確かに澄んだ目をしている。

　流れてきたお客さんの邪じや魔まになるので、隣となりの水すい槽そうに移動する。

　光ってふわふわと泳ぐクラゲ。周囲はその輝きが引き立つように、薄暗い間接照明があるだけだ。

「でも、綺麗っていうのは、こういうのじゃないのか？」

「……」

　ましろはいつの間にかクロッキー帳を取り出して、クラゲのスケッチをはじめていた。おかげで数分足止めを食らったけど、今さらこの程度では驚かない。これが、ましろなのだ。度たび々たび、通りがかる人たちが、ましろの絵を覗のぞき込んでは、ぽかんと口を開けていた。

　さらに奥に進んでいくと、水族館の目玉であるメインの水槽が続々と登場した。イワシの群れが魅みせる見事なダンス。マグロの大群が回遊する巨大水槽。優雅に泳ぐジンベイザメは迫力があって本当に見み応ごたえがあった。

　難点をひとつ挙あげるとすると、ましろの発言だ。

　イワシの群れを見て、

「おいしそうね」

　と呟つぶやいた。

　マグロの大群を目の前にして、

「とてもおいしそうね」

　と言い出した。

　最終的には、ジンベイザメを見上げながら、

「わたし、あれにするわ。お刺身で」

　と、空太に注文してきた。

「食う以外にないのか！」

　すると、ましろのお腹が「ぐう」とかわいい悲鳴を上げる。

「返事は口でしろ！」

　両手をお腹に添そえる仕し草ぐさはなんともかわいらしい。

　また「ぐう」と鳴った。

「お腹がすいたと言ってるわ」

　ほら、と言わんばかりに、ましろがお腹を前に突つき出してくる。耳でも当てろと言っているのだろうか。一応、前もって、その絵面をイメージしておく。お腹を押さえたましろ。そのお腹に耳を当てる空そら太た。完全にマタニティだ。なので、その行為は却きやつ下かする。

「よ、要するに、飯にしたいんだな？」

　ましろがこくんと頷うなずく。

　ケータイで時間を確認すると、すでに午後一時を回っていた。

「じゃあ、もう出るか」




　すべての魚が食材に見えはじめたましろを水族館から連れ出した空太は、駅の方へと戻もどりながら昼食を取れそうなお店を捜さがした。

　地元じゃないから土と地ち勘かんもない。適当なお店に入るしかない。こんなことなら、先に調べてから出てくるんだったと思ったが、今、気づいたところでもう遅い。とりあえず、次のデートではそうしようと、空太は心にメモを取っておいた。

　駅が近づくと、飲食店がちらほら見えてきた。昼食目的の家族連れや、カップルもたくさん歩いている。

「なにか食べたいものあるか？」

　そう声をかけると、ましろは十メートルほど前を歩くカップルを目で追っていた。

「ましろ？」

「あれは、恋人同士？」

　大学生だろうか。彼女の方が、腕を引っ張って走り出した。何が楽しいのか、笑い声が溢あふれている。少し先の信号で捕つかまって、結局、立ち止まっていた。そして、それがまた楽しいらしく、ふたりの笑い声は後うしろを歩く空太たちのところまで届いた。

「どっからどう見ても、恋人同士だろうな」

　すると、ましろはわずかに両腕を開いた謎なぞのポーズで、自分の姿すがたを自分で確認しはじめた。

「空太」

「ん？」

「わたし、ちゃんと空太の彼女に見えてる？」

「いや……どうだろうな」

「見えないの？」

　露ろ骨こつに眉まゆが下がった。なんだかしゅんとしている。

「今の『どうだろうな』は、俺の方に責任があってだな……」

　ましろはかわいい。きっと誰もがそう思うはずだ。だからこそ、隣となりに並ぶのが空太でバランスが取れているかというと、空太自身は不ふ釣つり合あいに見えるだろうなと思っている。

　ましろは水族館でも人目を引いて目立っていた。

　もし、空太とましろがカップルに見えないのだとしたら、その原因は空太にあるのだ。

　まあ、今となっては、気にしてもいないのだが。

「それより、飯だ。なにがいい？」

「あれがいいわ」

　びしっとましろが指差したのは、全国チェーンのファストフード店。赤い看かん板ばんがよく目立つハンバーガーショップだ。前を歩いていたカップルが、仲なか睦むつまじく入って行く。

「あれなら、いつでも食えるだろ」

「わたし、食べたことないわ」

　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか、わからなかった。不ふ思し議ぎなものを見るように、空そら太たはぱちくりと瞬まばたきを繰くり返した。

「え？　本気か？」

「超ちよう本気よ」

　でも、よくよく考えれば、そうかもしれない。少なくとも、ましろが日本に来てから、一度も行ってない気がした。普段の食事は殆ほとんどさくら荘そうで済ませているから、外食そのものをあまりしないのだ。

　イギリス時代も、ましろはずっと絵を描いていて、ファストフード店で友達とダラダラおしゃべりをするなんて時間もなかったのだろう。

「んじゃ、今日はあれにするか」

「うん、空太とはじめて」

「変な意味に聞こえるから、色々と省略するな」

「空太がはじめて？」

「より悪くなってるじゃねえか！」

「空太のはじめて？」

「俺まで何かを失ってるな……」

　うな垂れる空太を無視して、ましろはすたすたとお店の方へと歩いて行く。仕方がなく、空太も急いで追いかけた。




　自動ドアをくぐり、ファストフード店に入る。ランチタイムだけに店内は混雑していた。客層は若い。中高生と、小学生の子供を連れたお母さんが目立つ。

「人がいっぱいね」

　ざっと見たところテーブル席は全部埋うまっている。空席になっているのは、奥のカウンター席だけだ。

「まあ、あそこでいいか」

「いいわ」

　ましろを連れて、カウンター席をふたつ確保する。ひとつに空太のバッグを置いて、もうひとつにましろを座らせた。

「ましろはなにがいい？」

「空そら太たと同じでいいわ」

「わかった」

　ちょこんと座ったましろを席に残して、空そら太たはレジカウンターに並んだ。前にいたふたりは、どちらも期間限定のハンバーガーセットを頼んでいる。

　空太も同じセットにした。お金を払はらい、ふたり分のハンバーガーとポテトとジュースが載のったトレイを受け取って、ましろのもとに戻もどる。

「お待たせ」

　と言いながら、ましろの隣となりに座った。早速、ポテトを一本口に運ぶ。その様子を、ましろは不ふ思し議ぎそうにじっと見つめてきていた。

「どうした？」

「……」

　無言で、ましろが席を立つ。何をするのかと思ったら、座っていた椅い子すを、少しだけ空太の方に近づけてきた。それから、何事もなかったかのように、再び着席する。

「いい感じ」

　満足げな顔だ。

　さっきよりも、ましろの横顔が近くにある。肩なんて殆ほとんどぶつかっていた。

　距離で言えば、電車に乗っていたときの方が近い。でも、わざわざ、ましろが縮めてきたこの距離と、ましろの行動に、空太の心臓は激しく脈打ちはじめた。ポテトが喉のどを通らない。ジュースに口を付けると、喉に引っかけて二、三度咽むせた。

「空太？」

「な、なんでもない」

「顔、真っ赤よ」

　ましろが前かがみになって、空太の顔を覗のぞき込んでくる。吐息が頰ほおにかかるほどの距離。近い。少し身を乗り出すだけで、艶つや々つやした唇くちびるにキスだってできそうだ。

　ごくりと喉を鳴らしてしまう。

「お、お前が、かわいいことするからだろ！」

「ん？」

　きょとんとした表情。わかっていないという無む防ぼう備びさで、首を横に傾けている。その顔すらも、じっと見ていられず、

「いい、なんでもない」

　と言って、空太はごまかすように、ハンバーガーの包みを少し乱暴に手に取った。包みを広げて、ハンバーガーにかぶりつく。

　ましろはそれを真ま似ねるようにして、ハンバーガーを口に運んでいた。少しずつ静かに食べている。

「ポテトとジュースもお前のだからな」

　ハンバーガーを頰ほお張ばりながらましろが頷うなずく。

　そうして、三分間ほどは平和な時間が続いた。新たな問題は、ふたりともハンバーガーを食べ終わってからやってきた。

　突然、空そら太たの目の前にポテトが差し出された。摘つまんでいるのはましろだ。

「空太、はい」

　どうやら、食べろと言いたいらしい。

「一応、聞くがなにをしている？」

「恋人をしてる」

　だいぶ、大おお雑ざつ把ぱな返事が飛んできた。

　危うく、口に含ふくんだジュースを噴ふき出すところだった。

「もう少し、具体的に答えてほしいんだが……」

　そうもらす空太の口元には、未いまだにましろが突つき出したポテトがある。

「自分で食べるからいいぞ」

「恋人なのに？」

「人前でこういうことすると、バカップルとか言われて蔑さげすまれるんだ」

「じゃあ、あれはバカップルね」

　テーブル席を振ふり向いたましろの視線は、休日なのに制服を着ている高校生のカップルを捉とらえていた。まさに「あ～ん」としている真まっ最さい中ちゆう。会話が聞こえていたのか、ふたりとも空太とましろの方を見ている。

　空太は曖あい昧まいに笑ってごまかしつつ、

「お前、発言には気をつけろ」

　と、ましろに小声で言って前を向かせた。

「それは、空太が気をつけて」

「そこまで俺に管理させるな……」

「空太はわたしの彼氏なのに」

「彼氏っていうのは、便利な万能アイテムじゃないんだぞ」

「リタはなんでもしてくれるって言ってたわ」

「よし、ちょっと待ってろ。今、イギリスに抗議のメールを送るから」

　ケータイを取り出すと、空太は、

　──ましろに余よ計けいな知識を植えつけないでくれ！

　と、メールを打って送信した。

　時差の関係で、海の向こうは早朝のはず。だから、返事はこないと思っていたのに、早々に返ってきた。


　──なるほど、空そら太たは、ましろを俺おれ色いろに染めたいんですね。なかなか大だい胆たんなことを言えるようになりましたね

　──意味を曲きよつ解かいするのはやめてくれるかな！



　長期戦は危険だ。どんどんおかしな解かい釈しやくをされるに決まっている。

　──空太がもっと早くに、ましろをデートに誘さそっていれば、私は何も言いませんでしたよ。しっかりしてください

　意外なことに、もっともらしいメールが飛んできた。

「……」

　ぐうの音ねも出ない。

「リタ、なんて？」

「俺にしっかりしろってさ」

「空太、がんばって」

「これでも全力なんだよ……」

「ポテト、おいしいわ」

　ましろはもう空太の話など聞いちゃいない。レジカウンターの方からは、ポテトが揚がったことを知らせるメロディが流れてきていた。




　昼食を終えた空太とましろがファストフード店を出ると、時刻はもう二時を過ぎていた。腹ごなしに適当に周囲のお店をぶらつき、それにも飽あきると、ふたりの足は自然と駅の方へと向いていた。

「少し早いけど、帰るか？」

　横を歩くましろにそう声をかける。

「ホテルは？」

　一いつ瞬しゆん、それがましろからの返事だと認識できなかった。

「へ？」

「いかないの？」

「今、なんて!?」

「いかないの？」

「その前！」

「なんだったかしら？」

「大事なことだからしっかり思い出してくれ！」

「……ホテル？」

「そう、それだ！　って、やっぱり思い出してくれなくてよかったな！」

「いかないの？」

「それはまたリタからの入れ知恵か？」

　ここは一度冷静になった方がいい。

「仁じんが言ってた」

「あの人は……」

　きっと、空そら太たが狼ろう狽ばいするのを想像して、けらけらと笑っているのだろう。ほんとにいい趣味をしている。これが他ひ人と事ごとなら笑い話で済むが、当事者にとってはたまったものではない。

「いかないの？」

「行くか！」

「どうして？」

「そ、そりゃあ、初デートでいきなりホテルは色々と問題あるっていうか、俺ら高校生だぞ！　マハラジャ時代の仁さんならともかくとして、色々おかしいだろ!?」

「大丈夫よ」

「全面的にダメだろ！」

「勝負パンツは、はいてるわ」

「易やす々やすと、もう一歩踏み込んでくるのはやめてくれ！　俺の精神が持たないからさ！　だいたい、お、お前は、そういうモチベーションで今日のデートに臨のぞんでたのか!?」

「そういう？　どういう？」

「言えるか、そんなもん！」

「言ってくれないとわからないわ」

「と、とにかく！　ホテルはまだ早い！　いいか、わかったな」

「わかったわ」

「ほんとだな」

「うん」

「それはよかった。ほんとによかった」

　ほっと胸を撫なで下ろす。

「ねえ、空太」

「まだなにか？」

「いつなら早くないの？」

「その話題、続けるのかよ！」

「いつ？」

「知るか！」

「教えてくれないと、困るわ」

「今まさに俺が困っているのがわかるかな？」

「いつ、勝負パンツをはけばいいかわからないもの」

「俺も知らんわ！」

「むう」

「むう、じゃない！　だ、だいたい、お前、そ、その、いいのかよ……」

　声がどんどん尻しりすぼみになっていく。

「いいって、何が？」

「だ、だから、お、俺と、その、ホテル行くとか、そういう感じのこと」

　恥ずかしさのあまり顔から火が出そうだ。

「まだダメよ」

　ましろが小声で言ってくる。

「ダメなのに聞いてきたんですか？」

「心の準備ができていないもの」

　ましろの顔が赤い気がする。

「じゃあ、今のはあれか？　まだ早いと思ってるけど、誘さそわれないのも女の子としては複雑という乙女おとめ心ごころか!?」

　少し間を置いてから、

「……そうよ」

　と、ましろは答えた。

「噓うそを言うな！　お前、今、『あ、それいいかも』って思っただろ？」

「思ってないわ」

　負けず嫌ぎらいのましろに引く気はなさそうだ。だから、空そら太たが折れるしかない。

「わかった。もう、それでいいけど……お前、少しは警けい戒かい心しんを持てよ。男の頭の中は、色々ぐちゃぐちゃしてるんだぞ？」

　今日も、ずっとどこかでましろとキスをしたいとか思っていたのだ。肩が触れ合えば、全神経がその一部に集中してもいた。

「男の空太は何を考えているの？」

「な、何でもいいだろ。とにかく、もっと自分を大事にしなさい」

「それは空太にしてもらうわ」

「……」

　口を開けたまま、空太は放心状態で固まった。

「空太に大事にしてもらう」

「お、お前な！　今日はほんとにいきなり何を言うんだ！」

「空太、わたしに酷ひどいことするの？」

「するわけないだろ！」

　がばっと顔を上げて即答する。

「やさしくしてね」

「その台詞せりふを言うのは、まだ早いって！」

「わたし、よくわからないから、色々教えてほしい」

「ぐんぐん関係が進んでいってるな！　もうやめて！　やめてください！　よし、帰ろう！　帰るぞ！　今日は帰る、いいな？」

　どこかでいい雰ふん囲い気きになれたらいいと思っていたけど、もうそれどころではない。

「続きは、さくら荘そうでするの？」

「するか！」

「楽しかったのに……」

「お前ね」

「デート、楽しかった」

　小さな声でぽつりとましろが呟つぶやいた。危うく聞き逃のがすところだったけど、ちゃんと聞き取れてほんとによかった。

「この先、何度でもデートはできるからさ」

　そう言いながら、空そら太たは先に歩き出す。顔が熱い。自分でも恥ずかしいことを言っているという自覚はあった。

　少し遅れて、ましろが小走りで追いかけてきた。

「なら、来週もしたい」

「毎週だっていいぞ」

　返事の代わりなのか、ぶらぶらさせていた空太の手をましろが握にぎってきた。その横顔は、どことなく楽しげに見える。

「あ、駅、向こうか」

　逆方向に歩いていることに気が付き、空太は歩道橋を引き返す。どうやら、だいぶ動どう揺ようしていたらしい。

　階段を下りようとすると、丁ちよう度ど上ってきた女の子とばったり鉢はち合あわせた。口を「あ」の形に開けて、驚いている。眼鏡めがねをかけた真ま面じ目めそうな顔に、空太は見覚えがあった。

「栞かん奈なさん!?」

　てっきり尾び行こうはないものだと思って油断していたが、どうやら空太が気づいていなかっただけだったらしい。

「ち、違ちがいます！」

　バレバレの噓うそを吐ついて、栞奈が顔を背そむける。同時に、大きく一歩後ろに下がろうとした。けど、栞奈が立っているのは階段だ。栞奈の右足を支える地面が背後にはない。

「あっ」

　悲鳴にも似た声を上げて、栞かん奈なの体がぐらりと傾いた。

「栞奈さん！」

　やばいと思ったときには叫んでいた。落ちて行く栞奈に必死に手を伸ばす。だけど、全然届かない。むしろ、完全にバランスを崩くずした栞奈の体は空そら太たから遠ざかって行く。二十段はある階段の下へと真まっ逆さかさま……。もはや、どうすることもできない。

　落下の瞬しゆん間かん、空太はぎゅっと目を閉じた。

　その耳に、

「うおっ！」

　という、男の声が届いた。

　階段の下にいた人物が、栞奈の体を全身で受け止めている。ふたりは重なるように、背中から倒れ込んだ。

　空太は急いで、階段を駆かけ下りた。

　すぐに栞奈を受け止めたのが、伊い織おりだとわかった。どうやら、ふたりして空太とましろを尾び行こうしていたらしい。

「栞奈さん、大丈夫？」

　手を貸して、栞奈を立ち上がらせる。

「……はい」

　栞奈はまだ青白い顔をしていて、落下の恐怖から覚めていない様子だった。鼓こ動どうを鎮しずめようとしているのか、右手を胸に当てていた。

　見たところ、ケガはなさそうだ。

　ほっとしながら、

「伊織も平気か？」

　と、声をかけた。でも、次の瞬しゆん間かん、空太の体は凍こおりついた。

　伊織の表情は険けわしく歪ゆがんでいる。体を丸めて、呻うめき声を上げていた。

「……っ！」

　胸に庇かばうようにしているのは右手。その手首の辺あたりは不自然に膨ふくれ上がり、おかしな方向に曲がっていた。

　伊織はきつく目を瞑つぶって、痛みに耐えていた。

　全身から血の気が引いて行く。

「伊織！」

　しゃがみ込んで声をかける。

「ううっ……！」

　けれど、返ってきたのは言葉にならない痛みの声だけ。

　空太は慌あわててケータイを取り出すと、１１９番を押していた。
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　救急車は十分とかからずにやってきた。痛みに呻うめく伊い織おりに付き添そい、空そら太たも乗り込んで近くの大学病院へと搬はん送そうされる。ましろと栞かん奈なも一いつ緒しよだ。

　到着後、診察室に運ばれた伊織は、医者に任まかせるしかなかった。しばらく待合室で終わるのを待っていたが、レントゲンの撮影などもあって、簡単に処置が済む様子もない。

「俺、千ち尋ひろ先生に連絡してくる」

　待合室にましろと栞奈を残して、空太はロビーから電話をかけた。

　休日にもかかわらず、学校で仕事をしていたらしい千尋は、空太が事情を説明すると、「わかった。私も今からそっちに行くわ」と言ってくれた。

　その一ひと言ことで、張り詰つめていた緊きん張ちようの糸は、少し緩ゆるんだ気がした。

　千尋への連絡が終わると、空太は診察室に戻もどった。

　もう伊織の姿すがたはない。ましろと栞奈も見当たらなかった。

　残っていた女性の看護師さんが、病室に移動したと教えてくれた。

「病室って……入院するんですか？」

「はい」

　忙しそうにしていたので、それ以上詳くわしいことは聞けなかった。

　とりあえず、病室の場所を尋たずね、空太はエレベーターへと乗り込んだ。五階に向けて、エレベーターは上昇していく。

　その間、色々なことが空太の頭を過よぎった。素人しろうと目めにも、骨が折れているのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった伊織の右手。入院ということは、ただの骨折では済まないということだろうか。それとも、あのときに、頭でも打って……。

　嫌いやな考えばかりが思い浮かんで、胸の辺あたりを締しめ付けてくる。

「……ピアノはどうすんだよ」

　一番の気がかりはそれだった。どこにも持っていきようのない感情が、空太の体をがんじがらめにする。その不快感に抗あらがうように、全身には力が入っていた。

　ベルが鳴って、エレベーターは五階に到着する。

　廊下に出た空太は、フロアマップで５０３号室の位置を確認した。東側の病びよう棟とう。一番奥から数えてふたつ手前……そこが５０３号室だった。

　スライド式のドアの横には、『姫ひめ宮みや伊織』と手書きのネームプレートが下げられている。ここで間ま違ちがいなさそうだ。

　ノックを二回。

「はい、どうぞ～」

　返ってきたのは、聞き慣れた能のう天てん気きな声。それを少し意外に思いながら、空そら太たはドアをがらがらと開けた。

　静かに足を踏み入れる。

　白い壁かべに白いカーテン。病室特有の消毒液の香りが鼻に残る。

　病室の真ん中にはベッドがひとつ。ひとり部屋だ。

　背を起こしたベッドの上には、伊い織おりが足を伸ばした体勢で座っていた。やってきたのが空太だと気が付くと、

「あ、先せん輩ぱい！」

　と無邪気な笑顔を伊織は向けてきた。見たところ元気そうだ。

　その伊織とは対照的に、栞かん奈なはベッドから少し距離を置き、病室の壁にぴったりと張り付くようにして立っている。

「……」

　視線を向けても、栞奈からは重たい沈ちん黙もくしか返ってこなかった。

　ただ、じっと俯うつむいて固まっている。

　その理由は、ベッドの上に座った伊織の右腕にある。首から白い三さん角かつ巾きんによって吊つり下げられていた。

　ベッド脇わきのパイプ椅い子すに腰こし掛かけたましろは、その腕をどこか寂さびしげに見つめている。

「腕、どうだったんだ？」

　重症なのは、尋たずねるまでもない。それでも、聞かずにはいられなかった。心のどこかで、たいしたケガではなかったのだという期待を捨て切れずにいた。

「ぽっきり折れちゃいました」

　伊織は笑みを浮かべてそう言ってきた。

「折れたって……お前」

　言葉にされると、全身から血の気が引いていくようだった。

　折れたのが自分の腕ならば、こんな風に感じることはなかっただろう。心がざわめくこともなかったと思う。

　伊織だから……音楽科に所属する伊織の腕だから……。

　その腕が折れたことへのショックを隠かくすことはできなかった。

「複雑骨折というらしいです」

　小さな声でそう言ってきたのは栞奈だ。

「手首にある骨が二本とも折れて……大きく曲がっていると聞きました」

「完かん治ちまでどれくらいかかるんだ？」

　空太は伊織に聞くつもりで、質問を口にした。

「えっと……」

　伊い織おりが口くち籠ごもる。

「まずは曲がった骨を手術で真まっ直すぐにするそうです。日常生活に支障がなくなるまで二ヵ月から三ヵ月程度……。違い和わ感なく動かせるようになるには、リハビリを含ふくめて半年ほどかかると、担当のお医者さんは言ってました」

　小こ刻きざみに肩を震ふるわせながら、栞かん奈なが的てき確かくに答えてくれた。

「そう、そんな感じらしいです」

　それでも、伊織はへらへらと笑っている。

「先せん輩ぱいたちのデートを覗のぞき見してたばちが当たったんですかね？」

「ピアノは？」

　おどける伊織に、ましろが真っ直ぐに言葉をぶつけた。

　たった一ひと言ことで、病室は逃げ場のない緊きん張ちよう感に包まれていく。

「ピアノ、どうなるんだ？」

　ましろの言葉を拾って、空そら太たが再度問いかけた。

「これでしばらく練習サボれます。いや～、この機会に彼女作るしかない！　空太先輩、誰か紹介してくださいよぉ」

　陽気な伊織の声は、どこか虚むなしく病室に響いている。今はその明るさが痛々しい。

「なんで……なんでよ！」

　ばっと顔を上げた栞奈が鋭い目つきで伊織を睨にらむ。

「なんで、笑ってられるのよ！　大事な腕なんでしょ！」

「なんで、お前がキレてんだよ」

　なおも伊織の口調は変わらない。

「……」

　耐え切れないといった様子で、栞奈が押し黙だまる。

　伊織もそれ以上は何も言わなかった。

「……」

　息苦しい沈ちん黙もくが、病室を閉ざしていた。

「私のせいです……。私が、先輩たちについてなんて行かなければ……」

　その栞奈の声をかき消すように、

「いや～、もっと体鍛きたえないとダメっすね。こいつくらい余裕でお姫様抱っこできると思ってたんすけど、このざまです」

　と、伊織がはしゃいでいた。調子に乗って、右腕を少し持ち上げる。痛かったのか、一いつ瞬しゆん、顔を顰しかめた。

　静せい寂じやくが病室を覆おおい尽つくしていく。

「私のことなんて、ほっといてくれたらよかったのに……」

　小さな声だったけど、静かな病室に栞かん奈なの声はよく聞こえた。

「どうして受け止めたりしたのよ！　ピアノのためにある腕なんでしょ！　あなたはケガなんてしてる場合じゃないくせに！」

「栞奈さん」

「どうして！　どうしてよ！」

「栞奈さん！」

　今度は強めに空そら太たは言葉を挟はさんだ。

「っ！」

　怒られた子供のように、びくっと栞奈が全身を震ふるわせる。

「栞奈さん、ケガは？」

　階段から落下した栞奈も、診察を受けている。

「ありません……」

「なら、伊い織おりにありがとうね」

　ましろがそっと栞奈の肩に触れた。

「っ！　こんな責任負わされて、感謝なんてできません！」

　全身を震わせながらそう叫ぶと、栞奈は病室を飛び出していく。

「栞奈さん！」

　制止の声は届かない。

「ま、そりゃ、そうですよね」

　振ふり向くと、伊織がベッドの上で、しょんぼりした表情をしていた。

「俺も自分のせいで、姉ちゃんがケガなんてしたら、絶対に頭おかしくなりますもん」

「伊織」

「あ、俺は平気なんで。空太先せん輩ぱい、あいつのこと頼みます」

　伊織は笑っていたけど、空太の目には傷付いているようにしか映らなかった。

　でも、だからこそ、

「わかった。任まかせとけ」

　と言って、空太はましろと病室をあとにした。




　帰ってしまったかもしれないと思っていた栞奈は、病院の中庭で見つけることができた。

「空太、あそこ」

　ましろが指差した方向を見ると、栞奈がベンチにぽつんと座っていた。

　ゆっくりと近づいていき、空太は何も言わずに隣となりに座った。

「私、ほんと性格悪いですよね」

「……まあ、気持ちはわかるよ」

「……」

「もし、俺のせいでましろが大きなケガをするようなことになったら、罪悪感で押し潰つぶされると思う」

　空そら太たの言葉を、ましろも栞かん奈なも無言で聞いていた。

「でもさ、伊い織おりは別に栞奈さんのことを責めてはいないと思う」

「いっそ、責めてくれた方が楽です！」

「そうだな。その方が絶対に楽だろうな」

「何年もピアノに捧ささげてきた腕なのに……どうして……」

「とっさのことだから、何も考えてなかったんじゃないか？　ただ、危ないと思って、体が勝手に動いて……」

「でも……」

「そのおかげで、栞奈さんは元気だ」

「……」

　地面を見つめたまま、栞奈は動かない。簡単には立ち直れないかもしれないと思った。自分の痛みには強くなれても、他人の傷はどうにもできない。気持ちの行き場がないのだ。

「どうして……」

　ぽつりと零こぼれた栞奈の声こわ音ね。

「どうして、先せん輩ぱいも私を責めないんですか……」

「……」

　空太はあえて返事はしなかった。代わりに、まったく別の話を持ち出した。

「あのさ、栞奈さん」

「はい……」

「悪いけど、おつかい頼まれてくれないか？」

「はい……」

「さくら荘そうに戻もどって、伊織の着替えを取って来てほしい。とりあえず、二、三日分もあればいいと思うから」

「……わかりました」

　もはや、断ことわる元気もないという感じで栞奈はベンチを立った。そのまま、どこか虚うつろな足取りで病院の外へと歩き出す。

「わたしも行くわ」

　ましろが栞奈の背中を追いかけていく。

「頼むから、迷まい子ごにはなるなよ？」

「栞奈についていく」

「んじゃ、頼んだ」

　深く頷うなずいて、ましろが小走りで栞かん奈なを追いかけていく。その後ろ姿すがたが完全に見えなくなったところで、空そら太たも伊い織おりの病室に戻もどろうと立ち上がった。

　病びよう棟とうの方へと振ふり向くと、数メートル先に千ち尋ひろがいることに気づいた。

「先生」

「あんたも、ちゃんと先せん輩ぱいやってんのね」

「なんですか、それ」

「長は谷せにおつかい頼むなんて、なかなかやるじゃない」

「なんのことですか？」

　すっとぼけるが、千尋は鼻で笑っていた。

「余よ計けいなこと考えないように、少しでも何かやらせておいた方がいいって思ったんでしょ？」

「解説されると恥ずかしいんで、わざわざ言わないでください」

「おかげで、私の仕事が減って大助かり」

「仕事は真ま面じ目めにやってくださいよ？」

　呆あきれ半分の視線で、千尋に抗議する。

「やってるわよ。入院の手続きとか、ご両親への連絡とかね」

　後者は気の重い役目だ。

「神かん田だが代わってくれるの？」

　それは聞き流しておく。

「伊織の親と、連絡取れたんですか？」

「母親とは話したわよ」

「どうでした？」

　少しの間、千尋は何も言ってくれなかった。話すかどうか、悩んでいたのかもしれない。

「……骨折のことを伝えたときは、さすがに言葉を失っていたわ」

「そう、ですよね……」

　姉の沙さ織おりには敵かなわないのかもしれないが、十数倍の倍率を潜くぐり抜ぬけて、伊織はスイコーに合格したのだ。伊織への期待も大きかったんじゃないだろうか。

「到着は夜遅くになるそうだけど、今日中には来るから。あんた、それまで姫ひめ宮みやのこと頼んだわよ」

　はい、と返事をするタイミングは、鳴り出した千尋のケータイに邪じや魔まをされて失われた。電話を耳に当てた千尋が、空太に背中を向けて遠ざかっていく。わずかに聞こえた会話の内容からして、恐らく相手は伊織の母親だ。

　何を話しているのか気にはなったけど、それ以上に伊織のことが心配だったので、空太は病室に戻ることにした。




　病室に戻もどった空そら太たは、

「伊い織おり、入るぞ」

　と声をかけてドアを開けた。

「あれ、空太先せん輩ぱい、帰ったんじゃ」

　空太の顔を見るなり、伊織はいつもの調子で明るい声を上げた。

「帰るなんて、一ひと言ことも言ってないだろ」

　そう答えながら、空太はベッド脇わきのパイプ椅い子すに座った。さっきまで見上げてきていた伊織と、同じ目線の高さになる。

「腕、痛いか？」

　三さん角かつ巾きんで吊つるされた右腕に視線を落とす。伊織もつられていた。

「そりゃ、折れてますからね」

「ま、そうだよな」

「そうですよ」

「……」

「……」

　病院という場所柄がらのせいか、会話が途と切ぎれた際の沈ちん黙もくは、どうしても重苦しく思えた。

「なあ、伊織」

「はい？」

「他に痛いとこはないか？」

「それは大丈夫です。ちゃんと医者の先生に診みてもらったんで」

　陽気に説明する伊織を前にしても、空太は真剣な表情を崩くずさなかった。

「この辺とかさ……痛くないか？」

　胸に手を当てて、もう一度聞いた。

「……っ！」

　すると、伊織がぐっと奥歯を嚙かみ締しめるのがわかった。それでも、表情はまだ笑おうとしている。いつもの伊織であろうとしている。

「もう我慢しなくていいぞ」

「……」

　何かを堪こらえるように、伊織が深く俯うつむいた。

「お前の腕は違ちがうってわかってるつもりだから。俺なんかの腕とは違うんだって」

「空太先輩……」

　無理やり搾しぼり出したような声こわ音ねは、かすかに震ふるえていた。

「努力の成果が詰つまった腕なんだろ？　毎日、練習してきたピアノの成果が……」

「……」

　もう伊い織おりの表情に笑みはない。

「悔くやしくないわけないもんな」

「……っ！」

　肩が小こ刻きざみに震ふるえ、こぼれた呻うめき声は涙なみだの色を含ふくんでいた。

「……違ちがうんです」

「伊織？」

「違うんすよ！」

　なおも下を向いたままの伊織の目から、涙なみだがぼたりとシーツの上に落ちる。真っ白だったところに灰色の染みが広がっていく。

「俺……俺は！」

　固定された右手を、自由な左手でぎゅっと握にぎり締しめていた。摑つかんだ方の指先が赤くなるほどに……。

「ほんと、やばいって思って……腕に痛みが入った瞬しゆん間かんは、目の前真まっ暗くらになって、やばいって、ほんとにやばいって思ったんです！」

　がばっと身を起こした伊織の顔はもう涙でくしゃくしゃだった。

「救急車の中でも、これ、夢だよなってずっと考えてました！」

「伊織」

「なのに……なのに、俺！」

　静かな病室に伊織の声はよく響いた。それが余よ計けいに、空太の胸を苦しくさせた。痛いほどに伊織の気持ちが伝わってきたから。

「今は、逆のこと考えてて！　これで、理由ができたって……」

「……」

「七月のコンクールに出場しなくていい理由ができたって、安心してるんですよ！　三年前に姉ちゃんが三位入賞した、全日本コンクールに出なくていいって！」

「……」

「腕が折れたなら、みんなも仕方がないって思ってくれるって……ピアノを諦あきらめる理由ができて……俺、俺は……！」

「伊織……」

　立ち上がった空太は、伊織の頭をそっと抱き寄せた。

「俺は、そんな自分が悔しいんです！」

　しがみ付いてきた伊織の慟どう哭こくは、空太の全身に伝わってきた。

「伊織は強いな」

「俺は強くなんてっ！」

　くぐもった声は、殆ほとんど言葉になっていなかった。

「その悔くやしさは、伊い織おりの強さの証あかしだよ」

　ちゃんと、自分の心と向き合えているのだ。見たくない自分を伊織はきちんと見み据すえている。それが強さでなくて、なんだというんだ。

「空そら太た先せん輩ぱい……俺、俺……」

　伊織は、声を、体を、心を震ふるわせながら、悔しさを吐はき出すようにして泣き続けた……。




　その日の晩、伊織のことで帰宅が遅くなった空太たちは、さくら荘そうのダイニングで遅めの夕食を取っていた。時計の表示は、あと数分で十一時になろうとしている。

　円えん卓たくには、千ち尋ひろ、栞かん奈な、空太、ましろ、それと美み咲さきの姿すがたもある。一度、伊織の着替えを取りに戻もどった栞奈とましろは、音声収録が終わって帰って来た美咲とさくら荘の前で遭そう遇ぐうしたらしい。車で病院に送ってもらってきたのだ。

　十時過ぎに伊織の母親が病院に到着したので、ひとまずあとのことは任まかせて、空太たちは美咲の車に乗って戻って来た。

　大阪からこっちに来ていた仁じんは、明日も大学の講義があるため、最終の新幹線で帰って行ったそうだ。

　みんなお腹が空すいていたのか、しばらくは目の前のおかずを平らげることに集中していた。

　その大半が片付いた頃ころ合あいを見て、

「んじゃ、丁ちよう度ど全員集まってるし、さくら荘会議といきましょうか」

　と、千尋が話を切り出してきた。

「赤あか坂さかはいない上に、お隣となりさんが混ざってますけど」

　一応、冷静に指摘しておく。

「あたしはさくら荘の名めい誉よ住人だも～ん！」

　いつの間にそんなものになったのだろうか。

「昨日あたしが作って、昨日あたしが決めた！」

　聞いてもいないことを美咲が自発的に教えてくれた。心の声でも聞こえたんだろうか。さすが宇宙人だ。

「先生、会議って何を話すんですか？」

　空太が確認の言葉をかけた。

「姫ひめ宮みやのことに決まってんでしょ」

　その名前を聞いて、栞奈の肩がぴくりと動いた。

　栞奈は帰って来てから一ひと言ことも発していない。ずっと俯うつむいた感じで、機械的に箸はしを動かしているだけだ。たぶん、味なんてわかっていないだろう。栞奈のお皿の料理だけは、半分以上残っている。

「骨折したのが利きき腕となると、何かと不便なのよ？　誰かが面めん倒どう見ないと」

　話を進めながらも、千ち尋ひろは新しい缶かんビールを開けている。

「伊い織おりのお母さん、ずっとこっちにいられるんですか？」

「ひとまず手術が終わって、退院までの二週間くらいは近くのホテルに滞在するとおっしゃっていたけど……ギプスが取れて完かん治ちするのに二ヵ月から三ヵ月よ？　ずっとってわけにもいかないでしょ。お仕事もあるそうだし」

「じゃあ、いおりん当番の誕生だね！」

　喜き々きとした表情で勢いよく立ち上がった美み咲さきの目は、なぜだか空そら太たを見つめている。千尋もそうだ。真横からはましろの視線もひしひしと感じた。その意図は今さら問わなくてもわかる。さくら荘そうの現メンバーの顔かおぶれを考慮すれば、おのずと答えは出る。当番をできそうな人材は限られているのだ。

「いや、そりゃ、俺はやってもいいですけど」

「ま、さすがにあんたひとりに押し付けたりしないから、今回は安心しなさい」

　残っていたビールを、千尋が一気に飲み干す。

「頼みますよ、ほんとに……」

「よ～し、いおりん当番決定～!!」

　と、高らかに宣言する美咲を遮さえぎるように、

「私がやります」

　と、張り詰つめた声が聞こえた。

　全員の視線が栞かん奈なに集中する。

　栞奈は思い詰めた表情で、今もテーブルの一点をじっと見ていた。いや、たぶん、見ているのはもっと別の何かだ。

「私の責任です。私がやります。空太先せん輩ぱいは、三年生ですし、色々とお忙しいはずです」

「俺のことは気にしなくていいよ」

　それに栞奈は答えない。

「……」

　無言で意見を通そうとしている。

「長は谷せに一応確認しておくけど、わかってるわよね？　着替え手伝ったり、お風ふ呂ろ手伝ったり、洗濯物洗ったりしてあげなきゃいけないのよ？」

　千尋の発言は、「無理でしょ？」と言っているようにも聞こえた。

　それでも、栞奈は、

「私がやります」

　と、繰くり返した。膝ひざの上で握にぎられた拳こぶしは、小さく震ふるえている。その頑かたくなな態度は、空太の目に、とても危なげに映っていた。

　恐らく、同じことを千尋も思ったのだろう。

「やっぱり、あんたじゃダメね」

　きっぱりと突つっぱねる。

「どうしてですか！」

　感情的に反応した栞かん奈なは、テーブルに手を突ついて立ち上がった。

「あんたが、そんなこともわからないお子様だから」

「っ！」

「わけが知りたければ、神かん田だにでも聞くのね」

　千ち尋ひろは席を立つと、会話が途と中ちゆうなのもお構いなしにダイニングを出て行ってしまう。

「先生！」

　栞奈の悲痛な叫びは、完全に無視された。

　行き場を失った栞奈の感情は、当然のように空そら太たへと向けられる。

　睨にらんでいるようにも、泣きそうにも見える目。

「先生が言いたかったのは、罪つみ滅ほろぼしの気持ちで看病されたら、伊い織おりがたまらないからってことだと思う」

「っ！」

　感じたままを告つげると、栞奈の目の端はしにじわっと涙なみだが浮かんだ。

「だったら、どうしろって言うんですか！」

　必死に涙を堪こらえて、栞奈が感情をぶつけてくる。

「普通に……今まで通りでいいんだよ」

「え？」

　空太の発言が意外だったのか、栞奈の表情からふっと力が抜ぬける。

「まあ、それが一番難しいと思うけど」

　と、付け足した。

　人同士の関係は、色々な切きっ掛かけで変わってしまう。そして、その変わった関係や感情を元に戻もどすことは困難だ。

「普通に……今まで通りできるなら、当番は私でもいいんですか？」

　すぐには頷うなずけなかった。言うのは簡単だけど、言葉ほど単純な話じゃない。空太は七なな海みとの関係を通して、現在進行形で意識しないことの難しさを強く実感している。

　そんな空太の想いとは裏うら腹はらに、

「あたしは意義な～し！」

　と、真まっ先さきに美み咲さきが賛成の挙きよ手しゆをする。

「わたしも賛成よ」

　それに、ましろまで賛同した。

「先せん輩ぱい、それにましろも！」

　ここは冷静にと言葉を口にしようとした空そら太ただったが、

「栞かん奈な」

　と、ましろが話しかけてしまったので、タイミングを逸いつした。

「なんですか？」

「できないことは言ってね」

　何を言うのかと思ったら、とてもまともな発言だった。ちょっと……いや、かなり意外だ。でも、同時になんだかうれしい気持ちになる。胸に熱いものが込み上げてきた。

　そんなあたたかい感情に空太が浸ひたっていると、

「空太がなんでもしてくれるわ」

　と、ましろがさらっと続ける。

「なんで、それをお前が言うかな！」

「空太の彼女だからよ」

「んな！　お前ね……」

「空太のものはわたしのもの」

　自分の言葉に頷うなずいたましろは、なにやら自信満まん々まんだ。

「……今後の付き合い方について、あとでじっくり話し合おうな」

　一体、空太を何だと思っているのだろうか。

「のろけですか？」

　栞奈の声は淡たん々たんとしている。その表情はすっかり呆あきれていた。いつもの栞奈らしさが少し戻もどってきている。

「空太先せん輩ぱいはどうなんですか？」

「どうって？」

「条件付きであれば、私が当番でもいいですか？」

「ああ、その話か」

「……しっかりしてください」

　蔑さげすむような眼まな差ざしは、すっかり普段の栞奈だった。

「全部、ひとりで背負い込まないと約束してくれるなら」

「約束します」

「よ～し！　ノーパンがいおりん当番に決定～！」




　六月十九日。日曜日。

　この日のさくら荘そう会議の議事録には次のように書かれている。


　──ノーパンを助けるために、骨折してしまったいおりんのお世話当番は、ノーパンに決まったんだも～ん！　ただし！　何かあったから、すぐにこーはいくんに、ヘルプミーだぞ！　書記・三み鷹たか美み咲さき

　──なんで、先せん輩ぱいが議事録を書いてるんですか！　追記・神かん田だ空そら太た

　──文面を以下の形に修正してください。『骨折した姫ひめ宮みや伊い織おりのお世話当番は、長は谷せ栞かん奈なに決定しました』　追記・長谷栞奈

　──却きやつ下かだ！　追記・三鷹美咲

　──空太先輩、助けてください　追記・長谷栞奈

　──ごめん。無理です　追記・神田空太

　──言っておくが、馬鹿げた道楽に利用するために、僕はこの議事録を作ったわけじゃないぞ　追記・赤あか坂さか龍りゆう之の介すけ






　　　　２




　伊織の手術は、手首の腫はれが収まるのを待って、入院から四日後の六月二十三日に行われた。

　ごく簡単なものだとは聞かされていたけど、『手術』という単語には強きよう烈れつな威い圧あつ感があって、無事に終わるまでの期間は、空太も落ち着かない気持ちにさせられた。

　さすがに伊織も当日まではだいぶ緊きん張ちようしていたようで、お見舞いに顔を出しても、口数は少なかった。

　それでも、手術が終わってしまえば、けろっとしたもので、翌日の二十四日に空太が病室を訪れると、

「空太先輩、入院っていいものですね！　毎朝、おっぱいの大きなナースのお姉さんが、甘い香りを漂ただよわせながら起こしてくれて、俺の手をやさしく握にぎってくれるんですよ」

　と、興奮した様子で話してくれた。

「それ、体温を測って、脈を取っているだけでしょ」

　栞奈にそう切り捨てられても、一向にめげる気配はない。

「あのお姉さん、あれは確実にＥカップ以上ですよ！　エレファントのＥ！」

　と、うれしそうに続けていた。

「ちなみに、Ｆは何のＦなんだ？」

　元気なのはいいことなので、少し会話に乗ってみる。

「ファンタスティックですよ、知らないんですか？」

　まるで、おっぱい界の常識だとでも言わんばかりの言いい草ぐさだ。

「すまん……じゃあ、Ｇは？」

「ぐ～れいとっ！」

「Ｈは？」

「ヘブンです！」

「ありがとう、勉強になったよ」

「Ａは、ありえないのＡです」

　伊い織おりは聞いていないことまで教えてくれた。しかも、それとなく栞かん奈なの方を見て。

「ありえないのはあなたの存在よ」

　当然のように、栞奈がゴミを見るような視線を伊織へと向けていた。

「ほんと、バカ」

　手術が終わって変わったのは、何も伊織だけじゃない。手術前は栞奈の表情にも、かなり硬かたさが見て取れた。終わった今は、いつもの調子に近づいてきている。
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　これなら、栞奈に『伊織当番』を任まかせても大丈夫な気がした。

　結局、空そら太たはふたりのことが心配で、毎日のように病院に足を運んでいたのだ。

　授業を終え、一度さくら荘そうにましろを連れ帰ってから病室を訪れる日もあれば、ましろと一緒に放課後にお見舞いに来ることもあった。

　だいたい、どの日も先に栞奈がやって来ていて、パイプ椅い子すに腰こしを下ろし、無言で本を読んでいる。

　病室には、伊織の母親の姿すがたも毎日あった。とても品があって、穏おだやかな印象を空太は受けた。話しかけられると、少し緊きん張ちようしてしまう。

　伊織の母親は、最初、栞奈を伊織の彼女だと勘かん違ちがいしたらしく、ある日、空太が病室に行くと、そのことで盛り上がっていた。

「あ、ちょっと、空そら太た先せん輩ぱい、聞いてくださいよ！　うちの親、これが俺の彼女なのかとか、寝ぼけたこと聞いてくるんですよ！」

「人を指差さないで。それと、『これ』とか言うのも失礼だからやめて」

「親に、こんなぺったんこが好きだなんて思われただけでも、俺、もう死にたい」

「じゃあ、そうして」

　そんなふたりを見ていたましろは、

「栞かん奈なと伊い織おりは仲良しね」

　と、更さらなる燃料投下を無自覚に行っていた。

「こんなぺったんこと仲良しだなんて思われただけでも、俺、もう死にたい……」

「じゃあ、そうしてあげる」

　栞奈は替えの三さん角かく巾きんで伊織の首を絞しめている。その様よう子すは、空太の目にも、仲が良さそうに見えたが、言うと新たな火ひ種だねになるので、黙っていることにした。

　別の日には、栞奈が食事を手伝っている場面にも出くわした。

「はい、あ～ん」

　冷めた目で、栞奈が伊織の口に箸はしを持っていく。

「夢にまで見た状況なのに、どうしてこんなに虚むなしいんだろう。そう、なぜなら、絶ぜつ壁ぺき女おんなに色気がないからだ」

　伊織は遠い目をして、ぶつぶつ文句を言っている。

「うるさいわね。早く口を開けなさい」

　栞奈が箸で摑つかんでいるのは、季節外はずれのおでん。湯気の立ったちくわだ。それを、問もん答どう無む用ようの態度で伊織の口に押し込もうとする。

「あつっ！　あついって！　鬼おにか、お前、鬼だな！」

「はあ……」

　仕方がなさそうに、栞奈がふーふーとちくわに息を吹きかける。

「お前、顔に似合わず、かわいいことするんだな」

　言わなければいいのに、余よ計けいなことを言ってしまうのが伊織だ。

　栞奈は無言でちくわを器うつわに戻もどし、熱々のハンペンに箸を伸ばす。

「だ～、待て！　何する気？　その凶きょう器きを下ろせ！　お願い、空太先輩、代わってください！」

　必死に伊織が訴うつたえてくる。

「いいのか？　俺、男だぞ？」

「こいつよりは絶対にいいです！」

　伊織に指を差された栞奈は、とても不ふ機き嫌げんそうだ。しかも、困ったことに空太が栞奈に睨にらまれるはめになった。

　そうした慌あわただしさの中でも、空そら太たはやるべきことはきちんと進めていた。病院に向かう道すがらでは、日々、ゲームのアイディアを考えていた。伊い織おりの病室では、その日の授業でやった内容を復習して、近づいてきた期末試験に備そなえた。

　発売日からは数日遅れてしまったが、単行本になったましろの漫まん画がもこっそり本屋さんで買ってきた。

　新刊のコーナーに残っていたのは一冊だけ。

　元々入荷数が少なかったのか、それともよく売れたからなのかはわからない。後者だったらいいなと思いながら、その日、空太は本屋さんをあとにした。

　週末になると、ましろとデートに出かけた。軽くお店を見て回るだけの簡単なものだったけど、不ふ思し議ぎとふたりでいると特別ではないことが特別に思える。だから、ただ一いつ緒しよにいるだけでも、楽しい時間を過ごせた。




　そして、週が明けた六月二十七日の月曜日。

　昼休みになると、空太はスイコーの屋上で、ましろと弁当を食べていた。

　ここ数日はしょぼしょぼと雨の続いた曇どん天てんだったが、今日は快晴とはいかないまでも、さわやかな青空が顔を見せてくれている。夏が来たのだと空太は感じていた。

「ねえ、空太？」

「なんだ？」

「これは、あらびき？」

　ましろは箸はしでミニハンバーグを摑つかんでいる。

「普通のひき肉だぞ」

「そう」

「ちなみに、牛と豚ぶたのあいびきな」

「わたしが牛で、空太が豚？」

　おかしな質問をされて首を捻ひねる。

「すまん、何の話だ？」

「あらびきではなくて、あいびきの話よ」

「……」

　何か勘かん違ちがいしていたのかもしれないと思った。

　たぶん、ましろは最初から「あいびき」と言いたかったのだ。けれど、脳内で革命かなんかが起こって、「あらびき」と空太に伝えてしまった。

　しかも、目の前にミニハンバーグがあったことも影響し、空太は完全に肉の話だと思い込んだのだが……どうやら、肉の話ではなかったらしい。

「志し穂ほに聞かれたの」

「ほう、なんて？」

「今日も、空そら太たとあらびきかって」

「あいびきな！」

「これは、あいびき？」

「ただ、一いつ緒しよに昼飯を食ってるだけだ！」

「なら、志し穂ほにはそう言っておくわ」

「いや、別に言わなくていいぞ」

　ましろがミニハンバーグにぱくりとかぶりつく。もぐもぐと食べている。ごくんと飲み込んだあとで、また話しかけてきた。

「ねえ、空太」

「今度はなんだ？」

　ペットボトルのお茶に口を付ける。

「どうして、キスしてくれないの？」

「ぶー！」

　口に含ふくんでいたお茶を全部吐はき出してしまった。げほっ、げほっ、と激しく咽むせる。

「な、なんだ、いきなり。どうした」

　ましろは唇くちびるを突つき出して、不満そうにしていた。嫌いやでも、目がそこに行く。意識しないように、空太は大きく視線を外はずした。

「こ、ここ、学校だぞ」

　真まっ当とうな意見を述べると、ましろは隣となりのベンチを目で示してきた。

　座っているのは、三年生同士のカップル。何か用事でもあるのか、先に立ち上がった男子が、「いってきます」と女子に軽めのキスをして去っていく。

「……」

「……」

　空太とましろの間に、なんとも形容しがたい空気が流れた。瞬まばたきを繰くり返すましろからは、無言のプレッシャーを感じる。

　これは、二度目のキスをするチャンスと思っていいのだろうか。でも、他の生徒の目もある。さすがに人前でするのは躊躇ためらわれた。

　とは言え、この機会を逃のがしては、次がいつ訪れるかわからない。以前、空太の父親が言っていた。チャンスは人を待ってくれない。準備ができていないからと言って、尻しり込ごみをしていると、次のチャンスなど訪れないと……。

　ここはひとつ父親の教えに従おう。

　そう決意した瞬しゆん間かん、無む造ぞう作さにベンチに置かれたましろのケータイが鳴り出した。

「ぎょっ！」

　思考の世界に浸ひたっていたので、思わず変な声が出る。ベンチからも落ちそうになった。

　その横で、ましろはケータイのディスプレイを確認している。

「綾あや乃のね」

　ましろの漫まん画がを担当している編集者さんだ。フルネームは飯いい田だ綾乃。

「はい」

　淡たん泊ぱくにそう言って、ましろが電話に出た。「はい」と「うん」を、交互に何度も繰り返す。それ以外の言葉は使わずに、一分ほどで電話は終わった。

「い、飯田さん、なんだって？」

「重じゆう版はんが決まったそうよ」

　一瞬、耳慣れない言葉だったので、意味を把は握あくできなかった。でも、すぐに「重版」と書くんだろうと思い浮かんでぴんときた。

「それ、単たん行こう本ぼんが売れてるってことだよな？」

　自然と興奮した声が出ていた。

「そうみたい」

「よかったな」

　空そら太たがそう言って笑うと、

「うん、そうね」

　と、ましろはようやく少しだけ微笑ほほえんだ。




　教室の移動があるましろに合わせ、お昼休みデートは鐘かねが鳴る前に切り上げた。美術室に繫つながる渡り廊下の前でましろと別れる。

「じゃあ、また放課後な」

「うん、放課後」

　空太はましろの後ろ姿すがたが、廊下の角を曲がって見えなくなるまで見送った。

　そして、ひとりになった途と端たん、

「はあ」

　と、落らく胆たんのため息をもらした。

　残念ながら、今回もキスはおあずけ。一体、どうすればいいのだろう。どうやってふたりの距離を縮めていけばいいのだろうか。わからない。これは、難しい問題だ……。

「……ま、焦あせる必要はないよな」

　空太とましろは恋人同士なのだ。ふたりの時間はたくさんある。ゆっくり関係を前に進めていけばいい。

　そう自分を無理やり納得させながら、空太はとぼとぼとひとり教室へと戻もどっていく。

　途と中ちゆう、三年の別の教室の前を通っていたら、丁ちよう度ど出てきた人物とばっちり目が合った。

　空そら太た同様、相手も少し驚いている。

　背は空太よりも高く、短くまとめた髪はスポーツマンっぽい。事実、彼が水泳部に所属していることを、空太は知っていた。

「よっ、神かん田だ。なんか久しぶり？」

「そうかもな」

　軽く手を上げた宮みや原はら大だい地ちに、空太も同じようにして応こたえた。

「そういやさ、椎しい名なさんと付き合ってるんだって？」

「え？　あ、ああ……まあ」

　面と向かってストレートに聞かれるのは、はじめてのことで、空太は気恥ずかしさをごまかすように頭を搔かいていた。

「なに、照てれてんだよ」

　ふざけた感じで、大地が軽く額ひたいを小こ突づいてくる。

「宮原がいきなりな質問するからだろ」

「……あのさ、神田」

　少し声のトーンを落とした大地の表情に、さっきまでのからかってくる雰ふん囲い気きはない。その真まっ直すぐな瞳ひとみに、空太を映していた。

　だから、空太も茶ちや化かさずに聞き返していた。

「なんだ？」

「お前、青あお山やまの気持ちは知ってたのか？」

　廊下の喧けん騒そうの中で、大地の声だけは、やけにはっきりと聞こえた。

　唐とう突とつな質問だった。完全な不意打ちでもあった。なのに、空太は思いのほか落ち着いていた。

「……知ってたよ。はっきり言われた」

　だから、そう静かな声で返した。

「……」

　大地は黙って聞いている。

「それで、お前に言われた通り、けじめはつけなきゃいけないと思ったんだ」

　少し間があってから、大地は再び口を開いた。

「そっか、ならいいんだ」

　その表情から力が抜ぬけている。とても自然な笑みを浮かべていた。

「一年の頃さ。楽しかったよな」

　大地の目め尻じりがやさしく垂れ下がっている。

「神田が白い猫ねこを拾ってきて……一般寮りようの部屋でしばらく面めん倒どう見てさ」

「ああ」

「寮母さんにばれるんじゃないかと思って、毎日、冷や冷やしてたよ」

「巻き込んで悪かった」

「なに謝あやまってんだ。言ったろ？　楽しかったって」

「そうだな」

　思わず、苦笑がもれる。

「そこに、青あお山やまもいて……最初は反対してたくせに、あいつ、真ま面じ目めだから、やたらと猫のこと心配してたよな」

　そう。確かにそうだった。

　そうした日々が、今では随ずい分ぶんと昔のことのように思える。

　あれから二年が経過した。もう二年なのか、まだ二年なのか……。空そら太たには、もう二年という実感だ。

　それだけ、今日までの期間にたくさんの出で来き事ごとに遭そう遇ぐうし、大切な思い出が数多く生まれた。充実していたのだと思う。

「また、いつかさ」

　大だい地ちは廊下の窓から遠くの空を見ていた。

「あの頃みたいに、三人でいられるといいな」

「そうだな」

　同じように空太も空の彼方かなたを見み据すえた。きっとその方向に明日がある。そんなことを感じさせてくれる清すが々すがしい晴れ間だった。




　大地と別れて空太が三年一組の教室に戻もどって来ると、真まっ先さきに見慣れた後ろ姿すがたが目に付いた。教室の奥……窓まど際ぎわに立っていても、立派なポニーテールはよく目立つ。

　大地と一年の頃の話をしたばかりだったせいか、少しドキッとした。

　その七なな海みは、意外なことに一番後ろの席に座った龍りゆう之の介すけと何やら話し込んでいる様子だった。

　クラスメイトたちも気になるのか、ちらちらと視線を送っている。

　空太が席に戻るかどうか悩んでいるうちに、ふたりの話は終わったらしく、七海は友達の高たか崎さき繭まゆに呼ばれて、もうひとつのドアから廊下に出て行った。

　入れ替わりで、空太が龍之介のもとに向かう。席が龍之介の前だから不自然なことではない。

　席に座ると、後ろからカタカタとノートパソコンのキーボードを叩たたく音がした。

　横向きに座り直す。気になっていたことを口にした。

「青あお山やま、なんて？」

「もじゃもじゃの腕の状態について質問を受けた」

　手を止めることなく、龍之介が素そっ気けない返事をくれる。

「その、もじゃもじゃっていうのは、伊い織おりのことでいいのか？」

　ぼんやりと伊織の頭を想像する。

「他に誰がいる？」

「もっとそのあだ名が相応ふさわしい人物がこの世には存在していると思うぞ」

「今は身近なところにはいない。ラベルとして機能すれば十分だ」

　この際、呼び名はどうでもいいか。そんなことを聞きたかったわけじゃない。

「その……青あお山やまの質問に、赤あか坂さかはなんて答えたんだ？」

「手術を必要とする複雑骨折だったが、先週のうちに無事手術は終え、本人はいたって元気らしいと回答した。補足で、腕の違い和わ感が消えるまでには、骨の再生が行われたのち、リハビリを含めて半年ほどかかる見通しだと伝えてある」

「そうか」

「あと、ポニーテールは見舞いに行きたいと言っていたぞ」

「伊い織おり、喜ぶな」

「だから、お前が見舞いに行っていない日がわかるなら教えてほしいと頼まれた」

「……」

　言葉に詰つまる。

　手を止めた龍りゆう之の介すけは、ノーパソから顔を上げた。

「神かん田だ、ひとつ文句がある」

「言ってくれ」

　どうせ止めたところで龍之介は言ってくるだろう。

「僕は神田とポニーテールの連絡要員ではない。聞きたい情報があるなら本人に直接聞け」

「……お前はいつも正しいこと言うよな」

「言わせているのは誰だ」

「俺だな……」

「わかっているのなら状況を改善しろ」

「悪い。こればっかりは無理だ。時間がいる。だからさ……伊織のことを聞かれたら、なるべく丁てい寧ねいに教えてやってくれ」

「……」

　龍之介は何も言わない。けど、拒否でないということは、承しよう諾だくしてくれたと思っていいのだろう。

「僕からも神田に質問がある」

「なんだ？」

「企画の進しん捗ちよくはどうだ？」

　机からアイディアノートを出すと、空太は龍之介に見せた。

　しばらく待って、自分の考えを伝えていく。

「色々考えてみたけど、リズムバトラーの改良版でエントリーしたいと思ってる」

「……」

　龍りゆう之の介すけは、ノートに書かれた他の企画アイディアを目で追っている。

「確かに企画の完成度では、間ま違ちがいなく一番のデキだが……」

「だが？」

「前に、同じ音ゲーは二本必要ないという理由で審しん査さを外はずされたことを忘れたのか？」

「もちろん、覚えている」

　あの悔くやしさは、忘れられるものではない。

「それがわかった上で、神かん田だが『これ』と決めた最大の理由はなんだ？」

　ノートを閉じた龍之介が、じっと見つめてくる。

「最大の理由か……」

　声に出しながら、空そら太たは自分の心に問いかけていた。すると、即座にひとつの感情が芽め生ばえていることに気づく。ただ、それを口にするのには、少々勇気が必要だった。相手が龍りゆう之の介すけともなるとなおさらだ。

「理由はないのか？」

　不ふ機き嫌げんそうな声を龍之介が出す。いや、目を細めているので顔も機嫌が悪そうだ。

「怒るなよ？」

　そう前置きをした。

「僕を怒らせるような内容なのか？」

「その可能性も否定できない気がしている」

「もったいぶらずに言ってみろ。時間の無駄だ」

　そう言われて、空太は覚かく悟ごを決めた。

「これを作りたいって思ったのが最大の理由だよ」

　率直な気持ちを、無理に飾ろうともせずに、空太は龍之介に伝えた。

「……」

　龍之介は何も言わない。なおも、空太の目をじっと見ている。

「赤あか坂さか？」

　沈ちん黙もくに耐え切れずに、空太の方から促うながした。

「そうか。なら、わかった。リズムバトラーの改良版でエントリーの準備をするぞ」

「あれ？　いいのか？」

　予想外の反応に、思わず、拍ひよう子し抜ぬけしてしまう。

「ゲームの難なん易い度どや操作性のバランス感覚は、経験を積むことや、僕からの指摘で修正が可能だ。だが、神田の制作へのモチベーションは、僕にはコントロールのしようがない。完全に子供の発想だが『作りたい』はバカにはできないんだ」

「俺のことはバカにしてるよな？」

「しているな」

「お前のその言動が、俺のモチベーションにちょいちょい水を差してんだけどさ！」

「さて、今日が六月二十七日である以上、来月十日の締しめ切りまであまり時間がない。早速だがエントリーまでの手順を決めるぞ」

　釈しやく然ぜんとしない気持ちは残っていたけど、空そら太たは気にするのをやめた。そんなことよりも、龍りゆう之の介すけがやる気になっていることの方がよほど重要で、空太のモチベーションを上げてくれている。

「まずは僕の方で、この企画をプログラムの仕し様ように落とし込む」

「お、おう」

「神かん田だは実作業の総量と、スケジュールの見積もりを出せ」

「え、ちょっ……エントリー用の資料はまとめなくていいのか？」

「そんなものはノートに書いたものを適当に清書するだけでいい。一時間もあれば終わるだろう」

「いや、でも、あとでプレゼンもあるんだぞ？」

　ある程度作り込まなければ、審しん査さ員いんたちのプレッシャーを受けながら、上じよう手ずに説明する自信はない。

「十日までに、僕が試作版を用意する」

「は？」

「神田はそれをプレイしながら、こういうゲームですと説明すればいい」

「お前、まじで言ってんの？」

「『ゲームキャンプ』の応おう募ぼ要よう項こうに、『試作版の持ち込みは認める』と記述がある。利用しない手はないだろう」

「そりゃ、そうだろうけど……」

　まさか、今から十日弱で試作版を用意しようだなんて、誰が考えるだろうか。少なくとも空太は選択肢しに入れてすらいなかった。

「神田に、新規ゲームタイトルの企画の通し方を教えてやる」

　不ふ敵てきに笑った龍之介はなんとも頼もしい。

　空太まで楽しくなってきた。

「問題は各種素そ材ざいだが……まあ、試作版のキャラデータは、メイドちゃんを流用すればいいとして……」

　意い味み深しんな視線を龍之介が投げかけてくる。その意味は聞き返さずともわかった。

「音か？」

「どうする気だ？」

　もちろん、龍之介は伊い織おりをどうする気なのかと聞いているのだ。

「……」

「こちらも試作版に関しては、フリー音源で処理すればいいが、当然、企画の性質上、審しん査さ員いんの音への注目度は高いぞ」

「わかった。今日、見舞いに行くつもりだったから話してみる」

　そう言い終える前に、昼休みの終わりを告つげるチャイムが鳴った。
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　その日の放課後、ＨＲが終わったところで、空そら太たは教室を出て行こうとしている龍りゆう之の介すけを呼び止めた。

「あのさ、赤あか坂さか」

　午後の授業を聞いている最中に、ふとあることを思いついたのだ。

「なんだ？」

「伊い織おりの見舞い……赤坂も一いつ緒しよに行かないか？」

「一応、理由を聞こうか」

「これからチームになるかもしれない相手だから、かな」

　説得は難しいだろう。時間の無駄だとすっぱり切り捨てられる覚かく悟ごだった。

　けれど、龍之介の反応は予想とだいぶ違ちがった。少し悩んだあとで、

「……なるほど、いいだろう」

　と、言ってきたのだ。

「え？　いいのかよ」

「神かん田だはどうして自分の言葉に自信を持てない」

「そっちこそ、どういう風の吹き回しだ？」

「これからチームになるかもしれない相手なら、様子を確認しておく必要があると思っただけだ」

　と、空太の言葉を使って返してきた。思わず、きょとんとしてしまう。発言の筋すじは通っている。だけど、違い和わ感はあった。空太のよく知る龍之介とは、どこか違う気がした。どこが違うのかは、はっきりしなかったが……。

「行かないのなら、僕は帰るぞ」

「あ、いや、行くに決まってんだろ」

　龍之介の背中を押して、後ろのドアからふたりで教室を出ようとする。

「神田、僕に触れるな」

「いいだろ。男同士なんだから」

「ある意味、その方が気持ち悪いだろう」

「言えてるな……」

　廊下に出たところで、

「神かん田だ君、お客さん！」

　と、前の方から呼び止められた。

　声の主は、クラスメイトの高たか崎さき繭まゆだ。小さい体で、跳はねるように存在をアピールしてくる。その背後には、知っている顔がふたつあった。

　どちらも伊い織おりと同じ音楽科の一年生、武たけ里さと直なお哉やと春日部かすかべ翔しようだ。

　ふたり揃そろって、「どうも」と会釈をしてきた。

　繭のおかげで、やけに目立ってしまっていたので、「場所を変えようか」と声をかけ、空そら太たは先に歩き出した。渋しぶ々しぶといった様子で、龍りゆう之の介すけもちゃんとついてくる。

　階段の脇わき、自販機の置かれたスペースで立ち止まった。

「で、俺に何か？」

　そう声をかけても、直哉と翔はすぐに口を開かなかった。

「……」

「……」

　空太は自販機にコインを投入し、ボタンを二回押す。出てきたパックのジュースを、ふたりに渡した。

「あ、すいません」

「どうもです」

　後ろからは「僕の分はないのか」と龍之介が言ってくる。自分でトマトジュースを買っていたので、聞き流すことにした。

「たぶん、伊織のことだよね？」

「はい……あいつ、どうしてますか？」

　少し俯うつむいていた直哉は、ずり落ちた眼鏡めがねを上げていた。その隣となりで、翔はストローを刺さしてジュースを飲んでいる。

「先週、無事に手術も終わって……まあ、元気だよ」

「そうですか」

　直哉は間を埋うめるように、ジュースのストローを刺し込んでいた。

「気になるなら、見舞いにでもなんでもいけばいいだろう」

　どうでもよさそうに龍之介が口を挟はさんでくる。

「見舞いはちょっと……ね？」

　童顔の翔が直哉に同意を求めていた。少し困こん惑わくしたような笑み。直哉も曖あい昧まいに頷うなずくだけだ。

「その……元気ならいいんです。ジュースご馳ち走そう様さまでした」

　頭を深々と下げると、直哉が翔を促うながして、ふたりの一年生はその場から離れて行った。

「ポニーテールといい、まったくなんなんだ」

　飲み切ったトマトジュースの缶かんを、ゴミ箱に放り込んでいる。

「ま、色々あるんだろ……」

　同じ音楽科の生徒だからこそ、何か感じるものがあっても不ふ思し議ぎではない。




　ふたりの一年生との話が終わると、空そら太たは美術室でましろを拾って、龍りゆう之の介すけを含ふくめた三人で伊い織おりの病院に向かった。

　病室に顔を出すと、今日も栞かん奈なが先に来ていた。伊織のいるベッドの脇わきに置かれたパイプ椅い子すに深く腰こし掛かけ、危あやうい手つきでリンゴの皮を果くだ物ものナイフで剝むいている。

　その栞奈を、美み咲さきが応援していた。

「いいぞ、ノーパン！　あと少しだノーパン！」

　どうやら、伊織のお見舞いに来てくれたようだ。なんていいお隣となりさんだろうか。

　伊織の母親の姿すがたは見られなかった。

「お、こーはいくんにましろん！」

　気づいた美咲がやたら元気な声を上げる。案あんの定じよう、通りがかった白衣の先生に、病室ではお静かにお願いしますと、と注意されてしまった。

　龍之介は最後に病室に入ってきた。

「あ、ドラゴン先せん輩ぱい、珍しいですね。外を歩いてるなんて」

「野や暮ぼ用ようがあってな」

　適当に龍之介がはぐらかしている。

「伊織のお母さんは？」

　空太が聞くと、

「今、洗濯に行っているよ～」

　と、美咲が教えてくれた。その美咲は、鼻歌を歌いながら、伊織の右手を固めたギプスに油性マジックで悪戯いたずら書きをしている。

　興味を持ったのか、ましろがつかつかと近づいて行き、茶色のマジックに手を伸ばす。何かを描きはじめた。よく見たら、去年の文化祭で作った『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』だった。美咲が敵の大幹部のひとり『猫背のアイン』を、ましろが主役メカの『にゃぼろん』を描いていく。

　それが完成するより先に、栞奈は栞奈でリンゴの皮を剝き終えたようだ。元々は丸いはずのリンゴが、今は多面体に生まれ変わっている。ところどころ赤い皮も残っていた。最初に知ったときは意外に思ったが、栞奈は料理が下へ手ただったりする。あまり自分で料理をしたことがないらしい。

「剝けたわよ」

　栞奈はリンゴを丸ごとフォークに突つき刺さして、伊織の口の前に差し出す。

「なに、これ？」

　当然、伊い織おりが難しい顔をする。

「リンゴ」

「棍こん棒ぼうか、モーニングスターの先っちょだろ！」

「文句を言うなら食べなくていい」

　栞かん奈ながすっとフォークを下げる。その小さな手には、二枚ほど絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。

　伊織は自由な左手を伸ばして、栞奈からリンゴの刺ささったフォークを奪うばい去る。口を大きく開けて、モーニングスターの先っちょにかぶりついた。

　むしゃむしゃと咀そ嚼しやくして、ごくんと飲み込む。

「空そら太た先せん輩ぱい……リンゴって健けな気げなやつですよね」

　慈いつくしむようなやさしい眼まな差ざしで、伊織はリンゴを見つめていた。

「できれば、その理由を教えてくれるか？」

「絶ぜつ壁ぺき女おんなのせいで、こんな惨みじめな姿すがたにされたのに、ちゃんと美う味まいんですよ」

　言い終える前に、栞奈が伊織の頭をすぱんっと叩たたく。

「いって～な！」

　文句を言う伊織。叩いた方の栞奈も、

「手、痛いんだけど」

　と、理り不ふ尽じんな主張をぶつけていた。

　まあ、これはこれで上う手まくいっているんだと思うことにしよう。

「あ、そういや、今日、学校で伊織の友達と会ったぞ」

「直なお哉やと翔しようですか？」

「ああ」

「なんか言ってました？」

「お前のこと、心配してたかな」

「……そうですか」

　わずかに伊織の声のトーンが落ちる。曇くもった表情のまま、あまり食べるところのないリンゴをかじっている。

「音楽科のクラスメイト、誰も見舞いに来てないのか？」

　わざわざ直哉と翔は空太に容よう体だいを聞きに来たのだから、恐らくそうなんだろう。

「そりゃあ、来ないですよ」

「……」

「逆の立場だったら、俺も顔なんて出せないですもん、絶対に。何を話せばいいかわかんないし、どんなテンションで接すればいいのかとか……」

「そうか」

「音を聞けば、そいつがどれくらい練習してるかわかるし、そういうの他ひ人と事ごとじゃないんすよね。コンクールになれば、入賞を争うライバルですけど、顔見知りが一いつ緒しよに出てると、演奏失敗すればいいなんて風に考えらんないし……。まあ、嫌いやなやつもいて、そいつの演奏のときは全力で『ミスしろ～！』って怨おん念ねん飛ばしますけど。とにかく、なんかそんな感じで」

「……」

「すいません。上う手まく言えないです」

　それで一度会話は途と切ぎれた。

「神かん田だ、そろそろ本題に入ったらどうだ？」

　次に口を開いたのは、龍りゆう之の介すけだった。視線は手元のタブレットＰＣに向かっている。メールの確認作業をしているようだ。

「本題？」

　伊い織おりの声につられて、ましろと美み咲さき、それに栞かん奈なも空そら太たに視線を向けてくる。これは逃げられる雰ふん囲い気きではない。

「あのさ、伊織」

「はい」

「一緒にゲーム作らないか？」

「……」

　わけがわかっていないのか、伊織は目をぱちくりさせていた。

　真っ先に反応したのは美咲で、「おおっ！」と歓声を上げている。

　ましろはましろで、なんだか不満そうに空太を見てきた。自分は何も頼まれていないので、疎そ外がい感があったのかもしれない。

　栞奈は少し険けわしい表情をしている気がした。

「今、赤あか坂さかと企画オーディションへのエントリーに向けて、準備を進めてるんだ。ま、本格的にスタートしたのは、まさに今日からなんだけどさ」

　鞄かばんからアイディアノートを出して、伊織の目の前のテーブルに開いて置いた。もちろん、開いてあるのは、『リズムバトラー』の改良版についての色々が書かれたページだ。

「伊織がサウンドスタッフとして参加してくれたらうれしいと思ってる」

「……」

　伊織は呆ぼう然ぜんとしている。

「先せん輩ぱい、こんなときに言わなくても」

　栞奈が落ち着いた声で責めてくる。もちろん、それはわかっているつもりだった。

　伊織は大事な右腕を骨折して、今はピアノを弾ひくこともできない。違い和わ感なく動くようになるまで、リハビリを含ふくめて六ヵ月かかるという現実が、目の前にはあるのだ。

　でも、空太はあえて誘さそいの声をかけることにした。

　入院してからずっと、伊い織おりがピアノどころか、音楽の話題すら避けているのに気が付いていたから……。栞かん奈ながわざわざ持ってきたヘッドフォンを、伊織は一度も使っていない。サイドテーブルの下に置かれたかごの中に、放り込まれたままだった。上には無む造ぞう作さにタオルがかけられている。意図的に視界に入らないようにしているようにも思えた。

　だから、何かの切きっ掛かけになればいいと、空そら太たは考えたのだ。

「どうして、俺、なんすか？」

　しばらく待って伊織から返ってきたのは、そんな質問だった。

「先せん輩ぱいたち、姉ちゃんとも知り合いですよね？　それなら、姉ちゃんに頼んだって……美み咲さきさんのアニメで実力は証明済みでしょ？」

「頭は回っているようで安心した。もじゃもじゃの言う通りだ。その方が確実性も高い」

「あのな、赤あか坂さか……」

「僕は事実を述べたまでだ」

　文句を言おうとしたら、その前にぴしゃりとシャットアウトされてしまった。

「空太先輩、どうして、俺なんすか？」

　再度、同じ質問をぶつけてきた。

「伊織とチームを組めたら、制作が楽しくなりそうだなって思ったんだよ」

「……」

　続きの言葉を待つように、伊織は口を噤つぐんでいる。

「……」

　けれど、率直な意見を言い終えた空太に、それ以上の言葉はない。

「え？　あれ？　……それだけですか？」

　拍ひよう子し抜ぬけした感じで伊織がぽかんとしている。

「あ、もちろん、音楽に関しては信用してるからってのもあるぞ」

　慌あわてて、そう付け加える。

　それがおかしかったのか、伊織は声を上げて笑い出した。黙っていた美咲も、我慢ができなくなったという様子で、吹き出している。

「ある意味、その天然は神かん田だの才能だな」

　ぽつりと龍りゆう之の介すけがうれしくない感想を口にした。

　ましろは事態を把は握あくできていないのか、ゆっくりと首を傾かしげている。

　栞かん奈なだけは、最後まで複雑そうに唇くちびるを真まっ直すぐに結んでいた。

「空太先輩」

　笑いが止まると、はっきりとした声で、伊織が呼びかけてくる。

「ん？」

「少し考えさせてください」

「ああ、もちろん」

「先に言っておくが、遊びのつもりは一いつ切さいない。その点は肝きもに銘めいじておけ」

　補足するように、龍りゆう之の介すけがさらっと重たいことを言う。

　でも、伊い織おりは明るい調子のままで、

「わかりました」

　と、答えた。

　そこへ、洗濯物を取り込んだ伊織の母親が戻もどってきた。

「あら、今日もたくさんお見舞いに来ていただいて」

　丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしてくる。

「お邪じや魔ましてます」

　空そら太たは軽く会え釈しやくを返した。

「何のお構いもできませんが、ゆっくり伊織といてやってください」

　そう言うと、取り込んできた洗濯物を、奥のテーブルで畳たたんでいく。栞かん奈なが率そつ先せんして、お手伝いをはじめた。

　さすがにまだ男物のパンツには慣れていないのか、栞奈の表情は引きつっている。それでも、ものの数分で片付けていた。

　部屋の時計を見ると、一般の面会時間が終了する、午後六時になろうとしていた。

　そんなときだった。

　伊織の母親が、そっと話を切り出したのは……。

「ねえ、伊織」

「ん？　なに？」

「昨日、お父さんと電話で話したんだけどね……」

　少し言いづらそうにしている。

「だから、なに？」

「……ピアノ、やめてもいいのよ」

　その言葉は、ゆっくりと、静かに……病室へと染み込んでいった。じんわりと、深く、とても深くまで到達する。

　たっぷりと考える時間を取って、伊織は口を開いた。

「……わかってる」

　それは、何に対しての『わかってる』だったのだろうか。両親の意思か、伊織自身の気持ちか、それとも、自分の置かれた難しい状況に対しての理解だったのだろうか。もしかしたら、どれでもなかったのかもしれない。もしくは、全部に対してのわかってるだったのかもしれない。空太には結論の出しようがなかった。

　けれど、その疑問を払ふつ拭しよくするだけの時間を、与えてはもらえない。

　面会時間の終了を知らせるメロディが天てん井じようのスピーカーから流れてくる。それが鳴り終わるより前に、病室を回ってきた女性の看護師さんに、「今日はもうおしまいですよ」と言われた。さすがに、病室に居続けるわけにはいかない。

「じゃあ、また来るな」

　そう言って、空そら太たたちは伊い織おりの病室をあとにした。




　病院からの帰りは、美み咲さきに車で送ってもらうことになった。

　運転席に美咲。助手席にましろを座らせ、空太と龍りゆう之の介すけは二列目に乗り込んだ。栞かん奈なはこのあと、小説の担当編集さんと打ち合わせの約束があるからと、病院のすぐ近くで別れた。なんでも駅前の喫茶店で待ち合わせをしているらしい。

　走り出した車の中は、先ほどまでの病室の空気を引き摺ずっていた。美咲がにゃぼろんの歌をひとりで歌っても、拭ぬぐい去ることはできていない。

「あの様子では、もじゃもじゃの参加は難しそうだな」

　龍之介は窓の外を退屈そうに眺ながめている。

　それは空太も同じように思っていた。当然と言えば当然だが、伊織にとってピアノの存在はとても大きく、そして、何よりも重たいものなのだ。今日までずっと側そばにあったもので、自分の半身のようなものなんだろう。いや、もしかしたら、自分自身なのかもしれない。ましろにとって、絵がそうであるように。それが失われようとしている。

「どうする気だ、神かん田だ？　エントリーは中止するか？」

「いや、伊織の返事がどうであれ、エントリーはするよ」

　ルームミラー越しにましろがこっちを見ているのに気づいた。

「今回を逃のがしたら、次があるのかも、わからないからさ」

「空太、合格して」

　そう呟つぶやいたのはましろだ。

「ましろ？」

　聞き返すと、返事はすぐ隣となりから来た。

「もじゃもじゃが参加を決心したところで、企画が審しん査さを通過していなければ、作るものも作れないからな。確かに審査を通過する必要がある」

「ああ……そりゃ、そうだ」

　気持ちは軽くなっていた。

「よ～し、じゃあ、帰ったら早速やるぞ、こーはいくん！」

「え？　美咲先せん輩ぱいはダメですって！」

「ダメじゃない！」

　男らしく言い切られてしまった。

「現状、試作版用のグラフィック素そ材ざいは不足している」

「よく言った、ドラゴン！」

「わたしもやるわ」

　案あんの定じようというか、ましろまでそんなことを言い出す。

「いや、それこそダメだ！　お前は、漫まん画がの執しつ筆ぴつに専念しなさい」

「現状、エントリー用の資料に使う絵素材は不足している」

「よく言ったわ、ドラゴン」

　なにやら、ドラゴンが流は行やりはじめている。

　横目で、龍りゆう之の介すけを軽く睨にらんだ。

　むろん、よくも余よ計けいなことを言ってくれたな……という抗議の意味だ。

「僕は何か間ま違ちがったことを言ったか？」

「いいえ」

「なら、不愉快な視線を僕に向けるな」

　いつもの通りの龍之介の態度に笑い声がもれる。

　気が付くと、車内は完全に明るさを取り戻もどしていた。

　誰かといるからこそ、気持ちを切り替えることができる。さくら荘そうの仲間が一いつ緒しよだから、前を向いていられる。伊織にとっても、そうであればいいと思いながら、空そら太たは少し笑った。

「神かん田だ、顔が不ぶ気き味みだぞ」

「いい気分を台無しにするな！」

「ほんとだわ」

「お前もか、ましろ！」

「どんまい、こーはいくん！」

「俺の笑顔ってそんなに酷ひどかったのか……」




　　　　４




　伊い織おりを誘さそったその日のうちから、空太はエントリー用の企画書の整理を開始した。アイディアノートは伊織の病室に置いてきてしまったが、内容は全部覚えているので、何ら問題はない。

　必要な絵素材に関しては、ましろと美み咲さきに内容を説明して、その場でラフを描いてもらった。翌日の夜には、ふたり揃そろって、

「できたわ」

「できたぞ、こーはいくん！」

　と、空太の部屋に持ってきてくれたから驚きだ。いや、実はさほど驚きはしなかった。ましろと美咲のすごさはもう何度も目まの当たりにしてきている。

　おかげで、企画書のまとめは一気に進んだ。タイトルも『リズムバトラー』の改良版では据すわりが悪いので、『リズムバトラーズ』に改めた。

　同時に、龍りゆう之の介すけの方では、試作版の開発がスタートした。期間は十日もあれば十分だと龍之介は言っていたが、空そら太たは本当に大丈夫なのかと少し心配だった。

　けど、それが杞き憂ゆうに過ぎなかったことは、龍之介自身がすぐさま証明してくれた。

　事件は、試作版の開発開始から三日後に起きた。

　クラス担任の白しろ山やま小こ春はるが担当する現国の授業中にもかかわらず、

「神かん田だ、一ひと通とおり組んだぞ」

　と、龍之介が後ろの席から話しかけてきたのだ。

　無視もできないので振ふり向くと、龍之介はノーパソの画面を空太の方に向けてくる。そして、テストプレイをしろと言わんばかりに、あごで「ほら」と示した。

　液晶画面には、本当に空太が書いた企画書通りのゲーム画面が表示されている。しかも放っておいたら勝手にデモプレイがはじまった。二頭身のメイドちゃんが、群がってくる丸っこくてかわいいモンスターをばっさばっさと薙なぎ倒していく。

　本当にできている。

　これには素す直なおに驚いた。

　今が授業中であることには、もっと驚いていたが……。

「あのさ、赤あか坂さか」

「なんだ？」

「小春先生が青あお筋すじ浮かべて睨にらんでるから、休み時間まで待ってくれ」

「ふむ、仕方がないな」

　龍之介の泰たい然ぜんとした態度は一いつ切さい崩くずれない。

「では、僕の方で、軽く調整を入れておく」

　授業を聞く気はまったくないらしい。

「神田君、教科書を今のページから最後まで、ひとりで読んでくれるぅ～？」

　小春の顔は笑っているけど、目が笑っていない。

「なんで、俺が……」

　完全にとばっちりだ。

「読んだら、要点をまとめて発表だからね～」

　さらに課題を追加されてしまった。余よ計けいなことは言わない方が身のためだ。

　ほんと、龍之介のせいで酷ひどい目に遭あわされた。

　そんなわけで、授業が終わったらたっぷり文句を言うつもりだったのだが、出来上がった試作版を遊んでいるうちに、苛いら々いらした気分はどこかへと飛んで行っていた。

　とてもよくできている。三日で作ったとは思えない内容だった。

　ただ、想像していた面おも白しろさとは何か質が違ちがう気がした。

　これでは無む双そう系のアクションゲームの二番煎せんじ、三番煎じでしかない。

「感想は？」

「最初は面白いけど、すぐ飽あきるかも」

　思ったままを龍りゆう之の介すけに伝えた。

「同感だ。何らかの追加アイディアが必要だろう」

「そうだな……」

　この日から、空そら太たは追加仕し様ようについて、龍之介と相談するようになった。面白そうな案があれば、即座に試作版へと組み込んでもらい、テストプレイを通して確かめる。あれも違う、これも違うというやり取りを何度も繰くり返した。

　いい案がなかなかなくて、焦あせる気持ちもあった。けれど、それ以上に、龍之介とゲームを作るのが楽しくて仕方がなかった。

　ある日、昼休みに追加アイディアの打ち合わせをしていると、

「神かん田だ、真ま面じ目めに考えろ」

「考えてるよ」

「なら、そのにやけた顔はなんだ」

　と、龍之介に指摘されたくらいだ。

　ガラス窓に自分の顔を映すと、確かに頰ほおが緩ゆるんでいる。

「赤あか坂さかとゲーム作るのが楽しいんだから、いいだろ、これくらい」

　その充実した気持ちは、他のことへの活力にもなっていた。七月三日からはじまった期末試験には、集中して臨のぞむことができた。事前にきちんと勉強していたことも大きい。

　今回の期末の結果を最後に、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくへの付属推すい薦せんの合ごう否ひが決まるというプレッシャーも、空太が気にすることはなかった。一応、まだ付属推薦の面談は残っているけど、あとはもう結果を待つだけという心境でいられた。

　そして、その期末試験が終わった翌日……七月九日の土曜日には、伊い織おりが無事に退院してさくら荘そうへと戻もどってきた。

　期末の打ち上げも兼ねて、夕食時には伊織の退院を祝う鍋なべパーティーが開かい催さいされた。参加者はさくら荘の住人プラス、お隣となりにお住まいの人ひと妻づま女子大生。トマト鍋と聞きつけて、珍しく龍之介も円えん卓たくを囲んでいた。黙々とトマトを食べている。

　隣となりに座った伊織は、病院食から解放されてうれしそうだ。少しぎこちないが、左手でもそれなりに箸はしを扱あつかえている。意外と器用なのかもしれない。

　その伊織が、箸でトマトを摑つかみながら、

「そうだ、空太先せん輩ぱい」

　と、何かを思い出したように話しかけてきた。

「一昨日おととい、青あお山やま先せん輩ぱいがお見舞いに来てくれたんですよ」

「あ、そうなのか」

　ちらりと横目で龍りゆう之の介すけを見る。試験中は病院から足が遠のいていたので、そのことを七なな海みに伝えてくれたのかもしれない。

「それで、俺、思ったんですけど……」

　急に、伊い織おりが深しん刻こくな表情になる。箸ほしを置くと、折れた右手をギプスの上からぎゅっと握にぎっていた。ピアノに関して、何か考えたんだろうか。

「誰かがおっぱいで挟はさんでくれたら、俺の右手は治なおると思うんですよ」

　驚いたことに伊織は真ま顔がおだ。直前まで、七海がお見舞いに来てくれた話をしていたはずなのだが……。それとも、七海の胸を見て、思いついたということだろうか。

「今から両りよう国ごくに行って、力りき士しの皆さんにお願いしてきたら？」

　冷やかにそう言ったのは、熱々のトマトを淡たん々たんと食べ続けている栞かん奈なだ。

「七月は名な古ご屋や場所だぞ、ノーパン！」

　ミニトマトを器用に摘つまんだ箸で、びしっと美み咲さきが栞奈を示す。

「女子限定ですって！　女子とは言っても、お前は含ふくまれないけどな」

　そう付け足した伊織の視線は、真まっ直すぐに栞奈の胸元に向かっている。

「人生で一度だって、自分の谷間なんて拝おがんだことないだろうし！」

　空そら太たもなんとなく栞奈を見ていた。

「空太先輩、こっちを見ないでください」

　とばっちりで空太が怒られた。

　やがて、鍋なべも空っぽになりかけた頃、

「あ、そうだ。空太先輩、これ返しておきます」

　と言って、椅い子すの背中に挟んでいた本を伊織が差し出してきた。

　表紙には『シンデレラの日曜日』とある。作者は由ゆ比いヶが浜はまかんな。今、一いつ緒しよにテーブルを囲んでいる長は谷せ栞奈の書いた小説だ。

「ちょっと、それっ」

　珍しく、栞奈が慌あわてた声を出した。

「伊織が日中、ヒマでヒマで死にそうだって言うから貸したんだよ」

　本を受け取りながら、空太が栞奈に答えた。

「……」

　言葉にはしないが、栞奈は視線で不満を訴うつたえてくる。

　学校にも、家庭にも居場所を見つけられない中学二年生の女の子の物語。周囲に気を遣つかい、空気を読んで窮きゆう屈くつな思いをしながら日々を生きている。そんな彼女が、何のしがらみもない隣となり町まちに出かけていき、何でも話せる本当の友達を見つける話。でも、最後はその友達が現実に存在したのか、それとも彼女の生み出した幻想だったのか、その答えがわからないというようなオチがついて終わる。あまり、後あと味あじのいい小説ではない。

「前から思ってたけど、お前、暗いよな」

　ストレートに伊い織おりが感想を言う。

「おっぱいが小さいと、心も小さくなるんだな、かわいそうに」

　うんうん、と伊織はひとりで納得していた。

　その間も、栞かん奈なの発する非難の矛ほこ先さきは、空そら太たへと向けられている。どうして、伊織に読ませたのかを鋭い目つきで詰きつ問もんしてきていた。

「でも、すごいよな、お前」

「何がよ？」

「だって、この本、結構売れてるんだろ？」

「そうだけど」

　素そっ気けなく栞奈が答える。

　少なくとも、自分で学費を払って、こうしてひとりで生活できるだけの額を、栞奈はこの小説によって稼かせいでいるのだ。そして、そうしなければならない理由が、母親の再婚にあると空太は前に聞かされている。新しい家庭の中に、栞奈は自分の居場所がないと感じているらしい。だから、寮りようのあるスイコーに入学した。

「まじで、すごいな……話は全然面おも白しろくなかったけど」

「いいわよ、あなたに理解してもらわなくても」

　栞奈の不ふ機き嫌げんさが伝わっていないのか、伊織はさらに感想をつらつらと続けた。

「でも、気持ちはわかるな～」

「あなたに理解できるような内容にした覚えはないわ」

「俺、ずっと思ってたから。誰も、俺が姉ちゃんの弟だってことを知らない世界で、コンクールに出たいって」

　それは紛まぎれもなく伊織の本心だったのだと思う。だからこそ、その感想に対しては、栞奈も文句を言わなかった。




　退院祝いがお開きになったのは、日付が変わる五分前。先に抜ぬけ出していた千ち尋ひろに、

「一応、姫ひめ宮みやは病人ってかケガ人なんだから、その辺にしておきなさいよ」

　と言われたのだ。

　食事の片付けはさっさと済ませ、そのあとで、空太は伊織を風ふ呂ろに入れることにした。名目上は伊織当番の栞奈のお手伝いだ。

　栞奈は使命感からなのか、

「わ、私にもできます……。男子の裸はだかくらい、別に……」

　とか、最初は顔を少し赤くしながら言っていた。でも、伊い織おりが堂々とパンツを下ろすと、無言のまま洗面所を出て、ドアをぴしゃりと閉めた。

「ぬ、脱ぐなら脱ぐって言いなさいよ！」

　こんな調子では伊織を任まかせられない。もとより、素すっ裸の伊織を栞かん奈なに預けるつもりはなかったのだが……。そんなわけで、風呂の面めん倒どうは空そら太たが見ることになった。左手一本では頭も洗いにくそうだったので、手伝ってあげる。

「うわっ、空太先せん輩ぱい、ダメ！　そこは、あはん！　いやん！」

「変な声を出すな」

「男同士でなにしてるんですか？」

　その声は、曇くもりガラスのドア一枚を隔へだてたところにいる栞奈のものだ。風ふ呂ろは空太が担当すると言っても、栞奈はその場を離れようとしなかった。伊織当番としての意地らしい。

「あ～、先輩、そこ、いいです……ああっ、気持ちいい」

　などと、その後も艶なまめかしい声を発する伊織との格闘を終え、空太が部屋に戻もどると、龍りゆう之の介すけが待っていた。エントリー前に、試作版の最後の打ち合わせをするためだ。

　日付はとっくに九日から十日に移り変わっている。今日がエントリーの締しめ切り当日。

　プレイ画面の撮影を行い、エントリー用の企画書の最終チェックを龍之介にしてもらう。そのふたつを、もう一度夜が来る前に送信する必要があるのだ。

　部屋の外からは、

「や、やめてください、美み咲さきさん……じ、自分で脱ぎますから！」

　と、風呂場に無理やり連れ込まれた栞奈の悲鳴が聞こえてきている。

　その声に紛まぎれて、部屋のドアをノックする音がした。空太と龍之介が揃そろって企画書から顔を上げる。

「空太先輩、今、いいっすか？」

　その声は伊織だ。

「いいぞ」

　恐る恐るドアが開く。

「どうした？」

　頰ほおをぽりぽりと搔かきながら部屋に入ってきた伊織は、

「これ……」

　と言って、何かを差し出してきた。

　スティック状のプラスチック……ＵＳＢメモリだ。

　なんとなく受け取る。でも、意味はわかっていない。

「試しに作ってみたんですけど……」

「何を？」

「曲」

「曲？」

「ゲームの」

　照てれくさそうに、伊い織おりが笑った。

　机の前に座っていた龍りゆう之の介すけは、「ほう」と少し驚いた声を出していた。

　その龍之介にＵＳＢメモリを渡す。ソケットに挿さし、フォルダの中を確認した。

　ファイルは三つ。三曲あるということだ。

　ひとつずつ龍之介が再生していく。

　スピーカーから流れる音楽を聞いて、すぐに打ち込み音源だと気づいた。だからこそ、伊織は片腕でも作曲ができたのだ。左手でもマウスは使えるだろうから。

　三曲ともジャンルは別々。アニメのＯＰ曲のようなポップなものと、ジャズっぽいノリのかっこいいやつ、それとＲＰＧのメインテーマのように躍やく動どう感があって壮そう大だいな曲だ。

　どれも短いスパンで転調して、聞いていて飽あきない。作ろうとしているゲームの性質上、転調が多く入るのは、とても好こう都つ合ごうだ。

　それでいて、それぞれに曲としてのまとまりもあるように思えた。試作版で流していたフリー音源の不満点を見事に改善している。曲の長さは三分弱と、ゲーム音楽としては長い方だが、今回の仕し様ようにはその点も合致していた。

「期待以上のクオリティだな」

　三曲を聞き終えたところで、龍之介は短く感想をもらした。

「楽がく譜ふのデジタルデータは手元にあるのか？」

「え？　あ、はい」

　急に話しかけられて、伊織が戸と惑まどっている。

「今すぐ、神かん田だのＰＣのアドレスに送れ」

「あ、えっと……」

「早くしろ」

　龍之介に言われるまま、伊織が駆かけ出していく。

「おい！　腕に響くから走るなよ！」

　慌あわてて、空そら太たが廊下に声をかけた。

　伊織に聞こえていたかはわからない。

　向こうでドアの閉まる音がしたかと思うと、少しして空太のＰＣがメールの受信を知らせてきた。

　添てん付ぷされていた楽がく譜ふデータを、龍之介が開いて確認している。

「このデータ形式なら、試作版用に今すぐコンバートが可能だ」

　そう独ひとり言ごとをもらすと、その場で龍之介は作業をはじめてしまった。

　置いてけぼりを食らった空そら太たは、後ろで見ていることしかできない。そこに、ほどなくして伊い織おりも戻もどってくる。ふたりで、しばらく龍りゆう之の介すけの背中を眺ながめていた。

　待つこと五分。

「できたぞ」

　と言って、龍之介が空太と伊織にディスプレイを見るように合図してきた。

　画面には、『リズムバトラーズ』のタイトルロゴが表示されている。

　スタートを押すと、ゲームがはじまった。

　流れてきたＢＧＭは、伊織が作った曲に差し替えられている。最初に聞いた、アニメのＯＰ調のやつだ。

　龍之介が適当に操作して、敵モンスターを薙なぎ払っていく。

　曲が違ちがうだけで、まったく別物のように思えた。フリー音源よりも格段によくなっている。

「おお～、おお～！　なんすか、これ！　これ先せん輩ぱいたちが作ったんですか!?　俺の曲が流れてますよ！」

　感激した様子で伊織が空太の袖そでをぐいぐいと引っ張ってくる。

「俺にも遊ばせてください！」

　龍之介に席を譲ゆずってもらい、伊織が画面の前に座る。操作は空太が説明した。今はＰＣ上で動かしているので、操作はキーボードで行うのだ。左手しか使えない伊織でも、リズムに合わせてボタンを押すことは可能だった。

　さすが、作曲者と言うべきか、伊織はリズムを外はずさない。連続して大おお技わざを繫つなげ、豪ごう快かいに爽そう快に敵モンスターを駆く逐ちくしていく。見ているだけでも、楽しそうだった。伊織も、「すげえ、すげえ」と連呼している。

　ただ、こうなると、確認しておかなければならないことがある。

「伊織」

「はい？」

「ピアノはどうするんだ？　決めたのか？」

　退院前に、母親からは「やめてもいい」と言われていた。その結論は、出たのだろうか。

「まだ……決めてません」

　わずかに伊織が視線を落とす。不安と迷いが瞳ひとみを揺ゆらしていた。

「煮にえ切らないな」

　不満そうに龍之介が腕を組む。

「でも、腕を折って、なんかわかった気もしてます」

　瞳ひとみの奥には、不安や迷いだけではなくて、小さな光も宿っているように見えた。その正体を知りたくて、空太は伊織を促うながしていた。

「それは？」

「今のところ、俺には音楽しかないんだって……わかった気がするんです」

　力の抜ぬけた笑みを伊い織おりは浮かべている。

「知ってますか、先せん輩ぱい？　一日って退屈で頭がおかしくなりそうなくらい長いんすよ」

「……」

　試作版のプレイをやめた伊織の左手は、机の上に置かれている。それは、鍵けん盤ばんに添そえられているようにも見えた。

「今までは、ピアノの練習に明け暮れて、ろくに遊ぶ時間もなくて……彼女を作って、デート三ざん昧まいの楽しい日々に憧あこがれてました。きっと、ピアノをやめたら、楽しいことがいっぱいあるんだろうなって思ってたんすよ。なのに、こうして音楽から離れてみたら、全然楽しくなかったです。毎日、ヒマで死にそうでした」

　そのわけは、わかるような気がした。

「俺は伊織ほど何年も何かに打ち込んできたわけじゃないけどさ……前に気づいたことがあるんだ」

「なんすか？」

「楽しいのと楽なのは違ちがうんだって」

「あ、そうです。そんな感じ！　で、入院中はほんと退屈で、どうにか時間を潰つぶそうと色々考えたんですよ。だけど、なんにもないんです。……俺、なんにもない。音楽以外ないんだってわかったんです……」

「そうか」

「だから、空そら太た先輩が誘さそってくれたのはうれしかったです。音楽で、俺に声をかけてくれて、まじのまじでうれしかったです。俺がいいって言ってくれて、そしたら曲、作りたくなってました」

　龍りゆう之の介すけは何も言わずに今も腕組みをしたままだ。その表情はまだ納得していないように見える。

「赤あか坂さか？」

　空太が声をかけると、龍之介は厳しめのトーンで言葉を発する。

「改めて言っておくが、これは道どう楽らくの類たぐいではないぞ」

　見み据すえた先にいるのは伊織だ。

「わかっています。これ見て、先輩たちがほんとに本気なんだってよりわかりました」

　伊織は眩まぶしそうに試作版の画面を見ている。

「それで今は余よ計けいに参加したくなってます」

「んじゃ、伊織、よろしくな」

　肩に手を置いて、空太はそう声をかけた。

「はい！」

　振ふり向いた伊い織おりが屈くつ託たくのない笑顔を見せる。

　龍りゆう之の介すけは最後まで、表情を変えなかった。

　こうして、エントリーの締しめ切り直前になって、伊織の参加が正式に決まった。
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　期末試験が終わり、『ゲームキャンプ』のエントリーも済ませ、その翌日の十一日に付属推すい薦せんの面談を受けると、空そら太たは完全に結果待ちの状態になった。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくメディア学部の付属推すい薦せんが取れるかどうか。それと、『ゲームキャンプ』の書類審しん査さが通過するかどうかだ。どちらも、いつ結果が出るかはわからない。ただ、もうすぐ出るということだけは一致している。

　試験休みが終わり、試験の返却期間になると、さすがにそわそわした気持ちが強くなってきた。

　七月十四日。木曜日。

　二時間目が終わり、トイレに行って戻もどる途中に、運命の時はやってきた。

　担任である白しろ山やま小こ春はるの甘えた声で、校内放送が流れたのだ。

　──三年一組の神かん田だ空太君。職員室に来てくださ～い

　突然、名前を呼ばれてドキッとした。

　周囲の生徒も、側そばにいた空太に視線を向けてくる。

　注目されるのは居い心地ごこちも悪かったので、空太は職員室へと急いだ。恐らく、付属推すい薦せんの結果通達だろう。今朝から休み時間のたびに、クラスメイトが呼び出され、小こ春はるから合ごう否ひを教えられていることは知っていた。おかげで、三年の教室は、独特の緊きん張ちよう感がある。

　職員室の前まで来ると、ひとつ深呼吸をした。

　ノックをしてから、

「失礼します」

　と声をかけて、ドアを開ける。

　小春の姿すがたを捜さがす。

　でも、見当たらない。代わりに、奥の方にいた千ち尋ひろと目が合った。どうしたことか、その脇わきには、妹の優ゆう子この姿すがたもある。なにかやらかしたんだろうか。でも、自分には関係がないので、改めて小春を求めて職員室内を見渡した。その空太に、

「神かん田だ、こっちよ」

　と、千尋が手招きしてくる。

「いえ、俺、小春先生に呼ばれたんですけど」

　仕方がなく近づいていく。

「さっきの放送？　あれ、私が小こ春はるに頼んだの」

「え？　そうなんですか？　てっきり、付属推すい薦せんのことかと……」

　ちらりと隣となりの優ゆう子こに視線を送る。嫌いやな予感しかしてこない。

「で、何の用ですか？」

「これよ、これ」

　面倒めんどくさそうに千ち尋ひろが突つき出してきたのは、束たばになった画用紙。

　幼稚園児が描いたような拙つたない絵がそこにはあった。それも、何枚も……。クレヨンで描いたもので、触ると手に色が付着する。そのすべてに「問題児参上！」とか、「ワルはここにいるよ～！」とか、メッセージが添そえられている。

　何枚かは見覚えがあった。

「これ、校内の掲示板に貼はってありませんでした？」

「なによ、知ってたんなら話が早いわ」

　そう言って、千尋は視線を優子に送った。

　状況からして、犯人はひとりしかいない。

「お兄ちゃん、ついに優子の悪事がばれちゃったよぉ」

　どうしたことか、優子はうれしそうだ。両手を頰ほおに当てて、くねくねしている。
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「これで、私も立派な問題児だよね！」

「あのな……」

　なんかもう頭が痛くなってきた。

「先生、私、さくら荘そうに島流しですか！」

　優ゆう子この瞳ひとみは爛らん々らんと輝いている。

「あ、それは無理よ」

　けど、千ち尋ひろの答えは素そっ気けないものだった。

「へ？」

　間ま抜ぬけな音が優子の口からもれる。文字通り目が点になっていた。

「ど、どどど、どうして！」

　身を乗り出した優子は、今にも千尋に摑つかみかかりそうな勢いだ。とりあえず、被害が広がらないように、首根っこを摑まえておいた。これも、兄の役目だ。

「無理なものは無理だから」

「そんな～！　優子、問題児ですよ！　フダツキノワルですよ！」

　なおも必死に食い下がっている。とても惨みじめだ。

　気にした様よう子すもなく、千尋は大きなあくびをしたあとで、

「部屋が余ってないのよ」

　と、優子に理由を告つげた。

「噓うそです！　七なな海みさんが使っていた２０３号室が、がらんがらんなのは、調べがついているんですからね！」

　鬼おにの首を取ったと言わんばかりに、びしっと優子が正論を突つきつける。

「なんなら、優子はお兄ちゃんと同じ部屋でもいいですけど！」

　さらに余よ計けいなことまでのたまった。

「ダメに決まってんだろ」

　同居は空そら太たが却きやつ下かした。

「なんで？」

「俺が嫌いやだからだな」

「が～ん！　……だとしても、やっぱり２０３号室は空あいているはずだよ！」

　すぐに復活した優子が空太の腕にしがみ付いてくる。千尋を説得してほしいのだろうが、空太は千尋の味方だ。優子にはさくら荘へ来てほしくない。全力で阻そ止しだ。

　ただ、先ほどの千尋の言葉だけは、少し気になっていた。

　どうして、部屋が空いてないなどという、バレバレの噓を吐ついたのだろう。

「今は空いてるけど、もう別の問題児が入るって決まってんのよ」

　机の上でプリントを束たばねながら、何でもない風に千尋が言った。

「へ？」

　今度は空そら太たが間ま抜ぬけな声を出した。

「やっぱり、あんたら、兄と妹なのね。反応がそっくり」

　心外な言われようだ。

「私とお兄ちゃんは赤い血で繫つながってますから！」

　よくわからない主張を、優ゆう子こが胸を張ってしている。とりあえず、無視する。

「先生、さくら荘そうに誰か来るんですか？」

「そうよ。そう言ったでしょ？」

「いつ、誰が来るんですか？」

「あ、そうそう神かん田だ」

「答えてください」

　新しい住人が来るのなら、それは無視できない。

「あんた、付属推すい薦せん取れたみたいよ」

「え？」

「水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくメディア学部、合格おめでと。あんたのことだから、絶対に落ちると思ってたんだけど、面談は上う手まくやったらしいじゃない」

「そうなんですか？」

　あまり自覚はない。ただ、その場から逃げ出したくなるような失敗はしなかった。緊きん張ちようもしたし、言葉遣づかいがおかしくなる場面は多々あったと思う。それでも、どこか冷静でいられたのは、もっと厳しい視線を向けられた『ゲーム作ろうぜ』のプレゼンを経験していたからだ。

　質問に対して、素す直なおに答えられた気はする。変に誇こ張する必要はなかった。取り繕つくろうこともなかった。無理に自分を大きく見せようとも思わなかった。

　水明芸術大学で何を学びたいのか。その先に、どんな未来を思い描いているのか。

　その答えは、もう空太の中にあったから……。

　いずれは、信頼できる仲間と一いつ緒しよにゲーム会社を設立したい。そのビジョンは、空太の中で急速に現実味を帯おびていた。

　『ゲームキャンプ』のおかげだ。

　龍りゆう之の介すけとエントリーの準備を進める中で、空太は今までに感じたことのない感覚と出会っていた。

　確かな手て応ごたえと言っていいのかもしれない。前はぼんやりしていた未来の光景が、今ははっきりと見える気がした。

「ま、せっかく合格したんだし、あんま調子に乗って、推薦取り消しとかにならないようにしなさいよ」

　千ち尋ひろは自分の言いたいことだけ言って、席を立った。

「んじゃ、そういうことで」

　そのまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす空そら太たを置いて、職員室から出て行ってしまう。

「あ、ちょっと！　先生！　新しい住人のことがまだ！」

　慌あわてて千ち尋ひろを追いかけた。でも、もう職員室の外の廊下に千尋の姿すがたはない。

「ったく、素す直なおに喜ばせてくれよ……」

　どうにもすっきりしない。せっかく付属推すい薦せんが決まったというのに、空太の脳内は新しい住人のことでいっぱいになっている。

　けど、空太はまだましな方で、もっと釈しやく然としていない人物が、空太を追いかけてきた。

「お兄ちゃん！　今日までの私の努力はなんだったの！」

　半分泣きそうな顔で憤ふん慨がいしている。でも、同情の余よ地ちはないし、何ひとつ共感もできない。

「がんばって、たくさん貼はったのに！」

　ぐいぐいと身を寄せてくるので、頭を押さえて突つき放す。

「あうっ！　お兄ちゃんに近づけない！　バカな！」

「バカはお前だ……」

　もっと文句を言ってやろうかと思ったが、ポケットの中でケータイが鳴り出したので諦あきらめた。

　龍りゆう之の介すけからのメールだ。

　──『ゲームキャンプ』の書類審しん査さ通過の通達が来たぞ

　文面を確認した空そら太たは、片手で優ゆう子この頭を押さえたまま、即座に龍之介に電話をかけた。

「なんだ？」

　不ふ機き嫌げんな龍之介の声が出で迎むかえる。

「通知って、俺のパソコンのアドレスに届いたんだよな？」

　今回の企画オーディション『ゲームキャンプ』では、その手の連絡はすべて登録したメールアドレス宛あてに送られてくるのだ。

「そうだが？」

「前も言ったが、堂々と人のメールを見るな！」

「見たのはメイドちゃんだ。僕にも関係のある内容だったため、こちらに転送されてきた」

「そうですか……」

　プライバシーなんてあったもんじゃない。

　けど、これで最初の関かん門もんは突とつ破ぱしたのだ。うれしくないはずがない。

「電話のついでだ。要点をかいつまんで話すぞ」

「ああ。頼む」

「プレゼン及および、代表者の面談を七月十九日に行いたいとある」

　一学期の最終日だ。

「時間は？」

「午後三時」

　それなら終業式のあとでも間に合う。

「プレゼンと面談は、それぞれ十五分程度を予定しているそうだ。あとは自分で確認しろ」

　言いたいことだけ言って、龍りゆう之の介すけとの電話は切れた。

　続きは教室に戻もどって直接話すとしよう。

　空そら太たはケータイをポケットにしまうと、さっさと歩き出した。

「お兄ちゃん、優ゆう子このこと忘れないでよ！」

「あ、悪い。まじで忘れてた」

「がび～ん！」

「まあ、とにかくだ、これ以上、おかしな悪戯いたずらをするんじゃないぞ。いいな？」

　きちんと言い付けてから、今度こそ空太は教室に戻ることにした。

「あ～、ちょっと待ってよ～！　お兄ちゃん、夏休みはどうするの？　お父さんが飛行機のチケット用意してくれたから、福ふく岡おか帰るんだよね！」

　とても悲しい事実だが、空太のもとには父親から飛行機のチケットなど届いていない。未いまだかつて、一度だって届いたことはなかった。

「帰らないよ」

　背中を向けたままそう返事をした。

「夏休み、俺にはやることがあるの」

「あ～、さては、ましろさんと寝ても覚めてもイチャイチャするんでしょ！　そ、そんなの優子が許さないんだからね～！」

　それはそれで魅力的な夏休みの過ごし方だけど、できれば『ゲームキャンプ』の制作で忙しくしていたい。そう思いながら、まだ何か喚わめいている優子は無視して、空太は教室へと急ぐのだった。
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　七月十九日。火曜日。

　この日は朝の早い時間から蒸し暑さを感じる真夏日となった。

　空太は普段通りに準備をして、ましろの面めん倒どうを見て、一学期の最終日を飾る終業式のために学校に向かった。

　今年で三度目となる校長の夏休み前の挨あい拶さつは、あくびをしながら聞き流し、ＨＲでは成績表を受け取った。

　担任の白しろ山やま小こ春はるからは、

「夏だからって浮かれて、男作ったり、子供作ったりしないようにね」

　と、色々と問題のある夏の注意事項を告つげられた。

　早くＨＲを終わらせてほしいというクラスの総意に反して、自分は今年こそ男をゲットするとか、でも、夏の紫し外がい線せんはもう辛つらいとか、水着を着るのはもう怖こわいとか、どうでもいい話が、そのあとも十数分続いた。

「じゃあ、受験の人は勉強もがんばってね。また九月に」

　と、締しめくくられ、ようやく解放された教室内の空気は、前の二年間とは明らかに違ちがっていた。待ちに待った夏休みがスタートしたという雰ふん囲い気きではない。受験を控ひかえた連中が多くいるためだろう。

　確かに、長期休暇がはじまるのはうれしいけど、それはそれだけ大学受験までの期間が迫ってきているということでもある。

　今になって、付属推すい薦せんが取れて本当によかったという気がした。おかげで、『ゲームキャンプ』の方に集中できる。

　帰ろうと思い席を立つと、隣となりから声をかけられた。

「今日なんでしょ？」

　七なな海みだ。

「え？」

　一いつ瞬しゆん、何のことかわからなかった。でも、空そら太たにとって『今日』なのはひとつしかない。

「ああ……プレゼンのこと赤あか坂さかに聞いたのか？」

「うん。付属推すい薦せんも取れたって……おめでとう」

「ありがと。青あお山やまも取れたんだよな」

　数日前に龍りゆう之の介すけがチャットで教えてくれたのだ。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの演劇学部。

「おめでと」

「ありがと」

　七海の口元に小さな笑みが浮かんでいる。

「ましろは？　やっぱり、大学には行かないの？」

「ん？　ああ、漫まん画がに専念するんだって。大学からは籍せきだけでも置いてほしいって頼まれたみたいだけど、それも断ことわってた」

　六月になってから、何度かさくら荘そうまで大学の偉えらそうな人が訪ねてきていた。

「そういうとこ、はっきりしてるよね」

「そうだな」

「赤坂君は？」

「来年二月になったら、プログラム技能で、一芸入試を受けるってさ」

　希望しているのは、水明芸術大学のメディア学部プログラム学科。

　さすが芸大と言うべきか、学力以外のところで、その人物の価値を見出す試験も用意されているのだ。

「赤あか坂さか君なら、合格間違いなしだね」

「本人も言ってたよ。『僕が落ちる理由が見当たらない』って」

　お互いに乾いた笑い声がもれた。

「七なな海み～、そろそろ行くよ～」

　ドア口から高たか崎さき繭まゆが声をかけてくる。

「あ、繭と約束あるから、もう行くね」

「ああ」

「プレゼン、がんばって」

　そう言って、七海は微笑ほほえんでくれた。ポニーテールを揺ゆらしながら、繭のもとへと駆かけて行く。すぐにその後ろ姿すがたは廊下へと消えて見えなくなった。

「よし、がんばるか」

　空そら太たは、誰にともなく呟つぶやいた。




　ましろと一いつ緒しよに一度さくら荘そうに帰宅した空太は、少し早めに昼食を済ませ、説明の段取りを一ひと通とおり確認してから、再度出かける準備に入った。

　龍りゆう之の介すけから借りたノーパソと、必要な書類を鞄かばんに放り込み、スーツに着替える。しばらく着る予定もないからと、仁じんが置いていってくれたものだ。着るのは三度目。鏡に映る自分の姿すがたは、少しは様さまになったような気がする。いや、単に見慣れて笑えなくなっただけだろうか。

　玄関には、ましろと伊い織おり、それと栞かん奈なが見送りに来てくれた。

「空太、がんばって」

「おう」

「空太先せん輩ぱい、頼んます！」

「任まかせとけ」

　後輩の手前、ちょっと強がった。

　流れでなんとなく残っている栞奈に目を向ける。ましろと伊織の視線も注がれた。

「じゃあ、がんばってください」

　何か言わないといけない雰ふん囲い気きを感じてか、栞奈が素そっ気けなくそうもらす。

「ありがと」

　龍之介は部屋から出てくる気け配はいがない。まあ、いつものことだ。

　メイドちゃんからは、

　──龍之介様の顔に泥どろを塗るような真ま似ねをしたら、わかっていますよね？

　という、心震ふるえる励はげましのメールをもらった。

　失敗したら、空太はどんな目に遭あわされるのだろうか。

「んじゃ、いってきます」

　かわいく手を振ふるましろに送り出され、空そら太たは大きく一歩を踏み出した。




　さくら荘そうを出発して、電車を乗り継つぐこと約一時間……地下鉄の駅で降りた空太が地上に上がると、眼前にはそびえ立つオフィスビルが待ち構えていた。

　相変わらずの威い圧あつ感を放っている。

　過去二度のプレゼンと、藤ふじ沢さわ和かず希きとの打ち合わせで、もう何回も来てはいるが、まだまだプレッシャーを感じてしまう。

　緊きん張ちようで腹部がきゅっと引き締しまった。

　それでも、深呼吸をしてからビルに入ると、普通のトーンで、受付のお姉さんに用件を告つげた。

　来客用のシートに名前を書き、迎むかえにやってきた女性社員に連れられて、エレベーターに乗り込む。ふたりだけを乗せた小さな箱は、ノンストップで二十五階に到着した。

　ベルが鳴り、ドアが開く。女性社員に促うながされて、空太が先に降りた。もう足元が絨じゆう毯たんのような感触であっても驚かない。靴を脱いだ方がいいんじゃないかと、不安になることもなかった。

　空太の頭の中は、プレゼンの手順で満たされている。

　余よ計けいなものが入り込む余地はなかった。いい緊張感の中にいる。

「こちらです」

　そう言われて通されたのは学校の教室くらいの会議室。

　待合室だと思っていたのに、その部屋には、机を一列に並べた審しん査さ員いん四名が待っていた。

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ白になった。でも、右みぎ端はしの席に座った藤沢和希と目が合うと、空太は反射的に会え釈しやくをしていて、それで気持ちを立て直すことができた。

　他の審査員の顔を見る余裕もあった。

　『ゲーム作ろうぜ』とは印象がかなり違ちがう。並んでいるのは、和希と同じくラフな服装の三十前後の男性ばかり。誰もスーツを着ていない。会社の偉えらい人というよりは、現場のクリエイターという感じがした。

「神かん田だ空太さんですね」

　手元の資料を見ながら、左端の男性が声をかけてきた。

「はい」

「では、早速ですが、ご提案いただいている企画のご説明をお願いします」

「よろしくお願いします」

　ぺこりとお辞じ儀ぎをしてから、空太はそそくさと会議室正面に設置されたスクリーンの脇わきに移動した。

　用意された机に、龍りゆう之の介すけから借りてきたノートパソコンを置く。プロジェクターとケーブルで繫つないだ。

「それでは『リズムバトラーズ』の企画説明をはじめさせていただきます」

　プレゼン用に準備した企画書は、表紙を含ふくめてたったの四ページしかない。コンセプトを伝え、ターゲットの説明し、ベネフィットを語ると、もう最後のページになっている。時間にして五分とかかっていない。

　資料を使った説明が終わると、和かず希きを除いた三人は、「はて？」というような顔をしていた。それもそのはずで、空そら太たはゲームの内容に関しては、詳くわしく触れていないのだ。

「続きまして、パソコンで動作する試作版を使って、さらに詳しい説明をさせていただきます」

　デスクトップに置かれたアイコンをクリックする。

　会議室のスクリーンに、試作版のタイトル画面が表示された。

　ボリュームを少し上げてから、ゲームをスタートする。

　プレイヤーキャラクターを操作し、群むらがってくる敵モンスターを倒していく。

「敵モンスターは通常攻こう撃げきで倒せるザコモンスターと、リズム攻撃でしかダメージを与えられないリズムモンスターがいます」

　これは、試作版を作りながら、龍りゆう之の介すけと相談して入れた新しい仕し様ようだ。ただ、必ひつ殺さつ技わざを出すためだけに、リズムアクションをさせるのではなく、ゲームシステムによる必然性を追加したのだ。このリズムモンスターの導入により、音ゲーとバトルアクションゲームの親和性を築きずけたのではないかと思っている。

　倒すのが面倒めんどくさいリズムモンスターは、プレイヤーにとってはストレスだが、逆にそれはリズム攻撃が炸さく裂れつしたときの爽そう快かい感を増ぞう幅ふくさせる効果があった。実際、試作版を自分で遊んでみて、中毒性は確実に向上したと思っている。導入前とあとでは、まるで遊び応ごたえが違ちがったのだ。

　約十分間の実演を交まじえて、空太のプレゼンは滞とどこおりなく終了した。

「企画の説明は以上になります。ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げて締しめの挨あい拶さつをする。顔を上げると、和希の隣となりに座っていた眼鏡めがねの男性が手を上げていた。

「それ、触らせてもらってもいいですか？」

「あ、はい」

　ノーパソのケーブルを外はずして、審しん査さ員いんの机まで持っていく。

　操作を説明すると、和希を含ふくめ、全員が覗のぞき込んできた。大人おとなに囲まれると、それだけでとても緊きん張ちようする。

　試作版は四人とも一曲ずつ遊んでくれた。

　それが済むと、最初に声をかけてきた男性が、

「あ、かけてください」

　と思い出したように言ってきた。

　用意してもらった椅い子すに座る。

　丁ちよう度ど会議室の真ん中あたりで、なんとも居い心地ごこちは悪い。正面には四人の審査員の目もあるのだ。

「試作版、とても面おも白しろかったです」

「は、はい」

　素す直なおに褒ほめられて、どう反応すればいいのかわからなかった。

「どう？」

　と、隣となりのふたりにも聞いている。

「遊びが確立されているのに驚きました」

「よくできてます」

　返ってきたのはそんな言葉だった。

　明らかに『ゲーム作ろうぜ』のときより、審しん査さ員いんがフランクだ。

「藤ふじ沢さわさん、どうでした？」

　身を乗り出して、テーブルの端はしに語りかけている。

「面おも白しろかったですよ」

　余分な言葉のないシンプルな感想。率直な意見という感じで、空そら太たは純粋にうれしかった。すごいと思っている人に褒められたのだから……。

「では、合格の前提で、もう少しお話を伺うかがってもよろしいですか？」

「……」

　あまりにさらっと言うものだから、空太は耳に届いた『合格』という言葉の意味が、すぐには理解できなかった。瞬まばたきをただ繰くり返し、

「え……え？」

　と、思わず、素すの反応をしてしまう。

「戸と塚つか君、順番に話を進めないと。神かん田ださんが困っているようですよ」

「ん？　ああ、すいません、すいません」

　左端に座ってこの場を仕切っていた男性は、戸塚という名前らしい。

　和かず希きの助け船のおかげで、空太も落ち着きを取り戻もどすことができた。

「今回の神田さんの企画につきましては、ぜひ『ゲームキャンプ』で制作をお願いしたいと思っています」

　改めて戸塚が空太に言葉をかけてきた。

「あ、ありがとうございます！」

　急速に体の感覚が遠のいていくようだった。自分の体の一歩後ろから、目の前にあるものを見ているような感じ。

「ただ、スタッフの確保のことや、神田さんのように学生さんの場合は、学業への影響も考慮しなければならないので、今からそういったお話をさせてください」

「わかりました」

　殆ほとんど反射的に返事をしていた。

「一番肝きもになるのは、開発スタッフの件なんですが、試作版を見させてもらった限りだと、大丈夫そうですかね？」

「今のところ、グラフィックは試作版用に手伝ってもらっただけですので、その点はまだ万全とは言えません」

　その辺は正直に答えておいた。ここで強がっても仕方がないのだ。時間の経過と共に、気持ちだけは冷静さを取り戻もどしていく。おかしな体の感覚は、未いまだに続いていたけど……。

「では、エントリーシートに名前のあった神かん田ださん以外のメンバー、えっと、赤あか坂さかさんと、姫ひめ宮みやさんは？」

「赤坂がプログラマーで、姫宮はサウンドです」

「学校のお友達ですか？」

「はい」

「なるほど」

「あの、私からもひとついいですか？」

　再び手を上げたのは、和かず希きの隣となりにいる眼鏡めがねの男性だ。

「はい」

「一応の確認ですが、そのプログラマーの赤坂龍りゆう之の介すけとは、あの赤坂龍之介ですか？」

　眼鏡の奥の瞳ひとみは真剣そのものだ。

　ただ、言われた方の空そら太たは、『あの』とは『どの』だろう……と首を傾かしげるしかなかった。

「業界で有名な変人プログラマーです」

「は、はあ」

「恐らく、二十社以上から誘さそいの声があったと思うんですが、全部断ことわったんですよ。しかも、独自開発した自動メール返信プログラムのＡＩを使って」

　どこかで聞いたことのある単語が出てきた。

　思い浮かぶのはひとつ。

「それって、メイドちゃんですか？」

「はい」

「だとしたら、その赤坂龍之介だと思います」

　空太の一ひと言ことで、会議室がざわついた空気になった。

「あの……赤坂ってそんなにすごいんですか？」

「うちのプログラマー主任は、彼のことを、業界で三本の指に入ると評価していましたね」

　答えてくれたのは和希だ。

　前からすごいやつだとは思っていたけど、和かず希きにまで言われると、背せ筋すじのあたりがぞくっと震ふるえた。同時に、ひとつの疑問が思い浮かぶ。それだけの能力を持った龍りゆう之の介すけが、どうして空そら太たとゲームを作ろうと思ってくれたのだろうか。

「ええっと、では話を戻もどして……今後のことですが」

「あ、はい」

　戸と塚つかに促うながされ、意識を目の前の会話に戻す。今は考え事をしている場合ではない。

　そのあとは、グラフィックのスタッフを確保できそうかという確認が行われ、改めて『ゲームキャンプ』の説明を聞かされた。メーカー側がわから行うのは、開発機材の貸し出しと、進しん捗ちよく状況の確認。開発費はなく、スタッフの斡あつ旋せんも基本的にはしない。完成したゲームは、タイトル審しん査さ会かいという商品化を決定する会議にかけられ、見み事ごと突とつ破ぱした場合は、実際に販売される。販売本数に応じた金額を、空太たちはもらうことができるのだ。ただし、商品化されなかった場合は、一文にもならないという仕組み。

「では、神かん田ださん。機材の貸し出しや、スケジュールの調整などは、また来週に決めましょう」

　最後は、戸塚がそう締しめくくり、次回の打ち合わせの日時を決めて、空太の面談は終了した。

　女性社員に付き添そわれて、フロントまで送り出される。

　会議室を出てから、足元はずっとふわふわしていた。

　自分の今の気持ちがなんだかよくわからない。不ふ思し議ぎなことに、飛び上がるほどの喜びは込み上げてこないのだ。

　今回に関しては、自信があっただけに、ほっとする思いが強かったのかもしれない。ほんとに、試作版を遊んだときから手て応ごたえを感じていた。これならいけると思っていた。そして、それがその通りになったのだ。

　今は、急いでさくら荘そうに帰りたかった。帰って、龍りゆう之の介すけと伊い織おりに合格を知らせたかった。空太を満たしていたのは、その気持ちだけだった。




　芸げい大だい前まえ駅で電車を降りると、空太は赤レンガ通りの商店街を走り抜ぬけながら、龍之介にケータイで連絡をした。

　電話はすぐに繫つながった。

「赤あか坂さか、悪い！　メール送るのすっかり忘れて、あ、でも、喜べ！　結果は……」

　と言っている途と中ちゆうで、

「神かん田だ、大変なことになった！　一秒で戻もどってこい！」

　と、龍之介に遮さえぎられた。

「は？　んな無茶むちやな。それより合格したぞ」

「そんなことはどうでもいい！　早く帰ってこい！」

　なにやら、電話の向こうはドタバタと騒がしい。

　一体、龍りゆう之の介すけは何をしているんだろうか。

「いや、だから、合格……」

　言い終える前に、ぶつっと電話が切られてしまう。

「だ～、なんなんだよ！　どうでもいいわけあるか！」

　一秒でも早く喜びを分かち合いたいと思っていた空そら太たは、感情に任まかせて全力疾しつ走そうした。

　商店街を突とつ破ぱし、児童公園の前を駆かけ抜ける。

　さくら荘そうに続く緩ゆるやかな坂道に差し掛かかると、視界の先に大きなものを見つけた。

　引っ越し業者のトラックだ。お馴な染じみのサイのマーク。

　玄関先に止まっている。

　ふと千ち尋ひろの言葉を空太は思い出していた。

　──もう別の問題児が入るって決まってんのよ

　それは現在空室となっている２０３号室の話。

　つまり、その問題児が引っ越してきたということか。

　一体、どんな人物が来たのだろう。

　期待と不安を胸に、門もん扉ぴをくぐる。

　すると、勢いよく玄関の扉が開き、中から龍之介が飛び出してきた。まるで、恐ろしい化ばけ物ものから逃げてきたかのように……。

「神かん田だ！」

　龍之介が空太の背後に隠かくれる。

「……なんか、これと同じようなこと、前もあったよな？」

　誰にともなく確認する。あれは、半年ほど前……二月のバレンタインデーの出で来き事ごとだったと記憶している。

　ある予感を抱きつつ、玄関に目を向けると、今度は金髪の美人が顔を出した。風でなびいた髪は街灯の光を浴びてきらきらと輝いている。女子にしては背が高く、華はなやいだ雰ふん囲い気きが目を引く。上品な服装がよく似合っている。その上、出るところは出て、引っ込むところは引っ込んだ見事なプロポーション。

「あっ」

　と、驚いた空太を、その宝石のような青い瞳ひとみに映して、

「あら、空太、おかえりなさい」

　と、リタ・エインズワースは悪戯いたずらっぽく笑うのだった。
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　七月十九日。火曜日。

　一学期の終業式だったこの日の夕刻、午後六時、さくら荘そうのダイニングには久しぶりに全住人が揃そろっていた。空そら太た、ましろ、栞かん奈なに伊い織おり、監かん督とく教師の千ち尋ひろとお隣となりにお住まいの人ひと妻づま女子大生、美み咲さきも混ざっている。さらには、普段、滅めつ多たに一いつ緒しよにテーブルを囲まない龍りゆう之の介すけの姿すがたもある。

　空太たちさくら荘の住人の視線は、ある一点に注がれていた。

　綺き麗れいな金髪に青い瞳ひとみ。女の子にしては背が高く、スタイルも抜ばつ群ぐんだ。

「というわけで、今日からさくら荘の２０３号室で、お世話になることになりましたリタ・エインズワースです」

　様々な疑問を含ふくんだ空太たちの視線に動じることなく、リタは軽やかな口調で挨あい拶さつをしてきた。

「ちょっと待て」

　早速、口を挟はさんだのは龍之介だ。積極的に事態に介かい入にゆうしていくのは珍しい。けど、空太はどこか焦あせりを含ふくんだ龍之介の態度を不ふ思し議ぎには思わなかった。去年、リタが初来日して以来、龍之介とリタの間には色々とあったのだ。主に、ほっぺたにキスとか、唇くちびるにキスとか……。

「残念ながら、私の気持ちにもう待ったはなしです。メラメラと燃え上がっています」

　リタはあえて空気を読まずに、悪戯いたずらっぽく的まと外はずれな返事をした。龍之介の表情は硬かたい。その横に座った伊織は、

「俺のハートにも火がつきました！」

　と、興奮気味に宣言して席を立つ。視線はリタの美び貌ぼうと、大きな胸に釘くぎ付づけだ。わざとらしくリタが腕組みをして、たわわに実ったふくらみを強調する。たゆんと揺ゆれた。人を手玉に取ろうとする性格の方は相変わらずのようだ。

「おおっ！」

　と歓声を上げた伊織は完全に転がされている。

「好きです！　付き合ってください！」

　伊織はお辞じ儀ぎをしながら、自由になる左手を差し出していた。

「ごめんなさい。私、好きな人がいるんです」

　結果は、見み事ごとに玉ぎよく砕さい。

「え～！　誰っすか!?」

　伊織の質問を受けて、リタはしおらしい上うわ目め遣づかいで龍之介を見る。さすがの伊織もその意味はわかったらしい。

「ドラゴン先せん輩ぱい!?　ふたりは付き合ってるんですか!?」

「いえ、それがまだ。龍りゆう之の介すけが私の気持ちを受け入れてくれないんです」

　少し拗すねたような口調は芝居がかっている。

「ドラゴン先輩は、何が不満なんですか!?」

　龍之介に向き直った伊い織おりは信じられないという表情だ。

「おっぱい！　金髪！　超美人！　おっぱいですよ！」

　何かが二回出てきたけど、その点は指摘しないでおく。これ以上、余よ計けいな話が長引くのは避けたい。なにより、リタがさくら荘そうにやってきた理由を、そろそろ聞いておきたかった。

「あなたは少し黙だまってなさい」

「いって！　お前、足！」

　空太よりも先に栞かん奈なが我慢できなくなったらしい。テーブルの下で伊織の足を踏みつけたようだ。

「だから、足！　踏んでますよ？」

　伊織の抗議は無視して、

「あの、こちらは……どなたなんですか？　先輩方はお知り合いのようですけど」

　と、栞奈が空そら太たに聞いてきた。

「ましろのイギリス時代の友人だよ」

　去年の秋に訪ねてきたことがあって、そのときに空太たちは知り合ったのだと、事情を知らない栞奈と伊織に空太は説明した。名前を出されても、ましろは熱心にバームクーヘンを食べているだけだ。

「そのリタさんが……どうしてさくら荘に？」

「問題はそこだ」

　空太もぜひ理由を知りたい。今回は用事があって日本にやってきたわけではないのだ。２０３号室に荷物を運び込み、住む気満まん々まん……。

　再び、リタに全員の視線が集中した。

「無駄話はもうたくさんだ。いい加か減げん、答えてもらおうか」

　腕組みした龍之介は、明らかに不ふ機き嫌げんだ。

「龍之介が私に興味を持ってくれるなんて、はじめてのことですね」

　なおも、リタははぐらかそうとする。

「どうして、お前がさくら荘にいる？　答えないなら僕は部屋に戻もどるぞ」

　そう言って、龍之介は本当に席を立った。

「私、来年から水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに留学することになったんです」

　すると、今度はさらりと答える。

「お前はバカか。来日するのが半年も早いぞ」

　龍りゆう之の介すけの言い分はもっともだ。

「日本の大学の講義に備そなえて、春までは語学留学をすることにしたんです」

　にっこり微笑ほほえんだリタは、流りゆう暢ちような日本語でそう言った。これだけしゃべれて語学留学など必要なのだろうか。きっと、この場にいる全員が必要ないと思ったことだろう。

「二学期からはスイコーの美術科で特別に勉強をさせていただけることになったので、よろしくお願いしますね」

「願い下げだ。僕はこの女の入にゆう寮りようなど絶対に認めないぞ」

　どっかりと、龍之介が再び着席する。ふたりのやり取りを、頰ほお杖づえを突ついた美み咲さきが、テニスの試合でも観戦するように眺ながめていた。

「では、仕方ありませんね。さくら荘そうのルールに則のつとり、さくら荘会議で決めてもらうというのはどうですか？」

　リタに動じた様子はない。てきぱきと話を進めている。

「はいはい！　俺は賛成です！　大賛成です!!　全身全ぜん霊れい、命がけで賛成です!!」

　伊い織おりが真っ先に挙きよ手しゆする。ぴんと伸びた左手は力強く、一いつ切さいの迷いを感じない。それを横目に映した栞かん奈なはなんだか面おも白しろくなさそうだ。空そら太たに見られていることに気づくと、栞奈は不ふ機き嫌げんそうに視線を逸そらした。何なに気げに傷付く。

「あたしも賛成だも～ん！　まさかりったんが来てくれるなんて思わなかったよ。人生何が起こるかわからないものだね！」

　美咲はひしっとリタに抱きついている。ふたりとも女の子の部分が大迫力のボリューム感なので、目のやり場に困る。伊織なんか、生なま唾つばを飲み込んでいた。そんな空太と伊織を見ていた栞奈の視線は冷たくなっていく一方だ。完全に軽けい蔑べつされている。というか、伊織と同類に数えられるのはとても心外なのだが……今は言いい訳わけをしている場合でもない。

「もちろん、ましろも賛成ですよね？」

　リタが促うながすと、ひとりバームクーヘンを食べていたましろはこくんと頷うなずいた。

「急に、リタが来たってのに、お前、驚いてないのな」

「わたし、知ってたもの」

「は？」

　ましろはなんて言っただろうか。知っていた……。確かにそう聞こえた。

「びっくりさせようと思って、ましろには黙っていてもらうことにしたんです」

「……そうですか」

「さて、これで、今のところ賛成が三で、反対が一ですね」

　リタは勝ち誇った笑みを龍之介に向けている。

「上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいは、無効票だ。今は住人ではない」

　すかさず龍之介が理屈で反はん撃げきする。

「え～！　酷ひどいぞ、ドラゴン！」

「私はそれでも構いませんよ。どうせ最後に笑うのは私ですから」

　美み咲さきはまだ文句を言いたそうではあったけど、リタの言葉でひとまず納得したようだ。

　あと投票していないのは、空そら太たと栞かん奈な、それと千ち尋ひろだ。

「私は白はく票ひようでいいわ。どっちか決まったら報告だけ頂ちよう戴だい」

　誰にともなくそう言うと、千尋は冷蔵庫から缶かんビールを出して、ダイニングを出て行ってしまう。

　残りの票は空太と栞奈だけ。

「神かん田だ、お前は反対だろうな」

　隣となりに座った龍りゆう之の介すけが圧力をかけてくる。

「いや、あのさ……」

　返答に困った空太の代わりに、

「私、反対します」

　と、栞奈が意見を発した。

「あら、面おも白しろくなってきましたね」

　意外な反対票にも、リタは涼すずしい顔をしている。

「理由を聞かせてもらってもいいですか？」

　栞奈はリタの姿すがたを上から下まで見返したあとで、

「……なんとなくです」

　と答えた。

　なんにせよ、これで空太を残して、二対二の同点に持ち込まれた。

　自然と全員の注目が空太に集まる。

「神田は反対だな」

　再度、龍之介が念を押してくる。

「いいえ、空太は賛成ですよ」

　リタもすかさず笑顔でプレッシャーをかけてきた。

「反対だ」

「賛成です」

　泰たい然ぜんとした態度の龍之介に対して、リタは眩まぶしいくらいの笑顔だ。

　円えん卓たくを挟はさんだ両者の間には、見えない火花が散っていた。

「あ、それはそうと、空太」

　空気を入れ替えるように、リタが空太に水を向けてくる。

「な、なんだ？」

　何を言われてもいいように、一応、警けい戒かいしておく。

「ゲームのプレゼンでしたっけ？　結果は合格だったんですよね？」

「え？　あ、ああ」

　まだきちんとした報告をしていなかったことを空そら太たは思い出した。

「『ゲームキャンプ』の審しん査さ、無事に通過したんだ」

「え？　ほんとっすか！　いやっほ～！」

　伊い織おりが椅い子すから飛び上がって喜んでいる。事前に電話で伝えていたからか、龍りゆう之の介すけは表情を変えない。むしろ、急にプレゼンの話題を持ち出したリタに対する警けい戒かい心しんを剝むき出しにしている。

「やったね、こーはいくん！」

「ありがとうございます」

「よくやったわ、空太」

「上から来たな……」

「ということは、絵を描ける人材が必要なのではありませんか？」

　意い味み深しんに笑って、リタはすんなり話題を元の流れに戻もどしてきた。

「必要なのは、３Ｄのモデリング作業が可能なグラフィッカーだ」

　龍之介の言う通りだ。リタは絵が上う手まいけど畑が違ちがう。

「それでしたら、問題はありません」

「大有りだ」

「だが、しかし！　本当に問題ナッシングなんだな、ドラゴン！」

　椅子の上で立ち上がった美み咲さきが、びしっと龍之介を指差す。異義ありと言わんばかりの威い勢せいのよさだ。

「どういうことですか？」

　意味がわからずに、空太が質問した。

「どういうことかと聞かれたら！　試作版用に作った敵モンスターの３Ｄモデルは、実はりったんが作ったものだったからだ！　と答えよう!!」

　しゃきーん、と謎なぞの効果音をつけて、美咲が説明してくれた。

「は？」

「なに？」

　空太と一いつ緒しよに龍之介も目を見開いて驚いている。でも、すぐに、持ち直して、

「お前、絵の勉強はどうした？」

　と、鋭くリタを詰きつ問もんしていた。

「闇やみ雲くもに絵を描くことだけが勉強ではありません。別の媒ばい体たいやジャンル、表現方法に触れることで、学べることもたくさんあるんです。たとえば、媒体ごとの表現の向き不向きなどは、そのひとつですね。去年、にゃぼろんを作って、私、そのことに気づいたんです。ですから、今は色々なことに挑ちよう戦せんしようと思っています」

「なるほど」

「龍りゆう之の介すけが納得してくれるとは珍しいですね」

「道理で上がってきた３Ｄモデルの骨構造が素人しろうと丸出しだったわけだ。上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいらしくないと思っていた」

「……」

　素人丸出しと言われたからか、リタは目め尻じりをきりっと上げる。

「ボーンの組み込みは、まだ勉強中なんです！」

　口調もムキになっていた。

「ポリゴン数も無駄に多く、ゲーム仕し様ように即した３Ｄモデルのデータとは言えない。プログラムでフォローしなければならない箇所が多々あった。本番での使用は現実的ではない。バグの温おん床しようになりかねないからな」

　相変わらず、龍之介の言い方には容よう赦しやがない。伊い織おりは「うわ～」とか言って、若じやつ干かん、引いている。

　けれど、言われて引き下がるほど、リタも打たれ弱くはないし、甘くもない。

「でしたら、プログラムに負担をかけないモデリングの仕方を、龍之介が手取り足取りやさしく教えてくださいね」

　にっこりと微笑ほほえんで、龍之介の反対意見を吞のみ込んでしまう。ここは、リタの方が一枚上うわ手てだったらしい。

　さすがの龍之介も顔が引きつっている。

「というわけで、空そら太た」

　ここぞとばかりに、リタが空太へと向き直る。

「私がほしくありませんか？」

「言い回しには気をつけようか」

　げんなりと返す空太をよそに、

「ほしいです！」

　と、伊織は元気いっぱいに答えている。

　本音を言えば、空太もほしい。試作版の敵モンスターのクオリティはとても高く、可能な限りそのレベルを維い持じしたいと思っていた。龍之介に言われて進めている作業量の見積もりを見ても、一番厳しそうなのはグラフィックなので、リタを戦力として数えられるのは大変ありがたい。

　ただ、将来的に、「今回のメンバーでゲームソフト会社を立ち上げたい」という願望からは外はずれる人選になるのも事実で、そこが悩みどころではある。

　とは言え、『ゲームキャンプ』の審しん査さを通過した今、グラフィッカーの確保は急きゆう務む。できれば、来週の打ち合わせまでに、目め処どを立てたいと思っていたところだ。

　気持ちはリタに参加してもらう方向へと傾いている。

　確認するつもりで、龍りゆう之の介すけを横目に映した。

「なあ、赤あか坂さか」

　手にしたタブレットＰＣの画面には、リタの作った３Ｄモデルのデータが表示されていた。それをくるくる回している。

　けど、恐らく、意識は画面に向いていないと思った。頭の中で、リタがさくら荘そうに住むという個人的なリスクと、リタをグラフィッカーとして確保できる幸運を、天てん秤びんにかけているのではないだろうか。

「神かん田だの好きにしろ」

　しばらく待って聞こえてきたのは、そんな言葉だった。どうやら、天秤は後者の方へと傾いたようだ。

「じゃあ、俺も賛成で」

　全員の投票が終わり、賛成が三、反対が二。リタのさくら荘入にゆう寮りようは可決されたことになる。

「よ～し、そうと決まれば、早速歓迎会の準備をしよう！」

　美み咲さきがいつものハイテンションで高らかに宣言する。

「なに鍋なべにしましょうか」

　準備をはじめようと思い、空そら太たも席を立つ。けど、美咲からの返答はまったく予期していないものだった。

「今日はみんな早く寝るんだぞ！」

「え？」

　これから歓迎会をするのではないのだろうか。

「明日は、朝六時に出発だからね！　さくら荘の玄関前に集合！」

「先せん輩ぱい、それ、何の話？」

　ついていけずに、皆を代表して空太が質問の声をかける。

「そんなの決まってるじゃん！　りったん歓迎、海合宿をするんだも～ん！」

　残念ながら、空太たちの頭には、また別の疑問がひとつ浮かんだだけだった……。




　　　　２




　夏休みの初日である翌日の二十日。海の日、その名の通り、空太たちは本当に海にやって来ていた。

　朝の六時に集合。集まったのは、空太、ましろ、伊い織おり、リタ、美咲の五人。龍之介は部屋に籠ろう城じよう。栞かん奈なは昨日の美咲の発言を冗談だと思い、準備をしていなかった。

　そんなふたりを説得したり、説明したり、巻き込んだり、無理やり連れ出したりしているうちに出発は一時間ほど遅れ、美み咲さきが運転する車が海に到着したのは、九時三十分くらいだった。

　まだ時間が早いせいか、砂浜に人影はまばらだ。これなら存分に遊べると思う。

　天気は快晴。太陽は午前中からやる気満まん々まんで、気温は早くも三十度を超えている。じりじりと照り付ける太陽の下で、空そら太たは砂浜にビニールシートを敷しいて、ひとりでパラソルを立てていた。海パン一いつ丁ちようでも少し動くと額ひたいに汗がじんわりとにじんでくる。

　伊い織おりも一いつ緒しよにいるのだが、未いまだに右腕はギプスに包まれた状態なので戦力にならない。無理やり連れてきた龍りゆう之の介すけは、パラソルの陰かげにさっさと入り、タブレットＰＣでなにやら作業を開始している始末。諸もろ々もろのセッティングは空太がひとりでやるしかない。冷たいジュースを詰つめ込んだクーラーボックスだって、砂浜まで空太が運んできたのだ。

　ましろ、栞かん奈な、リタ、美咲の女子四人はというと、防ぼう波は堤ていの上に見える合宿所で着替え中だ。鉄筋コンクリート製の二階建て。白い壁かべに、茶色の屋根がついている。先ほど、荷物を置きに室内を一通り見て回ったのだが、広さはさくら荘そうとさほど変わらない。一階が、食堂、お風ふ呂ろ、トイレ、ミーティングルームとなっていて、二階が宿泊用の部屋だ。

　水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくが保有する研修施設のひとつで、同学生であればほぼ無料で使えるらしい。海の真ん前というロケーションのため、とても人気でなかなか予約が取れない施設だと美咲は語っていた。でも、しっかり予約を取っているのだから驚きだ。

「こんなこともあろうかと、一年前から準備しておいたんだよ！」

　と、移動中の車の中で、美咲は誇らしげに語っていた。

「神かん田だ、早くパラソルを立てろ。僕に日が当たる」

「だったら、少しは手伝え！」

「今は作業に忙しいので、却きやつ下かだ」

「なにも海に来てまで、んなもんいじらなくてもいいだろ」

　空太同様、伊織も海パン姿すがたになっているのに、龍之介だけはＴシャツにジーパンを装備している。見ているだけで暑苦しい。

「安心しろ。防ぼう塵じん、潮しお風かぜの対策はしてある」

　ビニールに覆おおわれたタブレットＰＣを空太に見せてきた。

「そういう意味で言ったんじゃないんだけどね」

　まあ、龍之介の場合、同行しているだけでも随ずい分ぶんとましな方なのだが……。最初は、当然のように絶対に行かないと言い張っていた。

　けど、これからはじめるゲーム制作のミーティングをする名目で、空太が必死に説得して連れてきたのだ。

「太陽が憎いなら、合宿所に残ればよかったんじゃないのか？」

　何も砂浜で作業をする必要もないだろう。

「バカを言うな。今から、日焼け止めを塗ぬって、水着に着替えるとほざいていた留学娘と一つ屋根の下にいてみろ。命が幾つあっても足りないぞ」

「さすがにリタも命は取らないだろ……」

「にしても、まだっすかね～！」

　鼻の下を伸ばし切った伊い織おりが、首を長くして女子たちの到着を待っている。いや、待ち切れなくなったのか、波打ち際ぎわへと走り出し、

「まだか～！　水着女子～！」

　と、海に向かって叫んでいた。

　伊織の魂たましいの咆ほう哮こうを遠くに聞きながら、空太はパラソルの設置を済ませた。

　龍りゆう之の介すけの隣となりに並んでビニールシートの上に座り込む。

「神かん田だ」

「ん？」

「パラソル、少し傾いているぞ」

「文句があるなら自分でやれ！」

　龍之介は涼すずしい顔で、ディスプレイを眺ながめている。

「神田」

「まだ、何か？」

「……留学娘のことだが」

　龍之介にしては歯切れが悪い気がした。いつもなら、誤解がないように、言葉を最後まで繫つなぐはずなのに……。ただ、最後まで聞かなくても、用件はなんとなくわかる。

「赤あか坂さかは、リタにグラフィックを任まかせるのに、やっぱり反対か？」

　後ろに手を突ついて、足を真まっ直すぐに伸ばした。

「神田は、前に言っていたな。将来的には藤ふじ沢さわ和かず希きのように、気き心ごころの知れた仲間と、ゲーム開発会社を起ち上げたいと」

「確かに言った。今もその気持ちは変わらない」

「留学娘は芸術の世界の住人だぞ」

「そうだな」

　空太も一度は気にしたことだ。だから、龍之介に指摘されても驚きはなかった。

「もじゃもじゃも、ピアノに未練たらたらだ」

　顔を上げた龍之介の瞳ひとみには、波打ち際ぎわで遊んでいる伊織が映っている。

「仕方ないだろ。伊織にとって、ピアノはそれだけ大きな存在なんだ。むしろ、簡単に諦あきらめて、俺たちとのゲーム制作に専念するなんて言われたら、俺はその方が信用できない。逃げてきただけに見えるだろうし、きっと、また逃げるだろうから」

「一いち理りあるな」

「だろ？　だから、きちんと悩んで結論を出した方がいいんだ」

　結果、やはり、空そら太たたちと同じ未来を思い描けなければ仕方がない。無理強じいはできない。

　その間も、伊い織おりは無む邪じや気きに波と遊んでいる。

「だが、留学娘もそうだが、ゲーム制作を一番に考えられなければ、いずれは僕や神かん田だとの間に、価値観のずれが生じるぞ。それが理由となって、意見の衝しよう突とつが発生する。本気であればあるほどに、目的意識の低い人間に足を引っ張られるのは耐え難がたい苛立ちとなる」

「……」

　淡たん々たんとしながらも、龍りゆう之の介すけの言葉には確かな熱と、実感がこもっていた。

「赤あか坂さかは、前にそういうことがあったのか？」

　そう聞きながら、空太はビニールシートの上に寝転がった。

「……」

　龍之介の返事はない。

「言いたくなきゃいいけどさ」

　たぶん、あったのだろうと空太は思った。そうでなければ、薄っぺらな言葉に聞こえていたことだろう。いつもそうだ。龍之介の発言には芯しんがある。それは、経験に裏打ちされた言葉だからなのかもしれない。

　そう思うと、龍之介の過去が気になった。

　一体、いつから龍之介はこうなったのだろうか。

　空太と出会ったときには、もう他人との接点を極きよく力りよく持たないようにしていた。そして、ひたすらプログラムを組み続けている。中学のときもそうだったのだろうか。その頃に、友達はいなかったのだろうか。いや、いたはずだ。修学旅行で訪れた北ほつ海かい道どう。そこで、偶然、龍之介を知る他校の生徒に出会った。聞いても、「中学時代の知り合いだ」とはぐらかされたが……。

　今聞いても、やはり同じ答えが返ってくるだろう。だから、空太は一度伸びをしてから、意識を元の話に戻もどした。

「そりゃあ、俺だって、ゲーム制作に興味があって、将来的にも一いつ緒しよにチームとしてやっていける面子メンツを揃そろえたいよ。理想を言えばさ。けど、そんな都つ合ごうのいい友達も知り合いもいない中で、リタや伊織がいてくれることはものすごく幸運だと思ってる」

「……」

「それに、こんなこと赤坂に言うまでもないことだろうけど、理想とは違ちがっても、今ある状況の中で、前に進んでいかない限り、何もはじまらないんじゃないのか？」

　待っていても、理想的な環境を誰かが提供してくれるわけではないのだ。

「それがわかった上での判断ならいい」

　はっきりとそう答えた龍之介の表情は、まだ曇くもっているように空太には見えた。何か深い霧きりをはらんでいる。それが何かわからない。

「ふたりで、楽しそうに何の相談ですか？」

　突然、視界に飛び込んできたのは、逆さかさまになったリタの顔。

　反射的に空そら太たは飛び起きた。

　パラソルの下を出た龍りゆう之の介すけは、それとなく空太の背後に身を隠かくしている。

「あれ～、ドラゴンは水着じゃないんだ」

　バナナボートや水みず鉄でつ砲ぽうを抱かかえた美み咲さきがつまらなそうな声を出す。

　眩まぶしすぎる水着姿すがたがふたつ。リタは青と白のストライプ、美咲はビビッドな黄色の一色。形はどちらも肌の露ろ出しゆつ面積の多いビキニタイプだ。

　色々とダイナマイトなリタと美咲の後ろには、真っ白い水着に身を包んだましろと、お尻しりまですっぽり隠れる裾すその長いＴシャツを着込んだ栞かん奈ながいた。

「イエス！　グラマラス！」

　飛び跳はねながら、伊い織おりが走ってパラソルまで戻もどって来る。

「素す敵てきです！　最高です！　リタさん！　美咲さん！　生まれてきてよかった～！」

　リタと美咲のナイスバディを目の前にして大興奮だ。折れた腕も一いつ緒しよに上げて、伊織は海に向かってバンザイをしていた。目の端はしに薄うつすら涙が浮かんでいるようにも見える。本当に感動しているらしい。

　それを、栞奈が侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで眺ながめている。

　空太が視線を向けると、

「こっち、見ないでください」

　と、真ま顔がおで怒られてしまった。

「どうした、ノーパン！　元気が足りないぞ！　夏の太陽に負けてしまうぞ！」

「突然、海に連れてこられたら、誰だって戸と惑まどいます」

　栞奈がきっぱりと反論する。けれど、その相手である美咲は、「ひゃっほ～！」と叫び、猛もうダッシュで大おお海うな原ばらへと駆かけ出している。

「ふぉろみ～！　いおりん！」

　律りち儀ぎに伊織も追いかけて行く。腕は大丈夫なんだろうか……。

「ほんとガキ。海ではしゃいで」

　飛び跳ねる伊織を、栞奈は呆あきれた目で見ていた。

「その割りには、熱心に水着を選んでいましたよね？」

　リタが意地の悪い笑みを栞奈に向ける。栞奈も裾の長いＴシャツの下には、ちゃんと水着を着ているようだ。

「そ、それは……」

「誰か、見せたい人でもいるんですか？」

　さらにリタが追い討うちをかけた。

　栞かん奈なは一いつ瞬しゆんだけ空そら太たを見たあとで、

「そ、そんな人いません」

　と、力強く否定する。

「私は見せたい人がいるのに、残念ですね。この水着、どうですか、龍りゆう之の介すけ」

　少し前かがみになって、リタが胸元を強調する。

　龍之介を背後に庇かばった空太の視界には、山と谷間の大パノラマが広がった。目のやり場に困るどころではない。完全に不可抗力なのだが、ましろが「むう」と唸うなっていて、なんとも居い心地ごこちは悪かった。

「どうなんですか、龍之介？」

「そんな格かつ好こうで、僕の視界に入るな。話しかけるな」

「私の水着姿すがたを見たら、伊い織おりのようにはしゃぐのが普通だと思うんですけど」

　なんて自信満まん々まんな発言だろうか。それが嫌いや味みに聞こえないのは、誰もが認める事実だからだろう。

　はっきり言って、リタの水着姿の破は壊かい力は半はん端ぱじゃない。側そばにましろがいるとわかっていても、視線を持っていかれてしまう。

　また「むう」とましろが唸っている。今回は顔に水までかけられた。

「うわっぷ！」

　驚きながら、顔にかかった水を払い、

「なにすんだ！」

　と、水みず鉄でつ砲ぽうを構えたましろに反射的に抗議する。

「空太、リタばっか見てる」
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「み、見てない！」

　無罪を証明しようと、まじまじとましろの体に視線を這はわせる。胸元に小さなリボンがついた白のビキニ。肌の白さともあいまって、清せい楚そな印象を引き立てている。けど、不ふ思し議ぎと今のましろからは壊こわれ物のような儚はかなさは感じなかった。薄うつすらと浮かんだ汗のせいか、日焼け止めのせいかはわからないが、いつもより肌が色っぽく見える。

　それを自覚した瞬しゆん間かん、心臓がどくんと跳はねた。

　ましろの細い首くび筋すじから鎖さ骨こつのラインを伝い、汗の滴しずくが落ちていく。それは華きや奢しやなましろのイメージよりも意外と膨ふくらんだ胸元に吸い込まれていった。

　ウエストは理想的にくびれ、お尻しりへと広がっていく曲線はとても滑なめらかだ。

　ごくりと喉のどが鳴る。

　その肌に触れたいという衝しよう動どうが、空太の体の芯しんを駆かけ抜ぬけていた。

「空太？」

　ましろに名前を呼ばれて我に返る。

「あ、いや、その……ちゃ、ちゃんと日焼け止めは塗ぬったか？　あ、あとで、ひりひりして大変だぞ、お前、太陽に弱そうだし」

　しどろもどろになりながら、空そら太たは体を疼うずかせる欲望を必死にごまかした。

「塗ったわ」

「心配なら、空太が塗ります？」

　日焼け止めのチューブをリタが差し出してきた。

　思わず受け取りそうになった手を、空太は慌あわてて引っ込める。リタは残念そうだ。

「あ、そうだ、リタ」

　少し強引だが、空太は話題を変えることにした。公衆の面前で悶もんもん々とした気分になるのは何かとまずい。

「確認だけど、リタはゲーム制作に参加してくれるのか？」

「昨日、そう言いましたよね？」

「リタは画家を目指しているんだろ？」

　実力も十分で、美術展に作品を出展しているほどだ。

「そちらはご心配なく。焦あせらずに作品づくりをすることに決めたんです。日本への留学もその一いつ環かんで、絵画に捉とらわれずに様々な表現方法を学ぶためなんです。決して無駄にはなりません。むしろ、貴重な経験になると思います」

「なら、俺はいいんだが……」

　空そら太たとリタの視線は、同時に龍りゆう之の介すけに向けられた。当の本人は気にした様子もなく、今度はスマホを出して、何やらアプリを起ち上げている。

「『僕は絶対に反対だぞ』とか、言わないんですか？」

　怪け訝げんな表情でリタが首を傾かしげている。

　そんなリタを龍之介は一いち瞥べつしただけで、

「僕は合宿所に戻もどるぞ」

　と言い捨て、防ぼう波は堤ていの方へとひとりですたすたと行ってしまう。

「あ、龍之介！」

　リタの呼びかけにも立ち止まらない。振ふり向きもしなければ、反応すらなかった。すぐにその後ろ姿すがたは小さくなり、階段を上って防波堤の向こうに消えた。

「龍之介、どこか変ではありませんか？」

　リタはまだ防波堤の向こうを見ている。

「ああ……そうかも」

　同意した空太の横で、ましろは小さく首を捻ひねっている。栞かん奈なはパラソルの下に入って、鞄かばんから文庫本を取り出していた。何も言わずにひとりでページを開く。

「いつもでしたら、はっきり反対意見を口にするはずなんです」

「確かにね」

「文句を言いながら、海にもついてきましたし……」

「それは、俺やリタがしつこく誘さそったからじゃないか？」

「だとしても、やっぱり変です」

「でも、最近の赤あか坂さか、結構そういうとこあるぞ」

「たとえば？」

「絶対に来ないと思っていた修学旅行にも来たし」

　毎日、ホテルに缶かん詰づめで、少しも協調性はなかったが……。

「他には？」

「伊い織おりが入院中、一いつ緒しよに見舞いにも行ったし」

「……どうも、これは調査する必要がありそうですね」

　リタは自分の唇くちびるに指で触れて、何か考え事をしている。

「龍之介に、何か変わったことでもあったんですか？」

「リタが来た」

「私は真ま面じ目めに聞いているんです」

　美人が怒ると、とても迫力がある。

「俺も真面目に答えているんだけどね……」

　他に何かあっただろうか。リタが来て、ゲームキャンプの審しん査さも通過して……それ以上の出で来き事ごとと言えば、あれしかない

「修学旅行先でさ、赤あか坂さかが中学時代の友人と会っているのを見たんだ」

　あれは初日の夜。札さつ幌ぽろで泊まったホテルでのこと。

「男ですか？　女ですか？」

　一歩身を乗り出して、リタが聞いてくる。

「男がひとりで、女がひとりだよ」

「まさか、龍之介の昔の彼女ではないですよね？」

「さあ、それはわからないけど……」

「その可能性もありそうだったということですか!?」

　リタが空そら太たに摑つかみかかってくる。

「ど、どうだろうな。わけありな感じはした」

　色いろ恋こい沙ざ汰たが原因なのかはわからない。ただ、何かあったのだという空気だけは明らかに存在していたと思う。

「俺も、その子に、変なこと言われたしさ」

「変なこと？」

「風ふ呂ろから戻もどるときに、すれ違ちがったんだよ」

　名前は池いけ尻じり麻ま耶や。都会の学校に通う今いま風ふうの女子という感じだった。

「赤あか坂さかとゲームを作るのはやめた方がいいって」

「それに、空そら太たはなんて答えたんですか？」

　リタの瞳ひとみの奥には真剣な光が宿っている。

　だから、空太はちょっと恥ずかしかったけど、事実をありのままに告つげた。

「やめるのは無理だと思うって答えた」

「……」

「俺は、赤坂と一いつ緒しよにやりたいって言っておいた」

　リタは何度か瞬まばたきを繰くり返したあとで、

「それ、素す敵てきです」

　と、微笑ほほえんだ。

　面と向かって褒ほめられるのは、何とも気恥ずかしい。しかも、その相手がリタのような美人とくれば、多少はにやけてしまうものだ。

　そんな空太の口の中を狙ねらって、ましろが再び水みず鉄でつ砲ぽうを発射してきた。水は勢いよく空太の喉のどを直ちよく撃げきする。

「ごほっ！」

　無ぶ様ざまなあえぎ声をもらし、空太は激しく咳せき込んだ。

「な、なにすんだ、いきなり！」

「また、リタばかり見てる」

　ましろは頰ほおをぱんぱんに膨ふくらませている。

「そ、そりゃあ、結構大事な話の真まっ最さい中ちゆうだったからな！　子供の頃に言われただろ？　話をするときには相手の目を見るようにって！」

「あら、でしたら、空そら太たは失格ですね」

「どこがですか？」

「だって、何度もちらちらと私の胸元を見ていたではありませんか？」

「ち、違ちがう！」

　とっさに否定はしたが、続きの言葉が出てこない。事実だけに反論のしようがなかった。

「空太先せん輩ぱい、最低ですね」

　文庫本から目を離すことなく、栞かん奈なまで空太を責めてくる。確かに、空太が悪いのだろう。とは言え、これが健全な青少年の反応なのだ。青少年保護条例とかで、守ってもらいたい。

「空太、大きい方が好きなのね」

「いや、これはだな！」

　弁解をしようとした矢や先さき、空太の後頭部に何か大きなものが追つい突とつしてきた。

「んが！」

　勢いに押されて、前につんのめる。砂に足を取られたせいで、完全にバランスを崩くずした。

　少し遅れて、

「バナナボートブーメランッ！」

　という、往おう年ねんのロボットアニメを彷ほう彿ふつとさせる技わざ名めいが背後から聞こえてくる。

「先に言え～！」

　美み咲さきに文句を言いながら、空太は目の前にいたましろを巻き込むような形で、砂浜に倒れ込んだ。

「うわっ」

「……あっ」

　誰がどう見ても、押し倒した体勢だ。

　全身にましろの体温がねっとりと張り付いてくる。ましろの首くび筋すじに顔を埋うめ、胸から腹にかけて肌はぴったりと重なっていた。片方の足はましろの太ももに挟はさまれている。空太の右手は、ましろの胸のふくらみの上だ。驚いた体から、一いつ斉せいに汗が噴ふき出す。

「白昼堂々押し倒すだなんて、空太は意外と大だい胆たんなんですね」

　楽しそうなリタの声で正気を取り戻もどし、空太は慌あわてて立ち上がった。ましろの手を引いて、起き上がらせることも忘れない。

　咳せき払ばらいをしながら、体に付いた砂を払う。ましろの方は、リタが払ってくれていた。

「わ、悪い……」

「……うん」

　ましろはわずかに俯うつむき、空そら太たと視線を合わせようとしない。心なしか頰ほおが赤いようにも見える。気のせいだろうか。

「てか、美み咲さき先せん輩ぱい！」

　ちゃんと文句を言ってやろうと、美咲の方へと向き直った。今度はシャチボートトマホークを放とうとしている……というか、ジャイアントスイングの要領でぶん投げてきたので、両手でがっちり受け止めた。

「シャチボートトマホークッ！」

　技わざ名めいは正しかったようだ。少しもうれしくはないけど……。

「ほら～！　こーはいくんたちも早く早く！　向こうの小島まで競争だ！」

「遠泳なんてしてたまるか！」

　見たところ、小島は四キロほど先だ。

「いきましょ、ましろ」

　リタがましろの手を取って、波打ち際ぎわへと駆かけて行く。

　すぐさま追いかけようとした空太だったが、その前にパラソルの下にいる栞かん奈なに声をかけた。

「栞奈さんも」

「私はいいです」

「でも」

「荷物、誰か見てないといけませんから」

　栞奈は頑かたくなに動こうとしない。

「それと、あのバカに言っておいてください。絶対に右腕は海に入れないように」

　立て続けに言われて、説得は難しそうだと空太は判断した。

「わかった。じゃあ、荷物、お願い。あとで交代するからさ」

　そう頼んでから、空太も海へと駆かけ出した。




　まずはバナナボートにましろを乗せて海に入り、空太はゆらゆらと波に揺ゆられた。夏のはじめの海水温はまだ少し低い。けれど、それが照りつける太陽の日差しを心地ここちよいものにしてくれた。

　のんびりとした時間。いきなりではあったけど、海にやって来てよかったと空太は思っていた。ましろの水着姿すがたも見られたことだし……。

　だが、そんな平へい穏おんな時間が長く続くわけもない。すぐにリタをシャチボートに乗せた美み咲さきが猛もうスピードで接近してきて、砂浜までレースをする運びとなった。

　結果は言うまでもなく敗北。罰ばつゲームとして空太は砂に埋うめられた。

「ましろのお尻しりばかり見ていたから、負けてしまったんですよ」

　空そら太たに砂を盛りながら、リタがそんなことを言ってくる。

「見とらんわ！」

　まあ、本当は見ていたのだが……。でも、仕方がないのだ。後ろからバタ足でボートを押していれば、目の前にバナナにまたがったましろのお尻が来てしまう。どうしたところで視界に入ってしまう。ちょっと触ってみようかとか思ってしまうのだ。実際に触る勇気はもちろんないのだが……。

「……」

　ましろはそれとなく両手でお尻を隠かくしている。

「空太のエッチ」

「リタを見ては怒られ、ましろを見ても怒られて、俺はどうすればいいの!?」

「知らない」

　ぷいっと顔を背そむけられてしまう。地味に傷付く。

　罰ばつゲームが終わると、波打ち際ぎわでしか遊べない伊い織おりも交まじえ、美み咲さき発案の水みず鉄でつ砲ぽう合がつ戦せんをすることになった。

　チームは男女で分けて、空太、伊織ペア対ましろ、リタ、美咲の連合軍。

　お互いの陣じん地ちに砂山を作り、そこに旗を立てた。その旗を取られたら負けというルールだ。あとは、水鉄砲の直ちよく撃げきを顔面に受けてもアウト。ボディのヒットはノーカウント。

　全部で三回戦が行われ、結果は空太たちの三連敗。殆ほとんど動かないましろと、意外とどんくさいリタは倒せるのだが、戦場を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回る美咲だけは手に負えなかった。事実上、美咲ひとりに敗北したと言っていい。ちなみに、チームメイトの伊い織おりは、主に大きく揺ゆれる美咲の胸に見み惚とれて、毎回瞬しゆん殺さつされていた。

「もう、空太は酷ひどいです。私の顔にいっぱいかけて」

「わたしも、たくさんかけられたわ。勢いよく」

「海水をな！」

　水鉄砲合戦に飽あきると、今度は砂浜で砂の彫ちよう刻こく対決が開催された。もちろん、言い出しっぺは美咲だ。

　空太、ましろ、リタ、美咲、伊織の順番で横一列に並び、それぞれの作品を作成する。

　空太は簡単に作れそうな富士山に挑戦することにした。砂を集めて、水で固めて、概おおむね山の形になったところで立ち上がり、それとなく敵情視察を行う。

　隣となりのましろは『にゃぼろん』を作っているようだ。世界レベルの芸術的センスのなせる業わざなのか、これが結構上う手まい。その奥のリタは、にゃぼろんの敵役である『猫ねこ背ぜのアイン』を作っているようだ。これも、ぱっと見でそれとわかるクオリティ。芸術の世界で生きている人間だけのことはある。

　ただ、そのふたり以上の存在感を放っている人物がいる。美み咲さきだ。空そら太たの記憶が正しければ、あれはカッパドキア。トルコにある岩がん石せき遺い跡せき群ぐんの世界遺産。気球に乗って観光するのが人気らしい。美咲ひとりだけ規模も次元も違ちがっている。

　このままでは空太に勝ち目はない。罰ばつゲームへと一直線だ。

　でも、最後の伊い織おりは、空太と同じような山を作っていた。ただし、ふたつ。双ふた子ご山やまだろうか。やたらと楽しそうな伊織の横顔を見た瞬間、その認識が間違いであることに空太は気づいた。ふたつの山。その正体は、おっぱいだ。

「伊織にだけは負けたくないな……」

　とは言え、遊びっぱなしでさすがに疲れた。水分補ほ給きゆうでもした方がいい。

「飲み物持ってきますね」

　ついでに、栞かん奈なと荷物の番を代わろう。

「よろしく、カッパドキア！」

　謎なぞの挨あい拶さつに見送られ、空太は荷物を置いたパラソルに足を向ける。すると、足音がひとつ追いかけてきた。

　隣となりに並んだのはましろだ。

「わたしも手伝うわ」

「おう」

　珍しいこともあるものだ。いつも、空太にお任まかせのましろが手伝ってくれるなんて……。もしかして、彼女としての自覚というやつだろうか。そう思うと顔がにやけてしまう。

「空太のゲーム」

「え？　手伝うって、そっちの話か……」

　どうやら、思い違ちがいをしていたらしい。

「うん。空太の力になりたい」

　ましろがはっきりと頷うなずく。

「お前、漫まん画がの連れん載さいがあるだろ？」

「一いつ緒しよにできるわ」

「でも、ダメだ」

「どうして？　リタはいいのに」

　唇くちびるを突つき出して、不満をアピールしてくる。

「そんな顔してもダメだからな」

　油断するとかわいい顔に押し切られてしまいそうだ。

「どうして？」

「お前がやりたいのはゲーム制作じゃなくて、漫画の執しつ筆ぴつで……だから、違うんだよ」

　歯切れの悪い答え方になったのは、空太自身が自分の気持ちに自信を持てずにいたからだ。

　理由も自覚している。空そら太たの胸中には、ましろの力を借りずに、自分の力で何かを成なし遂とげたいという想いが燻くすぶっているのだ。強きよう烈れつな感情ではない。ただ、深いところに居座っていて、無視のできない存在感を放っている。

　くだらないプライドなのかもしれない。取るに足らないこだわりなのかもしれない。だけど、今はましろを制作チームの一員として考えることが空太にはできなかった。

「……」

　言葉が続かない。隣となりでましろが待っているのがわかっても、言えることはもうなかった。すると、ましろは、

「もういい」

　と、拗すねたような口調で言って、来た道を引き返していく。

　空太は追いかけることができなかった。

　少し時間を置いてまた話そう。わかってくれるかはわからないけど、それ以外の手段を空太は知らなかった。

　気を取り直して、パラソルに向き直る。もう十メートルほどの距離だ。

　栞かん奈なは今もパラソルの下にいる。手には文庫本。だけど、読んではいなかった。

　すぐ側そばにふたり組の男がいるのだ。どちらも似たような長さの茶髪。海パン一いつ丁ちよう。声は聞き取れなかったが、陽気な態度で栞奈に話しかけている。栞奈の方は、迷めい惑わくそうに視線を落としていた。

　ふと、空太と視線が合うと、困ったような目で訴うつたえかけてくる。

「どうかした？」

　近づきながら声をかけた。ふたり組の男が同時に振ふり向く。たぶん、年齢は空太と変わらない。身長が空太よりも低い分、年下にも見える。

「なんだ、彼氏いるのか」

「最初から言ってよ、も～」

　ふたりとも露ろ骨こつにガッカリした様子で、「お邪じや魔ましました～」とか言いながら遠ざかっていった。世に言うナンパというやつだったようだ。

　ふたり組の男は、

「あの子かわいくね？」

「お前、あんな金髪美人に声かける勇気あんの？」

「ないわ～」

　とか、言いながら、やがて他の海水浴客に紛まぎれて見えなくなった。

　日も高くなるにつれて、人もだいぶ増えてきている。五、六メートルおきに、パラソルが立てられ、ビニールシートが敷しかれていた。

　気を取り直して栞奈に向き直る。栞奈はじっと空太を見ていた。

「な、なに？」

「どうして、否定しなかったんですか？」

「え？」

「私、空そら太た先せん輩ぱいの彼女になった覚えはありません」

　どこか拗すねたような口調だ。

「ああ、それは……うん、ごめん。でも、まあ、誤解された方が、早く済むかと思って。栞かん奈なさんには迷めい惑わくで、嫌いやだったかもしれないけどさ」

「迷惑ではないですけど」

　その声は、小さくてよく聞こえない。

「ん？」

「嫌でもないです」

　それもまた、殆ほとんど聞き取れなかった。

「椎しい名な先輩が怒りますよって言ったんです。浮気して」

「これ、浮気に入るの？」

「知りません」

　栞奈が振ってきた話なのに、取りつく島もない。

「いいんですか？　椎名先輩たちを放っておいて」

　美み咲さきたちと合流したましろは、引き続きにゃぼろんの作製に没ぼつ頭とうしている。

「たぶん、伊い織おりには勝てると思うから大丈夫だ」

「誰もそんな心配はしていません。私なんかより、あの三人の方が、ナンパされますよ、絶対に」

「その件に関しては、心配ないんじゃないかな」

「どうしてですか？」

「水みず鉄でつ砲ぽう合がつ戦せんやってるときに、何人も寄ってきたけど、全部美み咲さき先輩が左手の指輪で、見み事ごとに撃げき退たいしてたからさ」

　日焼けしたイケメンたちは、相手が人ひと妻づまだとわかると、へこへこしながら逃げていったのだ。

「荷物の番、俺が交代するから栞奈さんも一いつ緒しよに遊んできたら？」

「酷ひどいこと言いますね。空太先輩は」

「え？　どこが？」

「あの三人と一緒にいたら、惨みじめな気持ちになります」

「そうなんだ」

　曖あい昧まいに返事をする。なんとなく栞奈に視線を向けると、鋭く睨にらまれた。

「こっち、見ないでください」

　お尻しりまですっぽり隠かくしたＴシャツの裾すそを、さらに下に伸ばそうとする。引っ張りすぎて逆に片方の肩がつるんと顔を出した。水着の肩紐ひもがちらりと見える。

　予期せぬ事態にびっくりした栞かん奈なは、すかさずその肩を隠かくした。顔は真っ赤だ。

「まさか、はいてないってことはないよね？」

　気を紛まぎらわせるために、冗談を口にする。

「空そら太た先せん輩ぱいは、私のことをどういう目で見ているんですか？」

　返ってきたのは変へん態たいを見るような視線。いや、たぶん、『ような』は不要だ。

「ちゃんと下も、水着を着てます」

「それを聞いて一安心だよ」

　スカートもはいていない状態なので、もしノーパンだったら冷や冷やものだ。

「てか、ここ最近、そっちの方はどうなの？」

「……」

　今度は無言で睨にらまれた。

「変な意味じゃなくて、執しつ筆ぴつは順調なのかなって意味だからね！」

「前に作ったプロットとは、だいぶ、内容が違ちがっていますが……書けてはいます。夏休みが終わるまでに一いつ稿こうを書き上げる予定です」

「そっか。それはよかった」

　栞奈のノーパンの原因は、執筆に対するストレスにあるのだ。それが上う手まくいっているのはいいことだ。これで、大だい胆たんなストレス発散をする必要もなくなる。

　案外、伊い織おり当番をしていることが、いい傾向を生んでいるのかもしれないと空太は思った。何かと騒がしい伊織の側そばにいれば退たい屈くつはしないだろうし、ずっとひとりで考え込んで煮に詰つまっていくという時間も減ったはずだ。

　それを栞奈に言ったところで、全力で否定されるだろうが……。

「ちなみに、どんな話なんだ？」

　確か、次回作は恋愛ものにすると言っていたが……。

「とても綺き麗れいな彼女がいる男の子に、片思いをする冴さえない女の子の話です」

　栞奈は無感動に海を見ている。

「それはなんていうか……切せつなそうな話だな」

「そうですね」

　栞奈の横顔も、どこか切なさを含ふくんでいた。

　じっと見ていると、また睨まれそうだったので、空太はクーラーボックスに手を伸ばした。中からジュースを取り出す。

「はい、これ、みんなに持って行ってあげて」

　栞奈はすぐには受け取らない。

「先輩は、そんなに私の水着を見たいんですか」

「見たいか見たくないかで言えば、見たいかな」

「……」

　罵ののしられる覚かく悟ごだったが、栞かん奈なは何も言ってこない。俯うつむいて考え込んでいる。その頰ほおは、少し赤い。

「先せん輩ぱいがそう言うなら、少しだだけ……」

　小声で呟つぶやくと、栞奈は座ったままＴシャツをゆっくりと脱いだ。ピンクに白の水みず玉たま模も様ようが入ったセパレートの水着。下はミニスカートのようになっている。

「どうせ、似合わないのはわかってます」

「俺、何も言ってないよね？」

「言わなくていいですから」

「似合ってると思うのに？」

「い、言わなくていいって、言ったじゃないですか」

　早口にまくし立てると、栞奈は空そら太たの両手からジュースを奪うばい、美み咲さきたちのもとへと逃げ出していく。

　すぐさま気づいた美咲がジュースを受け取り、栞奈を砂の彫ちよう刻こく対決に参戦させていた。

　栞奈は伊い織おりの隣となりに移動し、まずは卑ひ猥わいにそびえるふたつの山やまを踏み付けて破は壊かいする。

「ぎゃああああ！　俺のおっぱいが！」

　という、悲鳴がここまで聞こえてきた。

　しばらくの間、空太はその様子を後ろから眺ながめていた。




　十分ほど経過すると、先に作品を完成させたリタが、パラソルの下へと戻もどってきた。

「よいしょ」

　と、お尻しりの砂を払いながら空太の隣となりに座る。

　空太はクーラーボックスから出したジュースをリタに差し出した。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

「私、空太に大事な話があるんです」

「大事な話？」

「あまり、ましろ以外の女の子にやさしくしたらダメですよ」

　リタの目は、真まっ直すぐましろたちに向けられている。しかも、その中の一点、栞奈の背中を見ているように思えた。

「誰のことか、わかりますよね？」

「リタの方こそ、昨日の今日でよくわかるね」

「伊織が骨折した理由を聞きました。空太とましろのデートを、栞奈と一いつ緒しよに追つい跡せきしていたからだと」

「まあね」

「どうして追跡されていたのか、その理由くらい考えましたよね？」

「……それなりに」

　返事を濁にごしたのは、きちんと理由を考えたからだ。そして、その理由に心当たりもあった。

「それなりではダメです」

　ずいっとリタが身を乗り出してくる。真剣に怒った顔だ。

「でもさ……仮に栞かん奈なさんの気持ちがそうだったとして、その……栞奈さんは俺とましろが付き合っているのを知っているんだぞ？」

　ちょっと口に出すのは恥ずかしい台詞せりふだ。

「だからこそ問題なんじゃないですか」

「……」

　確かにその通りだ。

「すぐに諦あきらめて気持ちに整理を付けられるような子だったら、私もわざわざこんな話を空そら太たにはしません」

「ですよね」

「空太はもっとましろのことだけを考えてください」

「……これでも考えてるんだけどな」

「恋人らしいこと、ちゃんとふたりでしてますか？」

「デートはしてるよ」

「どんなデートですか？」

「水族館に行ったり、買い物に出かけたり、その辺をぶらぶらしたり」

「それだけですか？」

　なにやら不ふ穏おんな空気をリタから感じる。「返答しだいでは怒りますよ」と、目が語っている。

「こ、この前は、プリントシール機で写真だって撮とったぞ？」

　デートの帰りがけにゲームセンターの前を通りがかると、ましろが撮りたいと言い出したのだ。シールを持って出てきたカップルを見て、興味を持ったらしい。

　証拠品の提示とばかりに、空太は荷物から財布を取り出して、ましろと撮った写真シールをリタに見せた。

「なんですか、これは？」

　にこやかにリタがプレッシャーをかけてくる。

「私には、空太とましろが並んで立っているようにしか見えないのですが？」

「な、なにかご不満でも？」

「ふたりは恋人同士なのですから、もっと密着するべきです。腕を組むとか、抱きつくとか……私だったら、龍りゆう之の介すけのほっぺたにキスくらいしますよ？」

「赤あか坂さかには、プリントシール機に誘さそわれたら、気を付けるように言っておくよ……」

　けれど、リタの主張には納得もしていた。なるほど、デートとはそういうことをすればいいのかと感心してしまう。並んで写真を撮るだけなら、付き合う前にだってできたのだ。ここは素す直なおに反省しておこう。

「空そら太たはましろのことを考えて、きちんと行動もしてください」

「……行動、ね。それは大事だな」

　心の底からそう思う。けど、本当に行動していいのだろうか。ましろに何かしてもいいのだろうか。ましろの嫌いやがることをして、取り返しのつかない事態に陥おちいったりはしないだろうか。

「とは言っても、何かするには障害もあるんだよ」

「たとえば？」

「さくら荘そうは学生寮りようです」

　二度目のキスだって、まだしていない状況だ。

「壁かべも薄いので、声が隣となりに聞こえそうですね」

「だろ？」

「なら、ふたりきりになるチャンスがあれば、空太も狼おおかみさんに変身するんですか？」

　からかうようにリタが顔を覗のぞき込んでくる。

「そりゃあ、俺も男だからね」

　そう強がれたのは、さくら荘でふたりきりになる機会など、そうそう訪れることがないのを空太は知っていたからだ。はたして、ましろがさくら荘に来てから、そんな日があっただろうか。記憶にない。

「その言葉、忘れないでくださいね」

　口の端はしを持ち上げて、にっとリタが笑う。空太を挑ちよう発はつしているのだ。

「今後のために、ひとつ聞いておきたいんだけどさ」

「なんですか？」

「女子って、その辺について……どう思ってるんだ？」

「そ、それは……その、い、いざそういうことをするとなったら、け、経験がないので、色々と抵抗はありますけど……」

　どんどんリタの声は尻しりすぼみになっていく。

「けど？」

「そ、その先は自分で考えてください！」

　珍しくリタが顔を真っ赤にしている。いつも余裕があるように見えて、リタは男子と付き合ったことがないのだ。この手の話には、意外と免めん疫えきがないらしい。

「ま、ゆっくりやるよ。急ぐことでもないだろうしさ」

「それ、ましろも同じ気持ちならいいんですけど」

「え？」

　疑問の言葉を返そうと口を開きかけた空そら太ただったが、鞄かばんの中で鳴り出したケータイにタイミングを取られてしまった。

　発信者は千ち尋ひろだ。

「はい、神かん田だです」

「はい、神田ですじゃないわよ、あんた」

「すいません。どんな電話の取り方をすればいいんですか？」

「あんた、大事なこと忘れてんでしょ」

　空太の質問に答えてくれる気はなさそうだ。

「大事なこと？」

「学期終わりの風ふう物ぶつ詩しよ」

「……あっ！」

　一いつ瞬しゆん、遅れて『大事なこと』を空太は思い出した。

「追試！」

　空太のではない。ましろの追試だ。いつも試験で０点しか取らないましろは、毎学期の終わりに追試を受けている。付属推すい薦せんの合ごう否ひや、『ゲームキャンプ』のことに気を取られて、すっかり忘れていた。

「はい、正解。わかったんならさっさと帰ってきなさい。午後から受けられるようにしておいてあげたから」

「え？　今から!?」

　そろそろ時刻は正午になる。急いで帰れば、午後二時くらいには戻もどれるだろうか。

「んじゃ、よろしく」

「いや、ちょっ！」

　待ってくださいと続ける前に、通話は途と絶だえた。

「ちっとも、よろしくねー！」

　叫んだところで、現実は何も変わらない。だが、叫ばずにはいられなかった。




　　　　３




　とにかく急いで空太はましろと一いつ緒しよに海からさくら荘そうへと戻った。バスと電車を乗り継つぐこと約二時間……海で遊んだあとの体には、耐え難がたい苦痛だったが、文句を言ってもはじまらない。

　休む間もなく制服に着替え、試験の模も範はん解答をましろに覚えさせ、空太はダッシュで学校に向かった。

　到着したのは二時半。

　待っていた追試の担当教師に、へこへこと頭を下げて許してもらう。その間、ましろは横で突っ立ったままだった。

　そのましろが追試を受けている間、空そら太たは教室で爆ばく睡すいした。目を閉じたら一いつ瞬しゆんで意識は夢の中へと落ちていたのだ。

　追試を終えたましろにゆさゆさと揺ゆすられて目を覚ましたときには、周囲はすっかり暗くなっていた。

　誇らしげに百点の答案用紙を見せてきたましろにげんなりしつつ、

「んじゃ、帰るか」

　と言って、ふたりで下校した。

　学校からの帰り道、何度もあくびがもれる。

「はあ、ほんと疲れたな……」

　ましろは帰りの電車の中で爆睡していたからか、思ったよりも元気そうに見える。

「追試のこと、ちゃんと覚えておいてくれよな」

　今日は罰ばつゲームのような強行日程だ。文句のひとつも言いたくなる。追試のことを覚えていれば、最初から海には行かなかった。

「覚えてたわ」

「……ましろさん、今、なんと？」

「覚えてたわ」

「なら、なんで言わなかったの!?」

「海に行きたかった」

「海、好きだったのか？」

「空太と海に行きたかった」

「……そ、そうか」

　そう言われて悪いはしない。むしろ、うれしい。

　妙みような気恥ずかしさを抱かかえたまま、空太はましろとさくら荘そうに帰ってきた。

　時刻は七時を回っている。

「ただいま～」

　千ち尋ひろがいると思い、そう声に出しながら扉を開けた。

「……って、あれ？」

　でも、どうしたことか、室内は暗い。玄関の外は街灯があったので気にならなかったが、入ってみると玄関の中も廊下も電気がついていなかった。

　それどころか、千尋が使っている管理人室やダイニングからも光がもれていない。

「先生？　帰りましたけど？」

　靴を脱ぎながら廊下の電気をつけて、玄関マットの上に上がる。

「……」

　特に返事はない。物音もしなかった。

「ビールでも買いに行ってんのか？」

　それなら、すぐに帰ってくるだろう。そう気楽に考えた空そら太ただったが、

「千ち尋ひろ、温泉ね」

　という、ましろの声を聞いて、怪け訝げんな表情になっていた。

「はい？」

「小こ春はると温泉に行ってくるって」

　ましろは下げ駄た箱ばこの上に置かれた紙切れを、空太に見せてくる。

　──小春と熱あた海みの温泉に一泊してくるから、戸と締じまりとか諸もろ々もろよろしく。千せん石ごく千尋

　その筆ひつ跡せきとふざけた文句は、まぎれもなく、千尋の置手紙だ。

「ったく、あの人は……仕方ないな」

　呆あきれてため息を吐つく。

「じゃあ、今夜は、俺とましろだけか」

　その言葉は、無意識に口から出ていた。

「……」

「……」

　けど、それが空太に重大な事実を気づかせてくれた。

　龍りゆう之の介すけも、伊い織おりも、栞かん奈なも、リタも、お隣となりの美み咲さきも今日はいない。海辺の合宿所だ。今頃はリタの歓迎会が行われ、全員で鍋なべを囲んでいるのではないだろうか。きっと、そうだ。

　何鍋だろう。空太も参加したかった。

　いや、そんなことはこの際どうでもいい。今、考えなければならないのは、もっと別のこと……。

　よりによって、監かん督とく役の千尋まで不在……ということは……。

「今夜はふたりきりね」

「……そう、だな」

　気にしていない風を装よそおったつもりだったが、空太の声は見み事ごとに上うわ擦ずっていた。

「き、着替えて、そ、そのさ、め、飯にしようか。よし、そうしよう！」

　空太はましろの顔を見ることもできず、早足で１０１号室に逃げ込んだ。

　急いでドアを閉める。それで状況が変わるわけもないのに。

「ふたりきりって……まじか」

　そう呟つぶやいた空太の足元には、サバトラのつばめがすり寄ってきていたが、舞い上がった気持ちの熱を冷ます効果はまるでなかった。




　風ふ呂ろを沸わかし、食事の準備を淡たん々たんと済ませ、約三十分後に空そら太たはましろと少し遅めの夕食を取った。

　もちろん、ふたりきりだ。

　会話は殆ほとんどない。

「空太、醬しよう油ゆ取って」

「お、おう」

　記憶しているのはたったそれだけ。とにかく、目の前のおかずを片付けることに空太は集中した。一秒でも早く部屋に帰りたかった。

　食事が終わると、空太、ましろの順番で風呂に浸つかり、一日の疲れを癒いやした。

　そのあとで、もう半分残っている明日の追試に備え、空太は部屋でましろに模も範はん解答を暗記させた。なにひとつ手間取ることはない。見てすぐにましろは覚えてしまうのだ。どういう脳の働きをしているのかは知らないが、前に絵だと思えば覚えられると言っていた。なんとも羨うらやましい能力だ。

　そんなわけで、追試対策はものの数分で終わり、あとは寝るだけとなった。

「あ、明日は遅刻しないように、早く寝ないとな」

　声はどうしても裏返る。この状況を意識するなと、頭の中で何度も言い聞かせてはいるのだが、どうもそれは逆効果だったようだ。視線は折り畳たたみ式のテーブルの前に座ったましろの唇くちびるや、少し開いたパジャマの襟えり元もとに行ってしまう。ぴたっと張り付いたパジャマのズボンには、薄うつすらパンツの線が透すけている。

　そんなところばかりを見ている自分に気づき、空太はましろから目を背そむけようとする。でも、お風呂上がりでいい香りを漂ただよわせたましろの引力に逆らうのは果てしなく難しい。どうしても目が吸い寄せられてしまうのだ。

　完全に、おかしなスイッチが入ってしまっていた。

「ほ、ほら、部屋戻もどって寝ろ」

「……うん」

　床にぺたんと座っていたましろがゆっくり立ち上がる。部屋から真まっ直すぐに出て行こうとして、入り口で振ふり向いた。

「空太」

「な、なんだ？」

「おやすみ」

「お、おう、おやすみ」

　ましろは追試の模も範はん解答を持って、部屋を出て行く。小さな足音は、徐々に遠ざかり、二階へと上がっていった。

　それが完全に聞こえなくなったところで、空そら太たは「はあ～」と、大きく息を吐はき出して、ベッドに背中から倒れ込んだ。

「危なかった……」

　あのまま、ましろに部屋にいられたら、理性が飛んでいたかもしれない。

　けど、これで危機が去ったとも言い切れないのが悲しい。興奮した体の熱は、一向に冷める気配がないのだ。

　ましろの姿すがたが見えなくなっても、頭の中にましろの姿を思い描いてしまう。それも、昼間見ていた水着姿や、お風呂上がりで肌が朱しゆ色いろに染まったましろばかりを……。

「これ、やばいだろ」

　今夜はふたりきりだ。

　さくら荘そうでふたりきりなのだ。

　空太とましろのふたりきり……。

　ごくりと喉のどを鳴らしていた。

　──ふたりきりになるチャンスがあれば、空太も狼おおかみさんに変身するんですか？

　リタと話した際には、そんな事態は訪れないと高たかをくくっていた。だが、想像よりもはるかに早いタイミングで、そのときはやってきてしまった。

　またとないチャンスが……。

「いや、待て、なんだよ、チャンスって……」

　自分の思考にツッコミに入れる。うつ伏ぶせになると、枕に顔を何度も叩たたき付けた。

　ひとりで考えていると、頭がおかしくなりそうだ。

　そう思った空太は、ケータイに手を伸ばし、仁じんに電話をかけていた。

　三度目のコールのあとで、仁の声が受話器に届いた。

「どうかしたのか？」

「あ、いえ、その……」

　いざ、電話が繫つながると、言葉はすんなりとは出てこない。

「なんだよ、歯切れ悪いな」

「えっと、今、大丈夫ですか？」

「大丈夫だよ。だから、どうした？」

「その……な、なんて言いますか」

「用がないなら切るぞ、空太」

「ああっ！　あ、あります！」

「じゃあ、なに？」

「……」

　それでもまだ言葉にならない。

「切るぞー」

「そ、その！」

「ん？」

「すげえ……したいです」

　小声でぽつりと呟つぶやいた。

「……」

　仁じんの反応はない。一いつ瞬しゆん、通話が途と切ぎれたのかと思ったがそうではなかった。少しすると、忍び笑いが聞こえてきた。それは、すぐに吹き出してからの大だい爆ばく笑しように変わる。

「笑いごとじゃないんですけど……」

「悪い、あはっ、あははははっ！」

　少しも悪いと思っている雰ふん囲い気きではない。笑い声は大きくなる一方だ。

「あ～、腹ふつ筋きんいて～」

　机でも叩たたいているのか、ばんばんという音まで聞こえてきた。

「すいません。電話切ってもいいですか？」

「悪い、悪かったって」

　まだ半分くらい笑っている。

「切りますよ。切りますね」

「待て待て、悪かったって……。別にいいんじゃないのか、すればさ」

「え、いや、でも……」

「だって、したいんだろ？」

「え、ええ、まあ」

　はっきり言われるとそれはそれでなんとも恥ずかしい。

「なんだよ、また余よ計けいなことでも考えてるのか？」

「余計って……」

「好きだからしたいのか、ただしたいのかわからないとかさ」

「それは、好きだからしたいという自信はあります」

「おお、空太も成長したね。んじゃ、ましろちゃんを傷付けるんじゃないかと不安で、それを理由にましろちゃんに嫌きらわれるんじゃないかと、びびってるわけだ」

　仁は何でもお見通しらしい。

「……なんて言うか、そういうことに対して、ましろがどう思ってるのか、全然わかんないんですよ」

「そりゃあ、まあ、俺らは男だから永遠にわかんないと思うぞ」

「元マハラジャの仁さんでも？」

「さっぱり」

　仁じんの声はからっとしている。

「俺から言えることはひとつだけだな」

「なんすか？」

「最初は絶対に色々失敗すると思うけど気にするな」

「……貴重なアドバイス、ありがとうございます。って、べ、別にするって決まってるわけじゃないですからね！」

「あ～、はいはい」

　なんとも適当な返事だ。

「ま、がんばれ」

　最後に笑いながらそう言われ、仁との電話は終わった。

　結局、状況は変わっていない。

　これはもう素す直なおに寝た方がよさそうだ。

　電気を消してベッドに横になる。猫ねこが何匹か寄ってきた。この季節は正直暑苦しい。だけど、その蒸し暑さを感じているだけの余裕が空太にはなかった。

　純度百パーセントで、脳がましろのことを考えている。今日、海で押し倒してしまったときの肌の感触を思い出している。すべすべしていて、やわらかくて、いい香りがして、ずっと触っていたかった。あのとき、本当は離れたくなどなかったのだ。

「あ～、くそっ！　こんなんで寝られるかよ……」

　それでも寝るしかない。無駄とわかっていながらも、空太は羊を数えはじめた。眠れなくても、羊を数えることに夢中になれば気は紛まぎれると思った。

　一匹、二匹とカウントする。そのたびに、白い柵さくをもこもこした羊が飛び越えていくのを頭の中にイメージした。

　十匹を数え、二十匹、三十匹と増えていく。

　三十一匹目が柵をジャンプしようとした瞬しゆん間かんだった。

　部屋にノックの音が響いたのは……。

　驚いた羊は、柵に足を引っ掛けて転倒し、空太は背せ筋すじをぶるっと震ふるわせた。

　即座に身を起こしてドアを見る。

「ましろ、だよな？」

　恐る恐る、ドアの向こうに声をかけた。今、さくら荘そうには空太とましろしかいない。だから、聞くまでもないことなのだが、普段のましろであれば、ノックなんかせずに空太の部屋に入ってくる。

「……」

　二秒ほど待っても返事はなかった。

　空そら太たは立ち上がると、ドアの前まで移動して、ゆっくりとドアを開けた。

　正面に、ましろが立っている。パジャマ姿すがたで、胸に枕をぎゅっと抱いていた。

「ど、どうした？」

　先ほどからましろのことばかり……それも、エッチな妄もう想そうに取りつかれていたせいで、空太は動どう揺ようを隠かくし切れなかった。声が妙みように甲かん高だかい。

　そんな空太に対して、ましろも珍しく俯うつむいたままだった。

　しばらく待っていると、

「今日は空太と寝るわ」

　と、消えそうな声で呟つぶやいた。顔は半分枕に埋うずめている。

「ちょ、え!?」

「空太と寝るわ」

「い、色々省略するな！　俺の部屋で寝るって意味だよな？」

　勢いよく言葉を吐はき出しながら、空太は大事なことを確認した。

「……」

　ましろは、「うん」とも、「違ちがう」とも言わない。

　なおも枕に顔を埋めたまま、上うわ目め遣づかいで空太を見てきた。恥ずかしさと、不安が、その瞳ひとみには宿っているように思える。

「……」

「……」

　独特の緊きん張ちよう感をはらんだ沈ちん黙もくが流れた。気持ちの糸がぴんと張っていく。心臓はいつの間にか、ばくんばくんと鳴っていた。

「空太と寝るわ」

　頑かたくなにましろはその言葉を繰くり返した。

「わ、わかったよ。ほ、ほら、入れ」

　部屋にましろを招き入れる。

「ベッド、使っていいから」

「空太は？」

「俺は床で寝るに決まってるだろ」

　自分が何をしゃべっているのか、よくわからなくなってきていた。『ゲーム作ろうぜ』や『ゲームキャンプ』のプレゼンのときよりも緊張している。体の感覚が遠のいていき、自分が床に立っているという自覚すら失われていた。視界がぐらぐらしている。

「あ、明日、追試なんだし、早く寝ろよ」

　口の中が乾燥してしゃべりにくい。

　それでも言いたいことを言い切った空太は、ましろがベッドに上がるのを見届けることなく床に寝転がった。

　ましろに背中を向けるように体を横にする。

　気配で、ましろがベッドに上がるのがわかった。

「……」

「……」

　空そら太たもましろも何も言わない。

　ただ、ふたりの吐と息いきだけは、妙みように生々しく聞こえていた。

　それが今一度、この状況の意味を空太に思い出させる。

　今夜、さくら荘そうには空太とましろしかいない。そして、ふたりはこの瞬しゆん間かんに同じ部屋にいる。すぐ側そばにましろがいるのだ。

　羊を数えて忘れようとしていた欲望が、むくむくと顔を出してくる。元々、忘れられるような衝しよう動どうでもなかった。簡単に冷める熱でもなかった。燃え上がってたぎっている。

　気持ちとか、感情とか、想いとか、そんなかわいいものではない。

　ただ、ましろに触れたい。

　とにかく、キスをしたい。

　今すぐ、裸はだかを見たい。肌を重ねたい。したい。

　心臓の鼓こ動どうがそう訴うつたえかけてくる。理性を軽々と打ち砕くだこうとしている。

　今夜、ふたりきりなのは、ましろもわかっているはずだ。その状況で部屋にやってきたのだから、許してくれるんじゃないだろうか。

　都つ合ごうのいい解釈が脳内を満たす。自分を正当化するだけの理由は揃そろっていた。そして、今まさに身を起こそうとしたところで、

「空太」

　と、名前を呼ばれた。

「っ！」

　言葉にならない驚きがもれる。金かな縛しばりにあった体から、どっと汗が噴ふき出してきた。

「な、なんだ？」

　どうにか、返事を絞しぼり出す。

「起きてる？」

「そ、そんなすぐに寝られるわけないだろ」

　きちんと言葉を口に出すことで、空太は冷静さを取り戻もどそうと必死だった。

「そうね」

　ましろの声は、静せい寂じやくに溶けていく。

「……」

「……」

「何か、言いたいことでもあるのか？」

　暗くら闇やみで目を開けて、壁かべの一点を見み据すえる。

「……ないわ」

「じゃあ、なんだよ」

「……なんでもない」

　答えるまでの一いつ瞬しゆんの間が気になる。だけど、もぞもぞと動く気配で、ましろが背中を向けたのだと悟さとると、追及しようという気は起きなかった。

　だから、違ちがうかもしれないと思いつつ、空そら太たの方から話題を持ち出した。

「その……ゲーム制作のことか？」

「……」

　ましろの返事はない。息を潜ひそめて聞いている。

　変な気分を鎮しずめるには丁ちよう度どいいかと思い、空太はさらに続けた。

「海でも言ったけど、ましろには漫まん画がに集中してほしいんだ。ゲームを作りたいのは俺であって、ましろは違うだろ？」

「……」

　首だけ動かして軽く振ふり向く。横目に映ったましろはぴくりとも動かない。でも、ちゃんと起きて空太の話を聞いてくれているのはなんとなくわかった。

「これは俺の目標だからさ。俺に任まかせてくれ」

「……」

　やはりましろは何も言わない。納得してくれたのか、そうじゃないのか、空太には判別のしようがなかった。

　だから、空太は何も語らないましろの背中に、

「おやすみ」

　と、声をかけるしかなかった。

　それを最後に、空太もましろも、何も言わずにただ眠ろうとした。眠れるわけがないとわかっていたけど、眠ろうとした……。




　翌朝、空太が猫ねこに顔を踏みつけられて目を覚ますと、ベッドの上にましろの姿すがたはなかった。昨晩の出で来き事ごとが夢でなかったことを証明するように、よれたシーツと、丸まったタオルケットだけが残されている。

「ましろ？」

　名前を呼びながら、部屋を見回す。ベッドの下、机の下、押入れの中を確認したけど、ましろはいなかった。猫がいただけだ。

　トイレにでも行っているんだろうか。

　そう思いながら、空そら太たは自室をあとにした。

　廊下に出ると、階段を下りてくる足音に気づいた。

　下りてきたのは、もちろんましろだ。

　驚いたことに制服を着用している。襟えりも整い、ブラウスの裾すそもちゃんとしている。靴下も両方揃そろっていて、いつもは寝ね癖ぐせが酷ひどいのに、髪型も綺き麗れいにまとまっていた。

「空太、今日は追試よ」

「俺の追試のように言うのはやめてくれ」

「早く着替えて」

「それ、お前に言われると複雑な気持ちになるのはどうしてだろうな」

　今日までに何百回と空太がましろに言ってきた台詞せりふだからだろう。

「早く着替えて」

　最後の一段を下りてきたましろは、少し不ふ機き嫌げんそうだ。

　空太に向ける眼まな差ざしにも、不満を訴うつたえる光が宿っている。

　恐らく昨晩のことが原因だ。空太のゲーム制作のことは気にせずに、ましろはましろの漫まん画がに集中するように言ったのが、気に入らないのだろう。だからと言って、こればかりは空太も譲じよう歩ほできない。

　空太の目標とましろの目標は別々のものなのだから。そこはきちんと分けた方がいいと思っている。

　難しい顔をする空太の前で、ましろは大きなあくびをした。よく見ると、今にも目を閉じそうな感じで、とても眠たそうだ……とか思っていたら、玄関に座り込んで舟を漕こぎはじめた。

「あ、お前、寝るな！」

「空太が寝かせてくれなかった」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだ！」

　隣となりにましろがいて、簡単に寝付けるはずがなかった。その上、行き場のない欲望との戦いを空太は繰くり広げていたのだ。寝付いたのは明け方近く。窓の外はもう明るくなっていたのを記憶している。

　てっきりましろは熟じゆく睡すいしていると思っていたのに……これはどうしたことだろうか。目元をよく見ると、空太と同じで寝不足らしいのがわかる。

「お前、俺のベッドを占せん拠きよしておきながら、ちゃんと寝なかったのか？」

　不満を口にすると、ましろは素早く顔を上げて、空太をじっと睨にらんできた。

「な、なんだよ」

「空太が寝かせてくれなかった」

「だから、それはもういいって！」

「むう……」

　露ろ骨こつにむっとしていた。

「もういい。追試行ってくる」

　立ち上がったましろは、靴を履はいてひとりで出かけようとする。

「だ～、ちょっと待て！　お前、迷まい子ごになるだろ！」

「ふんっ」

　とか言って、ましろは玄関の扉を開いて本当に出て行った。

「あ～、もう！」

　部屋に駆かけ戻もどった空そら太たは大急ぎで着替えて、玄関から飛び出す。案あんの定じよう、ましろは学校と逆方向に遠ざかって行っていた。

「学校は、こっちだ！」

　空太の声は夏の青空に虚むなしく響き渡るのだった。




　　　　４




　二日目の追試は何事もなく無事に終わった。

　その日の夕ゆう刻こくには美み咲さきたちも海の合宿所から帰ってきて、新たにリタを加えたさくら荘そうは、賑にぎやかな日常を取り戻した。

　ただ、ましろの機き嫌げんだけはすぐには戻らず、二日が経たっても、三日が経っても、空太の顔を見るたびに、「むう」とか、「ふんっ」とか、拗すねた態度を取る。

　バームクーヘンを与え、究きゆう極きよくメロンパンでご機き嫌げんを取ろうと試みたが、あまり目立った成果は得られなかった。早くも打つ手はなしだ。

　かと言って、空そら太たはましろばかりに気を取られてもいられない状況にあった。

　プレゼンの当日に約束した通り、あの日から丁ちよう度ど一週間後の七月二十六日には、『ゲームキャンプ』の担当者との打ち合わせが行われたのだ。




　その日、約束の時刻にオフィスビルを訪ねると、空太は会議室に通された。部屋で待っていたのは、プレゼンのときにもいた戸と塚つかと名乗る三十代前半の男性社員と、それより若いショートカットの女性社員。名刺をもらうと、早はや川かわ里さと美みと書いてある。第一開発部のプランナーという肩書きだった。戸塚は戸塚亘のぶ輝てるがフルネームで、同じく第一開発部。こちらの肩書きはディレクターだ。

　さすがに藤ふじ沢さわ和かず希きの姿すがたはない。クリエイターであり、開発会社の社長でもあるのだから忙しくて当然だ。

　和希を探さがす空太の視線に気づいたらしく、

「藤沢さんも途と中ちゆう経過のチェックには参加しますよ。あの人、この仕事大好きだから」

　と教えてくれた。

　まずは、『ゲームキャンプ』のプロジェクト概がい要ようの再確認が行われ、契けい約やくに関する説明をふたつ受けた。ひとつは開発機材についての機き密みつ保ほ持じ契約。もうひとつは、ゲームが完成し、商品化が決まった場合における独占販売の権利……要は、別のメーカーに持っていかないでね、という約束だ。

　もらった契約書は、難しい文章で、甲と乙があれしてこれしてと……とにかく、わかりにくかったが、その辺は全部嚙かみ砕くだいて早はや川かわ里さと美みが説明してくれた。

「契約内容は今説明した通りですが、一度持ち帰って、改めてご確認ください」

「はい、わかりました」

　できれば遠慮したいが、「大事なことなので」と念を押されては仕方がない。しかも、空そら太たは未成年のため、契約書には親のハンコがいるらしいのだ。父親に説明できるように理解しておく必要がある。

　そのあとで、必要な開発機材の個数の確認が行われ、その流れで、グラフィックのスタッフを確保できたことを伝えた。

　ついでに、大まかな開発スケジュールを空太の方から話しておいた。

　目標としては、来年の二月末にマスターアップを迎むかえたい。

「随ずい分ぶんと精せい度どの高いスケジュールですね」

　空太の提示した資料を見て、早川里美は感心してくれた。

「とても優秀なプログラマーがいるんです」

　と説明しておく。すると、「ああ」と、納得していた。彼女も、赤あか坂さか龍りゆう之の介すけの名前は知っているらしい。

　最後に、月一回の定例会議を持つことを約束した。

「主に進しん捗ちよく報告の場だと思ってください。ゲーム開発を開始すると、様々な問題が発生するはずです。その問題の早期発見と、解決策の相談をしていければと思っています。あ、もちろん、何か困ったことがあれば、定例会議を待たずに、相談してもらって構いません。遠慮はせずにじゃんじゃん連絡をください」

「わかりました」

「説明は以上ですかね。神かん田ださん、大丈夫ですか？」

「はい。今日はありがとうございました」

「では、機材は四日後くらいまでには手配できると思うので、よろしくお願いします」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　それで、この日の打ち合わせは終了した。




　開発機材は四日後の七月三十日に、さくら荘そうへと配達されてきた。龍之介が使うプログラマー用のキットがひとつ。空そら太た、伊い織おり、リタが使用する予定のデバッグキットが三つ。プログラマー用のやつは、大きなパソコンといった感じ。デバッグキットの方は市販のゲーム機と同じ形をしていた。ただ、ロゴの横に『ＴＥＳＴ』と入っている。

　箱から取り出すだけで、なんだかわくわくした。

　でも、開封した段階で、

「うっ」

　と呻うめき声がもれて、手が止まる。

　使い方を記しるしたリファレンスは分厚く、電話帳くらいあるのだ。威い圧あつ感かんが半はん端ぱない。

「これを読めと？」

　心がくじけそうだ。

「何をぼ～っとしている。貸せ」

　そう言って、龍りゆう之の介すけがさっさと各部屋のパソコンに機材を繫つなげて、開発用のソフトをインストールして、使える状態にしてくれた。ただ、リタの部屋である２０３号室への入室だけは断固拒否したので、そこはメイドちゃんに指示を受けながら空太がセッティングした。

　──龍之介様のご命令がなければ、わたくしも外国産の悪い虫のために働くのは断固拒否していました。空太様、なんなら今すぐ沈ちんしちゃってくださいね（は～と）

　と、メイドちゃんも、途と中ちゆう途中でリタに対する文句を語っていたのだが……。

　セッティングの方は無事に完了した。一度やると、それほど難しくはないことに気づく。

　夕方に開始した機材の準備は、なんとか日付が変わる前に完了した。

　それからの日々は、それまでの日々とは、がらりと様子が変わった。

　夏休み期間のため、学校に行く必要がないので、寝ても覚めてもゲーム制作に時間を割さけるのだ。

　まずは最初の一週間で、龍之介と相談しながらゲームの全体ボリュームを固めた。作れる素そ材ざいの量には限りがある。同時に、絶対に必要となるグラフィックとサウンドの素材を洗い出し、リタと伊織に発注しておく。早速、作業に入ってもらうためだ。

　二週目からは細部のゲーム仕し様ようを決定し、空太はステージの構築を開始する。表計算ソフトを使い、バトルフィールドの形や広さ、配置する敵モンスターの場所、数、種類を決める。それに合わせて、ステージのラストに登場するボスモンスターの攻こう撃げきパターンを考えはじめた。

　ちなみに、難なん解かいなモーション制せい御ぎよが必要になるボスモンスターだけは、美咲にモデリング作業を頼むことにした。リタは少し不満そうだったが、美み咲さきの実力を知っているだけに、文句を言えなかったようだ。

「作業に慣れたら、私にもボスを作らせてくださいね」

　と、前向きな発言をしていた。

　三週目になると、グラフィックとサウンドの発注も半分ほど終わり、残りはステージの仕様次第となってきた。とにかく、空そら太たがステージを作らないことには進まない。

　この頃になると、当初発注した素材データが順次完成してきたので、全員で確認することにした。

　夕食後に、龍りゆう之の介すけ、リタ、伊い織おりに空太が声をかけ、１０１号室に集合する。

　伊織の作った楽曲から流した。頼んであったのは、序じよ盤ばんで使う戦闘用の曲。あと通常のボス戦で使用する予定の計二曲だ。

　どちらも作り込みのレベルは非常に高い。ただ、序盤の戦闘曲はいいが、もう一曲は長い冒ぼう険けんの末にたどり着いたラスボス戦のようで、重厚にして大おお仰ぎようすぎる。最初のステージのボス戦で使うにはそぐわない。一番の問題はリズムアクションとして、難なん易い度どが高くなりすぎてしまうことだ。とは言え、使い道はあると思うので、通常のボス戦の曲は、また新たに作ってもらえばいいと空太は判断した。

「伊織は、意外とできる子なんですね」

　はじめて伊織の作った楽曲を聞いたリタも感心している。

　ただ、龍之介だけは、難しい顔をしていた。

「ボス戦の曲はこれではダメだ」

「げっ、どこがですか？」

「神田が言わないようだから僕が言うが、使用する場面に雰ふん囲い気きが合っていない。曲調もリズムアクションをさせるには難解で、ゲーム終盤でならいいが、序盤からこれが流れたのではバランスが悪すぎる」

「そ、そうなんですか？」

　助けを求めるように伊織が空太に向き直る。

「だから、この曲は終しゆう盤ばんのボス戦用に使えばいいよ。もう一曲、別のやつを作ってくれるか？」

「はい、そういうことでしたら喜んで！」

「もじゃもじゃはゲームの意図を理解して曲を作れ」

「了解です！」

　わかっているのだろうか。わかっていないような気がする。

「神田、発注の際には、求めている雰ふん囲い気きについてもきちんと話し合え」

「そうだな。イメージの共有にもっと時間を使うよ」

　続けて、リタが作成した敵モンスターを確認する。やってもらっていたのは、試作版で作ったデータからポリゴン数を減らす処理だ。

　空太がデバッグ用のプログラムを走らせる。開発用のゲーム機材を通して、ＴＶ画面にリタの作った３Ｄモデルが表示された。

　リタがコントローラーでくるくると回して、出で来き栄ばえを披ひ露ろうしている。

「どうですか？」

　元々、完成度は高かったので申し分はない。ポリゴン数を減らした分だけ、クオリティは落ちてしまっているが、十分綺き麗れいに仕上がっている。

「いいんじゃないか？」

　そう龍りゆう之の介すけに意見を求めた。またしても、表情は冴さえない。

「僕はポリゴン数を三割削けずれと言ったはずだ」

「だから、三割削りました」

　どうだとリタが立派な胸を張る。服の下で大きく揺ゆれた。

「クオリティを三割落とせとは言っていないぞ」

「それは仕方がないではありませんか。ポリゴンを減らした分、見み劣おとりはしてしまいます」

「遊び手にとって、作り手の事情など関係ない。お前は、ユーザーに対しても『仕方がない』と言いい訳わけするつもりか？」

　平然と、龍之介は言ってのける。

「それは……」

　さすがにリタも言葉に詰つまった。

「どうせ、ポリゴン数削さく減げんに伴ともなうクオリティの劣れつ化かは仕方がないという意識で、作業を開始したのだろう」

「そうですけど……」

　とても嫌いやそうな顔で認めている。それでも、視線を龍之介から逸そらさないあたりは、気の強いリタらしい。

「今後は、クオリティを落とさずに、むしろ、上げるつもりで作業をしろ。ただ、軽くすればいいなどという消極的な考えで、いいものができるはずがない」

「それも、そうですけど……」

　リタは完全にふてくされている。

「だいたい、留学娘の画力があれば、もっと質の高い３Ｄモデルが作れるはずだ。ソフトウェアの使い方に慣れた先は、３Ｄとて画力の世界だからな。こんな初歩的なことを、いちいち僕に言わせるな」

　一度は褒ほめられて、にこやかになったリタだったが、最終的にはやはり不ふ機き嫌げんに戻もどっていた。

「わかりました。直します。直せばいいんですね！」

　トゲのある声こわ音ね。空気がピリピリしている。

「それと神かん田だ、お前もだ」

「俺!?」

　完全に油断をしていた。

「素そ材ざいチェックの目はもっと厳しく持て。お前が『まあ、こんなもんでいいか』と妥だ協きようしたものは、ユーザーも『まあ、こんなものか』と思うぞ」

　反論の余よ地ちがない。

「目指すクオリティの基準は、すでに販売、もしくは雑誌等で発表されているゲームのレベルに合わせるように意識しろ。はじめて作るゲームだからと言って、ユーザーの目が甘くなることはない」

　まったくもってその通りだ。

「僕の言いたいことは以上だ。では、僕はステージ作成用のエンジン開発に戻もどるぞ。神かん田だには、早めにステージの組み込みに入ってもらいたいからな」

　誰の返事も待たずに立ち上がると、龍りゆう之の介すけは部屋から出て行く。すぐに隣となりの部屋のドアがばたんと閉まった。

「もう少し言い方というものがあると思います」

　口を尖とがらせながらもリタが小声なのは、龍之介の言い分が正しいと理解しているからだ。

「ドラゴン先せん輩ぱい、超ちよう厳しいですね」

　伊い織おりはまだショックを引き摺ずったような顔で怯おびえている。

　すると、空そら太たのケータイにメールが届いた。

　──龍之介様からの伝言です。『さっさと作業に戻れ。時間の無駄だ』とのことです。龍之介様の足を引っ張ると、ウィルスとか送っちゃうぞ。特に、外国産の悪い虫には念入りに！　メイドちゃんより

　ケータイの画面を、リタと伊織にも見せた。

「龍之介、ちょっと話があります！」

　リタが隣の部屋に声をかけながら廊下に出て行く。さすがに我慢の限界らしい。

　それとは対照的に、

「ドラゴン先輩って、超すごいっすね」

　と、伊織はやたらと目を輝かせていた。

「なんか、俺、今のやり方とか、考え方じゃ、ダメなんだって一発でわかりました。そりゃ、そうですよね。売り物作るなら、今売られているものと同じがスタートラインですもんね。納得です。俺、超納得です！」

「んじゃ、お互い、がんばろうな。赤あか坂さかに怒られないように」

「はい！」

　そう誓いを立てた空太と伊織の耳には、リタの激しいノックがしばらく聞こえていた。




　その翌日、昼過ぎになると、龍之介が部屋を訪ねてきた。

「神田、ゲームエンジンが完成したぞ」

　とか言って、何かをパソコンにインストールしていく。

　完了すると画面には、リタが作成したマップが表示された。森ステージ、平原ステージ、山ステージと、マウスで選ぶだけで画面が切り替わる。

　マップを選択したあとは、登録されている敵モンスターをマウスでクリックして、置きたいところに置いていけばいい。木々や家などのオブジェクトも同様だ。

　配置が終わったら、デバッグキットで動作するようにコンバートをかける。

　たったそれだけで、ステージがひとつ出来上がった。もう部屋のＴＶにゲーム画面が表示されている。コントローラーでプレイヤーキャラクターを操あやつり、歩き回ることができるのだ。

「赤あか坂さか……お前は、どんだけすごいわけ？」

　自分でプログラムを組んで、シューティングゲームを作成した経験があるからこそよくわかる。このゲームエンジンは便利すぎる。自分で組んだときは、文字しかない画面で数字とアルファベットと格闘して、何週間もかけてゲームの形にしたのだ。

　その苦労がまったくない。全部、視覚的に処理できるようになっている。こんなのただ楽しいだけだ。

「これで、ステージの構成と難なん易い度ど調整はすべて神かん田だに任まかせられるな」

「ああ、できると思う」

　敵の配置場所や数を弄いじることで、難易度を変更すればいいのだ。

「何か足りない機能があれば言え、いつでも追加する」

「しばらくやってみるよ」

「では、僕は明日から音ゲー部分のプログラムに着手する」

「頼んだ」

　充実した日々は、矢のように過ぎていく。




　そんな状況でも、空そら太たは恒こう例れいになっていたましろとの週一デートは継けい続ぞくして行っていた。映画を観に行き、動物園に行き、ただ、商店街に買い出しに行った日もある。

　しばらくは、ゲーム制作に参加したいと言ってくるんじゃないかと警けい戒かいしていたのだが、ましろは海に行ったあの日以来、その件については何も言ってこなかった。

　納得してくれたのだろうか。そう思いたいのだが、時々、ましろが妙みような態度を取るので、完全にはすっきりしなかった。

　デートが終わりに近づくと、ましろは決まってちらちらと空太の様子を横目で窺うかがってくるのだ。

「どうした？」

　と、空太が聞いても、

「なんでもない」

　と答えるだけ。しばらくすると、また帰り道でちらちらと見てくる。明らかに何か言いたそうだし、「なんでもない」の一ひと言ことも、ましろにしては珍しく含ふくみがあるように聞こえた。

「だから、どうした？」

「なんでもない」

「ほんとにどうした？」

「なんでもない」

「なんでもなくないだろ、それ」

「なんでもない」

　何度聞いてもそんな感じで、まったくもって意味不明だった。けど、特に機き嫌げんが悪いとか、そういう感じでもないので、気にしないようにするしかなかった。




　そうして、日々は流れて行き、八月も下旬に差し掛かかった二十日。診察に行っていた伊い織おりが病院から帰ってくると、右腕のギプスが取れていた。

　二ヵ月間、休養していた右手は、目に見えて細く、それこそまたぽっきりと折れてしまいそうだ。それでも、もう痛みなどはまったくないらしく、

「おかえり、相あい棒ぼう！」

　と言って、伊織ははしゃぎまくっている。

「あばよ、三さん角かつ巾きん！」

　勢いよく白い布は宙へと放り投げられた。ダイニングの床にふわりと落ちる。

　けれど、さすがに折れていた手首の動きは硬かたく、曲げたり回したりは殆ほとんどできない。直角に曲げた状態で固定されていた肘ひじも同様で、うっかり伸ばしたり曲げたりして悶もん絶ぜつしていた。

「ぐおおおおおっ！　肘がああああっ！」

「あなた、どれだけバカなのよ」

　投げ捨てられた三さん角かつ巾きんは、栞かん奈なが拾ってくれている。

「病院の先生が言ってたでしょ。手首も肘もリハビリが必要だって」

　呆あきれた様子で、伊織の首に三角巾をかける。

「おかえり、三角巾……」

　伊織は大人おとなしく右手を預けていた。

　その翌日から、伊織は毎日リハビリに通うようになった。

　毎日やたらと楽しそうに出かけるので、何事かと思ったら、

「おっぱいの大きなナースのお姉さんが担当してくれるんですよ！」

　という、予想通りの返事が来た。

　リハビリの方は順調なようで、元々ケガをしていたわけではない肘に関しては、数日でだいぶ曲げたり伸ばしたりができるようになっていた。手首も少しは動いている。一週間ほどで、箸はしでご飯を食べる分には、殆ど不自由しなくなっていた。




　八月三十一日。夏休みの最終日。

　夕方になって、福ふく岡おかの実家に帰っていた優ゆう子こがお土産みやげの明めん太たい子こを持って訪ねてきた。

「はい、これ、お兄ちゃん！　っていうのは、建たて前まえで、私の２０３号室を取った女め狐ぎつねはどこにいるの!?」

　と息いき巻まいていた。

「あら、こちらの小学生はどなたですか？」

　でも、リタに微笑ほほえみかけられると、

「アイキャンノットスピークジャパニーズ！」

　と、がちがちの英語で返事をしていた。

「お前、日本語も話せないのか……」

　手短にリタに優子を紹介し、夏休みの宿題がまだ終わっていないという優子は、「私が勉強見ましょうか？」と申し出てくれた栞かん奈なに預けた。

「助かるよ、栞奈さん。あ、でも、執しつ筆ぴつは大丈夫？」

「一いつ稿こうは昨日書き終えました。今は編集さんのチェック待ちですることありませんから」

「そうか、じゃあお願い」

　その後、夕食を済ませ、風ふ呂ろから上がると、空そら太たは明日に予定している『ゲームキャンプ』の進しん捗ちよく会議の準備を、龍りゆう之の介すけと一いつ緒しよに進めることにした。

　概おおむねスケジュール通りに進行している。

　確認の目はサウンドの項目でぴたりと止まった。

　最初は予定通りに楽曲が上がっていたが、八月中旬からペースが落ちている。今のところは一週間程度の遅れだ。上がってきている曲は、クオリティも高く、空太の伝えたイメージ通りに仕上がっている。なので、多少の遅れは気にするほどでもないかもしれない。

「赤あか坂さか、どう思う？」

　紙を指差して、龍之介に見せる。

「いい傾向ではないな」

　龍之介にしては、控ひかえめな言い方だ。

「伊織がどう思ってるか、聞いてみるか」

　スケジュール表を持って席を立つ。廊下に出て、伊織の１０３号室に向かった。龍之介もノートパソコンを片手についてくる。

「伊織、今、いいか？」

　ドアをノックしながら声をかけた。

「あ、はい！　どうぞー」

　ドアを開けて中に入る。伊織は机の前に座って、パソコンの画面と格闘していた。まさに作曲中だったらしい。楽がく譜ふが表示されている。

　すたすたと部屋に入った龍りゆう之の介すけが先にベッドの縁へりに座る。その隣となりに空そら太たも腰こしかけた。

「順調か？」

　ディスプレイを見ながら尋たずねる。

「はい、めちゃくちゃ楽しいです！」

　質問と違ちがう答えが返ってきた。相手が伊い織おりの場合、よくあることなので気にしないでおく。気にすると疲れるのだ。

「でも、悩むとしんどくて、吐はきそうになるんですよ。今がまさにそうなんですけど」

　笑顔で言うことではないと思うが、不ふ思し議ぎと伊織は楽しそうだ。

「う～ん、あとちょっとで、すごいのが出そうなんですけどね」

「トイレ、行けよ」

「曲のイメージですって！　って、あ、もしかして、スケジュールですか？」

　空太が手にした資料に気づいたようだ。

　そこに、華はなやかな声が割り込んでくる。

「あ、ここにいたんですね」

　開けっ放しだったドア口にはリタが立っていた。

「うおっ」

　思わず声が出たのは、リタの服装に原因がある。

　制服を着ているのだ。スイコーの夏服を。

　サイズが小さいわけでもないのに、胸むな元もとは窮きゆう屈くつそうだ。きゅっと引き締しまった腰こしからお尻しりへのラインはとても迫力がある。生なま足あしも色っぽくて、まさに生々しさを放っていた。

　去年、リタが来日した際に、美み咲さきの制服を借りて着ているのを一度見ていたが、その一度で見慣れるものではない。

「リタさん素す敵てきです！　結婚してください！」

　鼻息荒く、伊織がプロポーズをしている。

「ごめんなさい。私、心に決めている人がいるんです」

　そして、わずか一秒で玉ぎよく砕さい。

「でも、まじで最高です！」

　振ふられても伊織は元気だ。

「どうですか、龍之介？　似合ってます？」

　その場でくるりと一回転する。スカートの裾すそがふわりと持ち上がった。見えそうで見えない。あとちょっとのところで、リタはそれとなく裾を手でガードした。

「明日からはこれを着て、私もスイコーに通うんですよ。女子高生です」
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　さぞ、目立つことになるだろう。

「そろそろ、龍之介の感想も聞かせてくれませんか？」

「似合ってない」

　ノートパソコンをカタカタと打っている。

「……」

　リタはむっとしていた。これならばと思って、見せに来たのかもしれない。

　けど、龍りゆう之の介すけの言う通りだったりもする。空そら太たもスイコーの制服がリタに似合っているとは思えなかった。コスプレに見えるというか、要するに、服がリタに追いついていないのだ。

「神かん田だ、話を戻もどすぞ」

「ん？　ああ」

「男の子だけで集まって、何の相談ですか？」

　龍之介の目が答えなくていいぞと訴うつたえてくる。

「あ、俺の作曲スケジュールが遅れているので、その対策を考えるんです……よね？」

　残念ながら、リタにメロメロの伊い織おりには効果がなかったようだ。

「そういうことでしたら、私も参加します」

　スカートの裾すそを揺ゆらしながら、リタが部屋に入ってくる。空太と龍之介の間にすとんと腰こし掛かけた。即座に、龍之介は距離を取る。

「ここは、俺が気合いでがんばります！」

　最初に発言したのは伊織だ。

「却きやつ下かだ」

「俺、やるときはやる男ですよ？」

「根性論など論ずるに値あたいしない」

　ばっさり切られて、伊い織おりがしゅんとこうべを垂れる。

　その頭をよしよしとリタが撫なでていた。瞬しゆん時じに伊織は復活して立ち上がる。けれど、龍りゆう之の介すけの視線を前に、思し慮りよの足りない発言をする勇気がなかったのか、何も言わずにそのまま着席した。

「あのさ、伊織。ひとつ聞きたいんだけど」

「なんすか？」

「ひとつの曲で、いろんなバージョンを作るのは、時間がかかるものなのか？」

　龍之介、リタ、伊織の視線は空そら太たに注がれていた。

「よくあるだろ？　オルゴールバージョンとかさ。バラードとか、ダンスアレンジとか、あとは……」

　考えながら宙をさまよった空太の視線は、部屋の隅すみに置かれた電子ピアノにたどり着く。

　その意味は、この部屋にいる全員に等しく届いたはずだ。ひとりの例外もなく。もちろん、伊織にも……。

「ピアノソロバージョンとかってことですよね」

　机を離れた伊織は、電子ピアノの前に移動する。鍵けん盤ばんを軽く叩たたいた。音は鳴らない。電源が入っていないのだ。

　見たところ、埃ほこりはかぶっていない。きちんと手入れはしていたのだろう。

「アレンジ版の楽がく譜ふを作るのも、やっぱりそれなりの時間はいると思います」

「そうか」

「でも、曲が思い浮かばなくて作業が進まないってことはないんで、その分は、数を揃そろえられる気はします」

　伊織はそう言いながら、電子ピアノの前に座った。電源に手が伸びる。

「あとは、腕が動けば捗はかどると思うんですけど……」

　不安を宿した表情。鍵盤に添そえられた両手はかすかに震ふるえていた。足も震えている。

　深呼吸をして、伊織はピアノを弾ひきはじめた。

　伊織が試作版のときに用意した楽曲。アニメのＯＰっぽいポップな曲調。

　出だしは軽やかだ。それを聞いて、空太は正直ほっとした。けど、その直後、音が大きく外はずれた。弾き間ま違ちがえたのだとすぐにわかる。ぶわっと全身に汗をかいた。

　緊きん張ちよう感が一気に膨ふくれ上がる。

　伊織は間違えたところから弾き直した。二小節ほど先で、またミスが出る。

　鍵盤に向かう伊織の背中から焦あせりを感じた。そして、その焦りが更さらなる失敗を呼び込む。三度目のミス。

「なんだよ、これ……」

　うわ言のような声が聞こえた。

「なんだ、これ……」

　信じられないという震ふるえ。声も、体も、心も、恐怖で震えているのだと思った。

「なんだ、この手……」

　伊い織おりは青白い顔で自分の右手を見ていた。

「こんなの俺の手じゃねえ!!」

　立ち上がった伊織が、拳こぶしを握にぎった右手を振ふり上げる。

「伊織！」

　弾だん丸がんのように飛び出して、空そら太たは伊織を羽は交がい絞じめにする。

「放せ！　放せよ！」

「落ち着け！」

「落ち着けるか！」

　そう叫びながらも、一瞬で伊織の体から力が抜ぬけた。空太が支えていないと立ってもいられないほどに……。

　ゆっくりと電子ピアノの前を離れ、空太はリタが空あけてくれたベッドの縁へりに伊織を座らせる。

「すいません……」

　俯うつむいたまま、伊織が虚うつろに呟つぶやいた。

「ちょっと、ひとりにしてください……」

　躊躇ためらう空太をよそに、龍りゆう之の介すけが真っ先に立ち上がった。何かを言うんじゃないかと警けい戒かいしたが、龍之介は伊織を一いち瞥べつしただけで、部屋から黙だまって出て行く。

「あ、龍之介！」

　非難するように、リタが追いかけた。

「空太先せん輩ぱいも……」

「伊織、ピアノを殴なぐるのはダメだ」

「……」

　返事はない。

「どうしても殴りたきゃ、俺を殴れ」

「……」

「ケガをするといけないから」

　やはり、返事はない。

「じゃあ、俺も行くな」

　最後にそれだけ言って、空太はドアを閉めた。

　廊下には龍りゆう之の介すけとリタが待っていた。

「……」

「……」

　意図的な視線が絡からみ合う。

　そこで、洗面所のドアが開いて、薄いピンク色のパジャマを着た栞かん奈なが出てきた。すぐに不ふ穏おんな空気に気づいたらしく、

「どうかしたんですか？」

　と、声をかけてくる。

　それには、誰も答えられなかった。代わりに口火を切ったのは龍之介だ。

「神かん田だ、新しいサウンドスタッフを探さがせ」

　いつもの口調で、空そら太たに言ってきた。

「……どういう意味だ」

　目を細めて龍之介を見る。

「言わなくてもわかっているだろ」

　栞奈の視線は、空太と龍之介の間を行き来している。

「もじゃもじゃはもうダメだ」

「決めつけるなよ」

「希望的観測はいい。あの精神状態で、まともな作曲ができるとは到とう底てい思えない」

「……」

「今後どうなるかは容易に想像がつく。スケジュールの更さらなる遅れ、クオリティの低下、その先に待っているのは、プロジェクトの失敗だ」

「だけどな」

「泥どろ船ぶねだとわかっていて、これ以上、漕こぎ続ける意味がどこにある？」

「それは……」

「『ダメなら仕方がない』と思える制作じゃないはずだ」

「伊織はまだ何も自分で決めていません。それなのに、他のスタッフの話をするなんて勝手ではありませんか」

　リタがはっきりとした口調で意見を挟はさんできた。

「勝手だろうと、プロジェクトが立ち行かなくなれば意味がない。違ちがうか、神田？」

「……」

「僕は最初に言ったはずだ。意識の差がいずれ問題に発展すると」

　龍之介は横目にリタを映している。

「どうやら、私にも言いたいことがあるようですね」

「言わなくてもわかっているだろ」

　芸術との二足の草鞋わらじが気に入らないのだ。それでは、本当にいいものは作れないと龍りゆう之の介すけは思っている。

「私も伊い織おりと同様、ゲーム制作に真剣に取り組んでいます」

「……」

「……」

　龍之介とリタの視線が無言でぶつかる。ふたりの睨にらみ合いは数秒続いた。空気がよどんでいる。人間の嫌いやな気持ちで濁にごっている。

　巻き込まれただけの栞かん奈なは、今さら立ち去れない空気の中で、ただじっとしていた。

「このままでは、たとえ、ゲームが完成しても、何の手て応ごたえも、達成感もない、ただのハリボテが出来上がるぞ。神かん田だはそれでいいのか？」

「……」

　いいわけがない。そんなものを目指してゲームを作っているわけではないのだ。やっと……やっと摑つかんだチャンス。台無しにはしたくない。大きな失敗をして、このチャンスが白紙に戻もどるような事態は絶対に避けたい。少しでも前に進みたいのだ。そのために最善を尽くす覚かく悟ごは決めていた。空そら太たの全部を制作にぶつけているつもりだ。

　だけど、結局、空太はその想いを口にはできなかった。この状況を変える手段はなく、希望を言葉にすることに意味はない。龍之介が求めている返事とは違ちがうのだ。

「どうやら、僕の目指す目標と、神田の見ている目標にも、違いがありそうだな」

　決定的な龍之介の言葉は、空太の胸にどすんと響いた。巨大な何かに激げき突とつされたような衝しよう撃げき。空太は眩暈めまいすら覚えた。

　今まで順調だと思っていたゲーム制作の現場は、いつの間にか、重たい雨雲に覆おおわれていたのだ。

　気づいたときには、もう嵐の真まっ只ただ中なかだった。
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　　　　１




　翌日の九月一日は、朝から激しい雨に見舞われた。

　時間になっても伊い織おりは部屋から出てくる気け配はいがなく、何度声をかけても、１０３号室のドアはぴくりとも動かない。

　空そら太たは仕方がなく、ましろ、栞かん奈な、リタと一いつ緒しよに登校した。明日には部屋から出てくるかもしれないという、淡い期待を抱きながら……。

　約四十日ぶりの学校に、久しぶりという感覚は持たなかった。三年生の教室は落ち着いたもので、夏休みの思い出話で盛り上がるという雰ふん囲い気きでもない。この夏は受験勉強に明け暮れた生徒が多いのだ。

　その中で、一番よく聞こえてきたのは、美術科に突然やってきた金髪美人の噂うわさ話ばなし。ましろの友人らしいとか、さくら荘そうに住んでいるらしいとか、様々な情報のやり取りが行われていた。

　当然、さくら荘で暮らしている空太は、興味の視線を向けられた。色々と質問をしたい……そういう空気がひしひしと伝わってくる。だけど、余裕のない空太は気づいていないふりを通した。

　伊織のこともそうだが、今日の午後には『ゲームキャンプ』の一回目となる進しん捗ちよく会議があるのだ。

　昨日の一件がなければ、平常心で会議に臨のぞむことができたと思う。昨日までは、制作は順調に進んでいると思っていた。突とつ如じよ浮き彫ぼりになった深しん刻こくな実情が、空太を憂ゆう鬱うつにさせる。

　だけど、沈んでいてもはじまらない。そう思って、空太は午後からの進捗会議に出かけた。




　緊きん張ちよう感を持って迎むかえた進捗会議は、空太の不安とは裏うら腹はらに、意外にもあっさりと終了した。むしろ、きちんとスタートを切れていることに、戸と塚つかと早はや川かわは驚いていたくらいだ。

「はじめての制作となると、膨ぼう大だいな作業のどこから手をつければいいかわからずに、どんなチームも混乱するものなんですよ。きちんと完成に向けた計画で動いているところには、正直びっくりしています」

「だけど、今後、サウンドに関しては、どうなるかわかりません……」

「とは言え、昨日の今日ということであれば、数日は様子を見てもいいと思います」

「そうですね」

　戸塚の意見に、空太は素す直なおに頷うなずいた。その通りだと思うし、伊織の意思を抜ぬきにして考えるべき問題でもない。

「何か、また事情が変わってきたら遠慮なく連絡をください」

　最後にそう言われ、初の進捗会議は一時間ほどで終わった。

　エレベーターの前まで戸と塚つかに見送られ、やってきたエレベーターに乗り込む。先客がひとり乗っていた。その顔に見覚えがある。『閉』のボタンを押した藤ふじ沢さわ和かず希きも、空そら太たに気づいて、「おっ」と目を開いた。

「『ゲームキャンプ』の進しん捗ちよく会議ですか？」

　降下していくエレベーターの中で声をかけられた。

「あ、はい。そうです……」

「……なんだか浮かない顔ですね」

「え？　いや、そんなことは……」

　慌あわてて取り繕つくろったところでもう遅い。エレベーター内の鏡には、深しん刻こくそうな空太の表情が映っていた。

　エレベーターが一階に到着する。

「神かん田だ君、今、時間あります？」

　時計を見ながら、和希にそう聞かれた。

「え？」

「お茶でもしましょうか」

　やわらかい笑み。もちろん、空太のために誘さそってくれているのだとすぐにわかった。一いつ瞬しゆん、断ことわった方がいいかとも思ったが、強がっても仕方がないので、素す直なおに和希の厚意に甘えることにした。




　連れて行かれたのは、隣となりのビルに入った外資系のコーヒーショップ。席で待っていると和希がアイスコーヒーを持ってきてくれた。

「あ、すいません」

「母校の後こう輩はいにコーヒーをおごるくらいは稼かせいでいるので大丈夫ですよ」

　それはそうだろう。有名なゲームクリエイターにして、有力なゲーム開発会社の社長でもあるのだ。最近は業界全体がソーシャル系に押されているとは言え、売れているゲームは売れている。そして、和希はそうしたゲームタイトルを世に送り出している側がわの人間だ。

「早速、チーム制作に行き詰づまりましたか？」

　コーヒーに口をつけ、和希はやわらかく核かく心しんを突ついてくる。

「よくわかりますね……」

「僕も経験者ですから」

　その表情は穏おだやかだ。

「藤沢さんも？」

「もちろんです。何も問題が起こらない開発チームなどありませんよ。むしろ、そんなチームがあったとしたら、僕はそれを健全なチームだとは思いません」

「どうしてですか？」

　真意を摑つかみかねて、空そら太たは苦にがいものでも食べたような顔になる。別にコーヒーが苦かったわけではない。プロジェクトが順調に進めば、それに越したことはないはずだ。

「色々な考え方を持った人間が集まって行うのがチーム制作です。意見の相そう違いや対立、すれ違ちがいは付き物だと思っています」

「藤ふじ沢さわさんが、最初に……『ゲーム作ろうぜ』に挑ちよう戦せんしたときもそうだったんですか？」

　今から十年以上も前だ。水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくに在学中だった和かず希きは、大学内の仲間三人と『ゲーム作ろうぜ』に挑戦した。完成したタイトルはハーフミリオンを突とつ破ぱ。それを足がかりにして、大学を卒業すると同時に、和希はそのときの仲間三人と一いつ緒しよに今のゲーム会社を立ち上げた。企画の藤沢和希。プログラマーの辻つじ堂どう薫かおる。グラフィックの大おお磯いそ彰あきら。サウンドの二宮にのみや朔さく太た郎ろう。最近になっても、度たび々たびゲーム雑誌で名前を見かける面めん々めんだ。もちろん、一番露ろ出しゆつが多いのは藤沢和希だが……。

「ケンカなんて何度したかわかりませんね」

　和希が苦笑いをしている。当時のことを思い出しているのだろう。

「プログラマーの辻堂薫は、考え方が保守的でバグのリスクをとにかく嫌きらう人間なんです。追加仕し様ようの話を持ち出すたびに、プログラム的な見地で、僕がどれだけ無む謀ぼうなことを言っているのかを、何時間もかけて説明してくるんですよ。でも、話が終わったところで、僕が『それはわかったから、仕様は追加してくれ』と頼む。当然、揉もめますよね？」

　そう話す和希の表情に、不ふ思し議ぎと懐なつかしさはなかった。そのわけはすぐにわかった。

「昨日も、新作タイトルの仕様について、何時間も話し合ったんですが。最後に『できないものは、できない』と言われました。今日、このあと会社に戻もどったら、『できなくても、やってくれ』と話すつもりです」

「何年も一緒にゲームを作ってきても、そういうものなんですね」

「でも、だからこそ、制作現場には活気が出るんだと思います。ディレクターの指示に、誰も疑問を抱かないようになって、目の前の仕事を黙もく々もくとこなすだけの歯車になってしまったら、きっと、僕はゲーム制作を楽しいとは感じなくなるでしょうね」

「その……ケンカして、険けん悪あくになったりはしないんですか？」

　昨日、龍りゆう之の介すけとの間に流れた空気は、だいぶ色濃く濁にごっていた。

「それこそ何度もなりましたよ。特に四人でやっていた頃なんて、開発室として借りたマンションの一室で、寝しん食しよくを共にしていましたからね。もう、制作のこととか関係なくて、グラフィックの大磯彰が、サウンドの二宮朔太郎に『前から思っていたが、お前の箸はしの持ち方が気に入らない！　いい加か減げんにしろ』とか言い出す始末でした」

　空太は思わず笑ってしまった。

「これ、今だから笑い話ですけど、当時は結構危ない状況だったんだと思います。一度、仕事での不信感が芽め生ばえると、相手の何もかもが気に入らなくなる。そして、その不信感を払ふつ拭しよくするのはとても難しい。相手を信用できなくなったら、とてもチーム制作どころではありません。相手の仕事を信用して、自分の仕事を信用してもらう。その信頼関係があってこそ、向上心を持っていい作品を生み出すことができるんだと思います。『これくらいでいいか』と思ってしまっても、『あいつがもっとやってるから、もっといいものにしよう』と思い直すことができるんですよ」

　和かず希きの言葉は、今の空そら太たに重く伸のし掛かかっていた。空太は龍りゆう之の介すけを信用している。心の底から信用している。だけど、はたして龍之介から信用されているのだろうか……。ずっと考えてはいたけれど、その答えは出ていない。

「物作りに対する意見の相そう違いはあっても、どこかで『こいつがいないとダメだ』と思える部分があったからこそ、僕たちは空中分解をせずに、今日までやってこられたんでしょうね。開発チームがダメになるというケースは、嫌いやというほど耳にしています。現に同じ『ゲーム作ろうぜ』でスタートした他のチームは、個人の制作能力とは関係のないところでチームを維い持じできなくなっていったと、あとになって聞きました」

　その話の途と中ちゆうで、和希のケータイが鳴り出した。

　空太は、出てくださいと目で合図をする。

「すいません」

　わざわざ空太にそう断ことわってから、和希は席を立って電話に出た。

「あ、申し訳ない。こっちが少し長引いてしまいまして、すぐ戻もどります」

　開発室からの連絡だろうか。その先の会話は聞こえなかったけど、和希は「まあまあ」といった感じで、言葉を返している。

　三分ほどで、和希は電話を終えて席に戻ってきた。

「誘さそっておいてなんですが、すぐに会社に戻らなければいけなくなりました」

「いえ、俺の方こそすいません……じゃなくて、ありがとうございます。お忙しいところ時間をいただいて」

「そうだ。神かん田だ君。九月十八日に行われる水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのオープンキャンパスには来る予定ありますか？」

「え？」

「ＯＢの特別講義としては、四人で当時の話をするように教授に頼まれていましてね。参考になるかはわかりませんが、一応、お知らせしておきます」

「絶対に行きます」

　今のチームの現状を抜ぬきにしても、聞きに行きたい魅み力りよく的な特別講義だ。

「では、また」

　アイスコーヒーを飲み干した和希は、足早にコーヒーショップを出て行った。

　短い話だったけど、わかったこともある。

「こういうのも含ふくめて、チーム制作なんだな」

　ただ、ゲームを作るだけではない。同時に、お互いの信頼関係も築きずいていかなければならないのだ。その先に、完成度の高い作品があり、いつか叶かなえたいと思っているゲーム会社設立の夢があるのだと空そら太たは強く感じだ。




　日が暮れた頃に空太がさくら荘そうに帰宅すると、部屋着に着替えている途と中ちゆうで龍りゆう之の介すけが部屋を訪ねてきた。ベッドの縁へりに腰こしを下ろして、手にしたタブレットＰＣを操作している。

「どうするつもりだ？」

　第一声は、いきなりの質問だった。

　もちろん、伊い織おりのことを言っているのだ。

「あの状況だ。ゲーム制作どころではないように僕は思うが」

「俺は伊織が自分でどうするのかを決めるまで待つよ。あいつはきっと立ち直る」

「感情論なら聞く気はない」

　そう言いながら、龍之介が部屋を出て行こうとする。

「根こん拠きよならある」

　空太は静かな声で即答した。

「根拠だと？」

　立ち止まった龍之介が、空太に向き直る。

「伊織はこれまで何度も折られてきたんだ。コンクールに出るたびに、実の姉である姫ひめ宮みや先せん輩ぱいと実力を比べられて、伊織のピアノを伊織のピアノとしては聞いてもらえなくて、評価もしてもらえなくて……ずっと現実にへし折られてきた」

「……」

「なのに伊織はピアノをやめなかった。続けてきた。何度折られても、ピアノをやめなかった。理り不ふ尽じんな悔くやしさに踏み躙にじられながらも、伊織はやめなかったんだよ」

　これも、龍之介から見れば感情論なのかもしれない。それでも、空太にとっては確かつ固こたる理由だった。信ずるに値あたいする根拠だった。

「伊織は強い。俺なんかより、ずっと強いよ」

　自分の考えを空太は龍之介に真まっ直すぐにぶつけた。龍之介も目を逸そらさずに空太を見ている。言葉は届いていると思った。

「折れたまま二度と戻もどらないものもある」

　でも、龍之介の心は傾かない。

「今回がそのケースではない保証がどこにあるんだ。対策は講じておくべきだろう」

「……それは、赤あか坂さかの言う通りだと思う」

　事実、リスクは目に見えるところに存在している。龍りゆう之の介すけの言うように、伊い織おりが戻もどらない可能性は現実問題として否定できない。どこにも百パーセントは存在しないのだ。

「けど、どうする気だ？　作曲をできるやつが、そう都つ合ごうよくはいないだろ」

「候補ならいる」

　見ろ、とばかりに、龍之介がタブレットＰＣを差し出してきた。

　受け取ってディスプレイに視線を落とす。

　表示されていたのは、意外なことに水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのホームページだ。

　オープンキャンパスの案内。

　九月十八日の日曜日。

　音楽学部では、ミニコンサートを行うとある。

　演奏者の欄らんに、空そら太たは知っている名前を見つけた。

　姫ひめ宮みや沙さ織おり。

　伊織の実の姉だ。今はオーストリアに留学しているはず……。長期休暇を利用して、日本に帰ってくるのだろうか。

「赤あか坂さか、正気か？」

　よりによって、伊織の代わりを、その姉に依頼しようと龍之介は言っているのだ。

「実力は折り紙つきだ。どこに不満がある？」

「そんなことを言っているんじゃない！」

　自分の声が熱を帯びていくのを自覚する。

「今、考えうる最善の選択肢しだと僕は思うぞ」

　対する龍之介は、あくまで淡たん々たんとしていた。それが余よ計けいに空太を逆さか撫なでする。

　張り詰つめた空気。嫌いやな緊きん張ちよう感が漂ただよっている。

　そこへ、部屋の外から足音がひとつ近づいてきた。

「空太」

　やってきたのはましろだ。

「帰ってきたのね」

「ああ」

　感情の乗らない声で返事をする。

「おかえり」

「……悪い、今、赤坂と話してるから、あとにしてくれ」

「うん」

　ドア口からましろが引き返そうとする。

「あとにする必要などない。もう話は終わる」

　でも、龍之介が引きとめた。

「神かん田だ、期限は十八日だ。それまでに、もじゃもじゃの状況が改善されなければ、姫ひめ宮みや姉あねに話をするべきだ。引き受けてもらえる確証もない。早いに越したことはないはずだ」

　龍りゆう之の介すけは事務的に通達すると、空そら太たの返事は待たずに部屋を出て行った。隣となりの１０２号室へと帰っていく。ばたんとドアの閉まる音がした。

「なんで、こうなるんだよ」

　頭を搔かきむしりながらベッドに腰こしを下ろす。

「空太」

「何か用か？」

「うん……今度、これ行きたい」

　ましろが持ってきたのは、九月十八日からはじまる映画のチケット。二枚ある。

「あ、これって……」

　題名は『スノーフレーク』。

　美み咲さきが去年から作っていた自主制作アニメだ。

「驚いたか、こーはいくん！」

　そこへ、ドタドタと美咲が駆かけ込んできた。

「ついに、あたしも銀ぎん幕まくデビューだぞ！」

　ちょっと意味が違ちがうような気はするが、気にしないでおこう。すごいという点では一いつ緒しよだ。

「今回は、動画サイトにアップするんじゃないんですね」

「最初はその予定だったんだけど、アニメ会社のプロデューサーが『五大ドーム都市単たん館かんツアーをしよう！』って言ってきて、面おも白しろそうだからやることにしたんだも～ん！」

　ドーム都市というと、東とう京きよう、大おお阪さか、名な古ご屋や、福ふく岡おか、札さつ幌ぽろだろうか。実際、ドームはまったく関係ないと思うが……。

「というわけで、年内は映画館を転々と旅することになったんだよ。ましろんにチケット渡しておいたから、見に来てね！」

「はい、もちろん」

　空太の返事は背中で聞いて、美咲はもう部屋を飛び出して行っている。

「ノーパンにもチケットのプレゼントだ！」

「ちょっ、ちょっと、美咲さん、開けないでください！」

　声は洗面所……というか風ふ呂ろ場ばの方から聞こえてきていた。

「空太、これ行く」

　再度、ましろが二枚のチケットを差し出してくる。

「ああ、わかったよ。あ、でも、俺、十八日は午前中、オープンキャンパスで藤ふじ沢さわさんの特別講義を聞きたいから、午後からでもいいか？」

「うん。約束よ」

「おう」

　ましろは満足げに微笑ほほえむと、

「原稿する」

　と言って、空そら太たの部屋を出て行った。

　残ったのはひとりだけ。

　空太は脱力してベッドに仰あお向むけに倒れた。

　すると、嵐のようだった美み咲さきの熱は消え、ましろの余よ韻いんも急速になくなっていくのを感じる。空太の頭の中は、ゲーム制作のことでいっぱいになっていた。

「伊い織おり、頼むぞ。俺はお前と制作を続けたいんだよ……」




　　　　２




　空太の願いとは裏うら腹はらに、翌日になって、その翌日になっても、伊織は部屋から出てこなかった。ドアの前から声をかけても返事はない。ケータイに電話をかけても出る気け配はいはなく、さらに数日後には、「電源が入っていないか、電波の届かないところにいる」というアナウンスが流れてきた。充電が切れたのかもしれない。

　ただ、伊織当番の栞かん奈なが部屋の前に用意している食事だけは、空太たちが学校に行っている間に食べているようだったので、その点だけは安心した。

　風ふ呂ろやダイニングにも、使ったような痕こん跡せきが残っていることもあった。

　ひとまず生命活動は維い持じされているらしい。

　そうして、一週間が過ぎ、二週間があっさり経過していった。

　九月十六日。金曜日。

　その日も学校に行く前に、１０３号室のドアの前から声をかけた。

「伊織、朝飯作っておいたから、あとで食べろよ」

　やはり返事はなかった。

　そのあとで、空太はましろと一いつ緒しよに登校した。

　授業中は適当に教師の話を聞き流し、ステージの構成とボスモンスターの仕し様よう作成に没ぼつ頭とうにする。後ろの席では、龍りゆう之の介すけがカタカタとノートパソコンで作業していた。

　あのあと、決定的な衝しよう突とつはない。

　けど、空太と龍之介の間には、目には見えない意見の対立はあって、空気が日を追うごとに腐ふ食しよくしていっているのを感じていた。

　集中力が途と切ぎれたところで、黒板の方へと顔を向ける。

　担任の白しろ山やま小こ春はるが、現国の授業をしていた。午後の教室はどこかまったりした雰ふん囲い気きで、小春の声を子こ守もり唄うたに寝ている生徒も多い。

　空そら太たの口からあくびが零こぼれた。その直後、ズボンのポケットの中でケータイが震ふるえ出す。

　机の下で見てみると、意外なことに栞かん奈なからのメールだった。滅めつ多たにメールを送ってこない上に、今は授業中だ。優等生の栞奈らしくないと思った。

　でも、内容を読んで、事情はわかった。

　──このまま、学校に来ないなんてこと、ないですよね？

　名前が綴つづられていなくても、誰のことかは聞き返すまでもない。

　続けて、またメールが送られてきた。

　──何か、私にできることがあったら教えてください

　短い文面の中に、空太は栞奈の罪悪感を見つけていた。元々、伊い織おりの骨折に、栞奈は深く絡からんでいる。今のこの状況も、自分のせいだと思っているに違ちがいない。

　空太は少し考えてから、

　──そうやって、気にかけてくれることが、きっと、伊織にとっては一番うれしいことだと思うよ

　と、メールを打ち返した。

　すぐに返事はない。五分ほど経過したところで、再びケータイが震え出した。

　──ありがとうございます。先せん輩ぱいも、一いつ緒しよにゲーム作ること、諦あきらめないであげてください

　栞奈がたっぷり悩んで書いたと思われる文面に、空太の口元は自然に緩ゆるんでいた。




　帰りのＨＲが終わると、龍りゆう之の介すけはノートパソコンを片付けて、さっさと帰ろうとする。

「赤あか坂さか」

「なんだ？」

「夜、ボスの仕し様よう、打ち合わせな」

「わかっている」

　振ふり向きもせずに、龍之介は教室を出て行った。

　誰の目にもぴりぴりした空気は伝わっていることだろう。クラスメイトが怪け訝げんそうな視線を向けてきていた。

　その中のひとりが声をかけてくる。

「赤坂君とケンカしてるの？」

　隣となりの席で荷物を鞄かばんにしまっていた七なな海みだ。

「いや、ケンカってわけじゃないんだけど」

　できれば、七海には心配をかけたくない。けど、現時点で手遅れになっていることを、空太は即座に悟さとった。

「ちょっと、ゲーム制作のことで、意見が割れてるだけだ」

「そっか」

　七なな海みはそれ以上聞いてはこない。

「あのね、神かん田だ君にひとつ報告があるの」

「報告？」

「うん。来月……十月から、新しい養よう成せい所じよに通うことになりました」

「え？　ほんとか!?」

　思わず、声が大きくなる。

「大げさだって」

　七海は少し居い心地ごこちが悪そうだ。注目を集めてしまったせいだろう。

「悪い。でも、なんか、うれしくて」

「ありがと。秋スタートのクラスもあって、夏休みの間に、オーディション受けたんだ」

「あ、そだ。美み咲さき先輩のアニメも、映画館でやるって聞いたぞ」

　話を振ふると、七海の表情に緊きん張ちようが走る。

「それ、言わんといて……もう、ほんま心臓に悪い。見ても、演技の感想はいいからね」

　途と中ちゆうから標準語に戻もどった七海は、「このあとバイトだから」と言って、逃げるように教室から出て行った。

　少し遅れて教室をあとにした空そら太たは、ゆっくり歩いて美術科のクラスに顔を出した。ましろを迎むかえに来たのだ。でも、誰もいない。午後の実習が長引いているのだろうか。

　空太の足は、別べつ棟むねの美術室へと向いていた。

　渡り廊下を通り抜ぬける。

　窓の外のテニスコートでは、女子のテニス部員がネットを張っていた。人数が少なく見えるのは、夏で三年生が引退したからだろう。先せん輩ぱいたちがいなくなって、少しまったりしているようにも思えた。

　美術室には、数名の生徒が残っていた。ましろとリタもいる。ふたりはカンバスを仲良く並べて、まだ手を動かしていた。他の生徒はぼちぼち片付けをはじめている。

　後ろのドアから覗のぞき込んでいると、先に片付けを済ませたらしい深ふか谷や志し穂ほが空太に気づいて近づいてきた。その足取りは重い。

「はあ、神田君、元気ぃ？」

　志穂は明らかに覇は気きがない。両手はぶら～んと垂れ下がっていて、ゲームに登場するゾンビのようだ。着けたままのエプロンには、真っ赤な絵の具が飛び散っている。

「どうかした？」

　いかにも聞いてほしそうだったので、期待に応こたえておく。

「きっと、世界中の誰もが私より絵上じよう手ずなんだよね。そうなんだよね。神田君も実は描ける人なんでしょ！」

　志穂は恨うらめしそうに言いがかりをつけてきた。なんだか、とても面倒めんどくさいテンションだ。けど、その志し穂ほの視線が、リタの背中に注がれているのに気づくと、なんとなく言わんとしていることがわかった。

「リタって、やっぱりすごいのか？」

「すごいなんてもんじゃないっす」

　しゃべり方がおかしくなっている。

「技術的なことなら、椎しい名なさんよりすごいんじゃないかな」

「へえ、そうなんだ」

　さすが、ましろと同じアトリエでずっと勉強していただけのことはある。あのましろが「リタは絵が上う手まい」と言っていたのだ。そんな人物を、空そら太たはリタしか知らない。

「あれは、参るよ。参っちゃうよ。その上、超ちよう美人でしょ～」

「まあ、そうだな」

「ほんと、美人だし」

「うん」

「金髪だし」

「だな」

「目なんて青いんだよ！」

　これは何の話だろうか。空太の認識が正しければ、絵の実力の話だったかと思うのだが……。

「日本語ペラペラだし」

「素す直なおにすごいと思う」

　ましろと会話をするために覚えたのだ。

「英語もペラペラだし」

「リタの母国語だからな」

　そこは冷静に指摘しておく。志穂も日本語がペラペラだ。時々、面おも白しろいしゃべり方だってする。

「おまけに、あのスタイル、見て！　よく目を凝こらして見てみようか！」

　志穂は遠慮なくリタを指差している。その手をぶんぶんと駄だ々だをこねるように上下に動かしていた。

「私のほしいものをすべて持っておられるのですよ、あの人。どうせ、映画俳優みたいな彼氏とかもいるんでしょ！　そうだと言って！」

　どうしたことか、空太が問い詰つめられた。

「いや、そんな彼氏はいないらしいぞ」

「なぬ!?　さては『私、特定の彼氏は作らない主義なんです。その日の気分で、男の子なんて選び放ほう題だいですし、てへ！』ってことぉ!?」

「いや、そんなこともなくて、普通にいないらしいぞ」

　リタはとても難なん儀ぎな恋愛をしているのだ。なんたって、あの龍りゆう之の介すけ狙ねらいなのだから。

「え～、そうなの？　な～んだ」

　先ほどまでは羨うらやましすぎて憤ふん慨がいしていたのに、志し穂ほは急に退たい屈くつそうだ。つぼがよくわからない。

「あ、そだそだ、神かん田だ君」

「まだ、何か？」

「ゲーム作ってるんだよね？」

　今度はどこか真剣な表情を志穂は見せた。目を大きく開いて、空そら太たを見つめてくる。

　恐らく、ましろかリタに聞いたのだろう。

「ああ、うん。作ってる」

「今度さ、色々聞かせてもらってもいい？」

「深ふか谷やさんって、そういうの興味ある人だったの？」

「実はある人です」

　初耳だ。

「だって、絵をやってるんだよね」

　志穂のエプロンには油絵の絵の具がべっとりと付着しているのだ。

「まさか、神田君って、美術科の生徒が全員画家を目指してるとか思ってる人？」

「だいたいそうなのかなあと」

　本当のところを言うと、あまり深く考えたことがない。

「げっ、なにそれ!?　私たちってそんな風に思われてたの!?」

「違ちがうのか？」

「もちろん、『絵』で勝負したいって人はいるよ。そういう気持ち、私にだってないわけじゃないしね」

「なら、間ま違ちがってないんじゃ？」

「ちっ、ちっ、甘いな、神田君、油絵だけが絵じゃないし、芸術作品だけが絵ではないのだよ」

　芝居がかったしゃべり方の志穂に、空太は鼻の頭を指でつつかれた。絵の具がついてないか心配になったが、それは大丈夫そうだ。

「真ま面じ目めに聞いてる？」

「聞いてます」

「私、大学は水すい明めいなんだけど」

「おめでとう」

「うん、ありがとう！　で、大学ではＣＧの勉強をメインでするつもりなの。一年くらい前から、独学でやっててね」

「え？　そうなの？」

　なんか意外だ。

「毎年、何人かいるらしいよ。そっちにシフトする人」

「ふ～ん、知らなかった」

「去年の代表格は上かみ井い草ぐさ先せん輩ぱいね！」

「あの人は規格外のような……」

「あはは、同感。でも、上井草先輩のおかげで、私の選択肢しは増えたんだよね～」

「存在感だけは半はん端ぱないからな」

「あと、にゃぼろん」

「え？　深ふか谷やさんも去年見てくれたんだ」

「ああいうの、いいなあって思ったわけです」

　そう言ってもらえるのは素す直なおにうれしい。

「志し穂ほ、掃除当番いくよ～」

　廊下の先から、女子生徒が声をかけてきている。

「あ、今、行く～。じゃあ、神かん田だ君、今度ね。約束だよ～」

　ぱたぱたと志穂は走り出した。すぐに声をかけてきた友達と合流する。そのまま、廊下の向こうへと歩いて行った。

「空そら太たって、意外と女子に人気なんですね」

　入れ替わりでやってきたのはリタだ。絵の具避よけのエプロンを外はずしている。その際、金色の髪がふわっと揺ゆれた。

「どこをどう見たら人気なんだ？」

「ゲーム制作のことで頭がいっぱいなのはわかりますが、きちんとましろのことも考えてあげてくださいね」

　質問は無視され、リタはそんなことを言ってきた。

　そのましろはカンバスを前に、筆が止まっている。何か考え込んでいるようにも見えた。

「最近、ましろの様子、おかしくありませんか？」

「……リタもそう思う？」

「はい」

　二学期がはじまってからも、ましろの謎なぞの行動は続いている。先日の買い物デートのときもそうだった。ましろの洋服を選ぶという試練を乗り越えたあとで、駅からの帰り道に、何かを言ってほしそうな意い味み深しんな視線を感じた。

　ただし、例によって、

「ましろ？」

　と、促うながしても、

「なんでもないわ」

　とはぐらかされてしまう。本当に意味がわからない。

　そんな状態がしばらく続いているので、当然、ましろとの関係に大きな進展はない。二度目のキスだっておあずけの毎日だ。

　ここ数日は、毎晩、寝る前に、

　──女子と付き合うって、こんな感じでいいんだろうか

　とか、考えてしまっている。

　何が正解かわからない。恋愛には、教科書も参考書もないのだ。誰かの体験談なら参考になるのかもしれないが、対象がましろの場合、やっぱり参考にならない気がする。

　そんなわけで、考えても余よ計けいにわからなくなるのだ。

「ましろの嫌いやがることを、空そら太たがしたんじゃありませんか？」

　疑いの眼まな差ざしが空太を突つき刺さす。じと～っと下からリタが睨にらんでくる。

「な、何もしてない！」

「ほんとですか？」

「俺たちは清く正しい交際を継続中だ！」

　必死になって身の潔けつ白ぱくを訴うつたえる。

　そんな空太を見て、リタは何かに気づいたように目を見開いた。でも、すぐに、「はあ」と大きなため息を吐つく。

「失礼な反応だな」

　リタの表情は今もなお呆あきれている。

「今の空太の発言で、理由がわかった気がします」

「ましろの機き嫌げんのこと？」

　こくんとリタが頷うなずく。

「きっと、空太が未だに何もしていないからいけないんです」

「は？」

　わけがわからず間ま抜ぬけな声がもれる。

「前から思っていたんですけど、空太とましろ、恋人同士になったというのに、あまり変わっていませんよね？」

「……そう見える？」

「飼い主とペットのままです」

「一度だってそんな関係になった覚えはねえ！」

　ただ、前と変わっていないという点については、空太も自覚がないわけではない。付き合いはじめて変わったこともあるにはある。週末にはデートをするようになったし、下校時には手だって繫つないだりもしている。毎日ではないが、お昼休みに一いつ緒しよにお弁当を食べることだってある。

　でも、リタはそうした表面的な変化のことを、言っているわけではないのだ。要は心の距離感のような意味合い。

　はたして、空そら太たは、付き合いはじめてから、より深くましろのことを理解しただろうか。ましろに理解してもらえただろうか。どちらの問いにも頷うなずく自信はない。首を横に振ふって答えるしかないという現実に気がつく。

　だから、ここ最近はデートのたびに、仁じんに言われた言葉をよく思い出していた。

　──恋人同士になっていく

　お互いの気持ちを確かめ合うのはスタート地点で、そこからはじまっていく関係がある。聞かされたときの実感は薄かったけど、今ならわかる気がした。好きだから付き合い出したのだけど、好きから先に進んでいない。言葉にするとそんな感じ。

　毎週のように繰くり返しているデートも、前に進んでいるようで、実は足踏みをしているだけなのかもしれない。でも、そうなのだとすると、他にどうすればいいというのだろうか。思考は行き止まりにぶつかる。

「では、ましろのこと、ちゃんと頼みますね」

「ああ、うん」

　返事はしたが、何をすればいいのかは、やはり、空太はわかっていなかった。




　何か用事があるとかで、リタとは美術室で別れ、空太は実習を終えたましろとふたりで帰ることになった。恐らく、リタは気を利きかせてくれたのだ。

　ゆっくりといつも通りのペースで、空太はましろと帰り道を歩いた。早くもリタが美術科で人気者になっていること。リタを交まじえて、前よりもクラスメイトと話をするようになったことをましろは教えてくれた。

「そうか、よかったな」

「うん、よかったわ」

　そう答えたましろの表情は、どこか元気がない。その理由を考えているうちに、さくら荘そうに帰り着いた。

「ただいま～」

　靴を脱いで玄関に上がる。

「あら、おかえりなさい」

　ダイニングから顔を出したのは、ましろの担当編集である飯いい田だ綾あや乃のだ。

「あがらせてもらってます」

　笑顔で綾乃が玄関までやってくる。

「はい、これ、今月号の見み本ほん誌し」

　なぜだか、空太の手に漫まん画が雑誌を預けてきた。

「んで、こっちはファンレター。どんどん増えてきてるのよ」

　出版社のロゴが入った分厚いＡ４封ふう筒とうをましろに渡していた。

　その封筒を大切そうに胸に抱かかえ、ましろは二階に上がって行く。てっきり綾あや乃のもついていくものだと思っていたのに、なにやら不ふ敵てきな笑みを空そら太たに向けてきた。

「な、なんですか？」

「椎しい名なさんの漫まん画が、春ぐらいから評判いいのよぉ」

「はあ……」

「やっぱり、恋をしているからかなあ」

「……ノーコメントでお願いします」

「でも、気になることもあるのよねえ」

「なんですか？」

「最近、椎名さんがどこか元気ないような気がして」

「またその話ですか……」

　学校でもリタとしたばかりだ。

「また？」

「いえ、こっちの話です」

「ふむ、なるほど、そういうことか」

　綾乃は空太の顔を観察しながらひとりで納得している。空太は完全に置いてけぼりだ。

「これは、今後、ますます期待できそうね」

　ウキウキした様子で、今度こそ綾乃が二階に上がって行く。

「椎名さ～ん、十一月発売号で、また表紙決まったから、まずはその打ち合わせをしましょ」

　どうやら、ましろの漫画連れん載さいはとても順調のようだ。少しほっとする。いや、とてもほっとした。空太と付き合い出してから漫画がつまらなくなったなどと言われたら、生きていく自信を失いそうだ。

「俺もがんばらないとな」

　ここ何週間かは、伊い織おりのことで龍りゆう之の介すけと意見が割れて、制作に集中できていない。こういうときこそ、がんばらなければいけないのに。

「うしっ、やるか！」

　後ろ向きになっていた気持ちに、空太は喝かつを入れた。

　けど、そんな空太の想いとは裏うら腹はらに、龍之介が言っていた九月十八日の期限は、もう明後日あさつてに迫ってきていたのだった。
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　二日後の日曜。九月十八日。

　空そら太たは朝から龍りゆう之の介すけとリタを誘さそい、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくのオープンキャンパスで行われる特別講義を聞きに行くことにした。藤ふじ沢さわ和かず希きが学生時代から行動を共にしている、辻つじ堂どう薫かおる、大おお磯いそ彰あきら、二にの宮みや朔さく太た郎ろうと、当時の様子について話すというのだ。

「参考にできることもあると思うんだ」

　そう言って、空太は龍之介とリタを連れ出した。伊織にも声をかけたが返事はない。

「ましろも来るか？」

「午前中は、漫まん画がの原稿をやるわ」

　美み咲さきのアニメを観みに行くのは、特別講義が終わってからという約束をしてある。

「んじゃ、講義を聞いたらすぐ戻もどってくるから」

「十二時ね」

「ああ、十二時までには戻るよ」

「うん。待ってる」

　玄関まで見送りにきたましろにそう告つげて、空太は龍之介、リタと一いつ緒しよに水明芸術大学へと出かけた。

　清すが々すがしい秋晴れ。

　からっとした風が心地ここちよい。

　けれど、空太、龍之介、リタの三人を取り巻く空気は、ピリピリとしていた。

　目ぼしい会話もないまま、水明芸術大学の正門を通る。来年の春からは空太も、ここの学生になるのかと思うと感かん慨がい深い。

　外部からやってきた高校生の姿すがたもあちこちに見えた。案内板を見ながら、目当ての学部が入った建物を探さがしている。高校と違ちがって、敷しき地ちが一気に広くなるので、はじめての人は地図が必要だ。

　空太たちが向かったのは、敷地の奥まったところにあるシアタールーム。

　去年の文化祭で『銀ぎん河が猫ねこにゃぼろん』を上映した場所だ。三百人の観客を動員できる映画館のような施設。というか、ほぼ映画館だ。

　今日はそこで、和希たちの講義が行われる。何か映像資料を流してくれるのかもしれない。

　期待を抱きながらシアタールームに顔を出すと、もう七割近くの席が埋うまっていた。注目度の高さの表れだ。

「空太、あそこ」

　リタが三つ並んだ空席を見つける。スクリーンの右手。階段状になったシアタールームの中段よりも前側だ。

　通路側に龍りゆう之の介すけが座り、空そら太た、リタの順番で並んだ。

「オープンキャンパスってこんなに来るもんなんだな」

　背後の扉を振ふり向くと、続々と人が増えてきていた。その中に、空太は見覚えのある顔を見つけた。男女のペアだ。

「……」

　でも、すぐに誰だったかは思い出せない。

　じっと見ていると、視線に気づいたのか、男の方と目が合った。

　それで、ようやくその人物が、北ほつ海かい道どうで出会った龍之介の中学時代の知人、駒こま沢ざわ拓たく実みであることに気づいた。あのときは短かった髪が伸びている。となれば、隣となりにいる女子は池いけ尻じり麻ま耶やなのだ。こっちはこっちで、髪が短くなっている。そのせいで、ぱっと見でわからなかった。

「どうしたんですか、空太？」

　リタも振ふり向きつつ、声をかけてきた。すぐに、こちらに目を向けているふたりに気づいたようで、

「お知り合いですか？」

　と聞いてきた。

「俺じゃなくて、赤あか坂さかの」

　そう告つげると、龍之介の眉まゆがぴくりと動いた。

　肩越しに振り向く。

「どちら様ですか？」

　リタが遠慮せずに質問する。

「中学時代の知り合いだ」

　龍之介は興味なさそうに前を見ている。

「お名前は？」

「答える必要があるのか？」

「隠かくす必要があるんですか？」

　リタが食い下がる。すると、それを面めん倒どうに思ったのか、

「駒沢拓実と池尻麻耶だ」

　と素そっ気けなく龍之介が答えた。

　視線を外はずした拓実と麻耶は、空太たちから三列後ろの座席についた。

　一体、どうして彼らがここにいるのだろう。オープンキャンパスに来ているのだから、水すい明めい芸げい術じゆつ大だい学がくの受験を考えているのだろうか。

　隣となりでリタも唇くちびるを結んで考え込んでいる。その顔は、なんとも虫の居い所どころが悪そうだ。

　麻耶のことが気になるのか、何度か様子を窺うかがっていた。

「それでは、時間となりましたので、メディア学部主催の特別講義をはじめたいと思います」

　スクリーンの脇わきから顔を出した学生のお手伝いさんが、マイクで開始をアナウンスする。

「特別講師の皆さんを拍手でお迎むかえください」

　シアタールーム内に拍手が巻き起こる。

　すぐに、藤ふじ沢さわ和かず希きを先頭に、辻つじ堂どう薫かおる、大おお磯いそ彰あきら、二宮にのみや朔さく太た郎ろうが登場した。スクリーンの前に、横一列に並び、ひとりずつ簡単な自己紹介が行われる。

　それから、学生時代に作ったという作品の資料映像を交まじえながら、当時の制作現場の様子を和希がメインになって話しはじめた。時々、他の三人に確認の言葉をかけてからかったり、逆に、「自分に都つ合ごうよく記憶を捏ねつ造ぞうしないように」と突つっ込まれたりしている。

　会場には笑い声も上がり、とてもいい雰ふん囲い気きで講義は進んだ。

　約一時間はそんな感じで、残りの三十分間は和希たちへの質問タイムとなった。

　一いつ斉せいに、たくさんの手が上がる。内容も実に様々だった。

「今から勉強しておいた方がいいプログラムはなんですか？」

「ゲーム業界では、何歳まで働けるとお考えですか？」

「職場に女性はいますか？」

「ソーシャルゲームをどう思いますか？」

　そのひとつひとつに、和希は丁てい寧ねいに答えていた。各分野の専門的な話は、他の三人の見解を聞いたりしながら、やわらかく学生に伝えていく。その柔じゆう軟なんさがとにかく目に付いた。

「さて、そろそろ時間のようですので、次を最後の質問とさせてください。そこの彼」

　和希が手で示したのは、空そら太たたちの少し後ろ。まさかと思って振ふり向くと、駒こま沢ざわ拓たく実みが立っていた。お手伝いの学生からマイクを受け取っている。

「藤沢さんが、チーム制作を成功させる上で、一番大切だと思うことはなんですか」

　意思のあるはっきりした声こわ音ね。

　隣となりに座った龍りゆう之の介すけの肩が揺ゆれるのを感じた。

「なかなか難しい質問ですね。ですが、僕たちが最初の制作で、様々な問題を四人で乗り越えてこられたのは……」

　和希はそれとなく今日まで一いつ緒しよにやってきた三人の顔を眺ながめていた。

「僕たちが同じ夢を思い描いていたからだと思います」

　その言葉に曇くもりはなかった。今日の空のようにからっとしている。

　残念ながら、詳しい説明を聞いている時間はなかった。講義の終了を知らせるチャイムが鳴り響く。

「それでは、今日の特別講義はここまでとさせていただきます」

　自然と拍手が沸わき起こり、退場する和希たちを見送った。

　そのあとで、入り口に近い方から順番に、学生たちも外に出されていく。奥の方にいた空太たちは必然的に待たされることになった。しばらく、座って待機する。

「神かん田だ、今から音楽ホールに行くぞ」

　前を向いたまま、龍りゆう之の介すけが言ってきた。別にコンサートを聴きに行くためではない。

「本気で姫ひめ宮みや先せん輩ぱいに頼む気か？」

「本気で、もじゃもじゃが立ち直ると神田は思っているのか？」

　質問が返ってきた。

「あれから、もうすぐ三週間だぞ。目を覚ませ」

「……」

「信じて待つだけでは何も生まれない。信じて待った結果、時間だけが過ぎていく。そして、無駄に消費した時間の分だけ、クオリティは下がるんだ」

「……」

「仲良しチームで、楽しいだけのゲーム制作をしたいのなら、趣味として作ればいい」

「違ちがう、俺は！」

「だったら、神田。僕たちの目標を見失うな」

　隣となりで、リタの肩がぴくりと動いた。

「それはちゃんとわかってる」

「本当だろうな」

「俺だって納得の行くクオリティにしたい。そんでもって今度こそタイトル審しん査さ会かいを通過したいと思ってる！　本気で思ってる！」

　立ち上がり、勢いよく言葉をぶつけた。

　けれど、龍之介の反応は、激しい落らく胆たんだった。手を顔に当て、深いため息を吐つく。

「まさかと思ったが、完全に目標を見失っているじゃないか」

　苛いら立だちを含ふくんだ声こわ音ねで、龍之介も席を立った。

　ふたりの視線がぶつかる。

「どこがだよ」

「神田はタイトル審査会を通過すれば満足なのか？」

「……」

「そのためにゲーム制作をしているのか？」

「……違ちがう」

「商品化に成功して、多くのユーザーに遊んでもらいたいんじゃないのか？」

「ああ、そうだよ」

「『リズムバトラーズ』をヒットさせ、それを足あし掛がかりに、ゲーム会社を設立したいんじゃなかったのか」

「そうだよ」

「なら、どうして、すぐにその言葉が出てこない？」

　真まっ直すぐに空そら太たを睨にらみ付ける龍りゆう之の介すけの目は、どこか悲しそうにも見えた。

「それは……」

　体に汗がにじみ出る。鋭い指摘に、戸と惑まどいを感じていた。

「わからないなら僕が教えてやる。その目標が叶かなう未来を、お前が信じていないからだ」

「っ！」

「今やっていることを、その未来に繫つなげようという意識が欠けつ如じよしているからだ」

「……」

「目標は、持てば叶うものじゃない。闇やみ雲くもに努力をすれば叶うものでもない。その場所に到達するために、ひとつずつやるべきことをやっていくからこそ叶うんだ。少なくとも、僕は今日までそのつもりでやってきた」

「……」

　返す言葉がなかった。

「『自分の未来は、今からはじまっている』」

　言われた瞬しゆん間かん、体に電気が走った。

「お前が尊敬する藤ふじ沢さわ和かず希きの言葉だ。よく覚えておけ」

　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめる。必死に言葉を探さがした。けど、それは見つからない。押し黙だまった空太の代わりに、

「だから言ったのに。彼とゲームを作るのはやめた方がいいって」

　という声が階段教室の上から聞こえた。見上げると、池いけ尻じり麻ま耶やと駒こま沢ざわ拓たく実みの姿すがたがある。

「私たちのときも、彼、そうだったから」

「私たちのとき、ですか？」

　リタが聞き返す。

「やっぱり、何も話してないんだ」

　麻耶の目は龍之介を見ていた。濁にごった目で、龍之介を見ている。

「中学のときに、クラブ活動の一環で、彼と私、隣にいる拓実と……あとふたりいたんだけど、五人でゲームを作ってたの」

　その光景は、今の麻耶と拓実の姿からは想像できない。ふたりとも、インドアにこもって作業に没ぼつ頭とうするようなタイプには見えなかったから。中学時代は違ちがったのだろうか……。

「最初はね、上う手まく行っていたよ。全員でアイディアを出し合って、話し合って、一から色々なことを勉強して、拓実なんてパソコンも使ったことなかったくらいだし……そんなんでも、楽しかった。何をしても毎日楽しかった」

　そう語る麻耶の表情に笑みはない。少しも楽しそうには見なかった。

「でも、全部、彼がダメにした」

　途と端たんに声が冷たくなる。

「……」

　龍りゆう之の介すけは反論しない。事実だからなのか、そもそも耳を傾けていないのか。盗み見た横顔からは判断できなかった。

「私が絵を描いても『これではダメだ。やり直せ』って言われて、拓たく実みが組んだプログラムも『バグだらけで使い物にならないから僕が書き直した』って言われてさ。あの頃、毎日のように『どうしてこんなこともできない』って言ってたの覚えてる？」

「……麻ま耶や、もういい」

　拓実が声をかけても麻耶は止まらない。

「何が『どうしてこんなこともできない』よ。こっちの台詞せりふよ。なんで、人の気持ちもわかんないわけ？　そんなすぐに何でもできるようになるわけないじゃん」

「……」

「自分だけはできるからって、完かん璧ぺき主義を周囲に押し付けて、傷付けて、チームの空気を最悪にしておきながら、自分だけは正しいって涼すずしい顔してさ。今のその顔よ」

　龍之介を鋭く指差す。

「麻耶」

　拓実が、ぐっと腕を引いた。麻耶はそれに必死に抗あらがう。そして、感情的になって、さらに言葉を浴びせかけてきた。

「彼がいる限り、絶対に上う手まくいきっこない！　人の気持ちなんてわからないんだから!!」

「……」

　龍之介は何も言わない。じっとしているだけだった。しかも、麻耶の言葉が途と切ぎれると、黙だまってシアタールームを出て行ってしまう。

「あ、龍之介」

　一度は追いかけようとしたリタだったが、何かを思い出したように立ち止まった。優ゆう雅がに振ふり向くと、苛いら立だちを含ふくんだ笑顔で麻耶を睨にらみ付けた。

「な、なによ」

　リタの迫力に押されて、麻耶がわずかに身を引く。

「私たちをあなたと一いつ緒しよにしないでください」

「はあ？」

「結局、あなたが龍之介の実力についていけなかっただけなのではありませんか？　龍之介の期待に応こたえてあげられなかっただけなのではありませんか？」

「なっ！」

「龍之介は、確かに言葉に容よう赦しやがありません。ですが、本当にできないことをやれとは言いませんよ。できないことを責めているのではなく、やろうとしないことを龍之介は責めていたのではありませんか？」

「ち、違ちがうわよ！」

「あなた方の志こころざしの低さが、龍りゆう之の介すけの足を引っ張っていたとは考えないんですか？」

「だから、違う！」

「自分の弱さを他人のせいにするのは、楽ですからね」

「あんた、ほんと、むかつく！」

　怒りに震ふるえた麻ま耶やが階段を下りてくる。リタの前まで来ると右手を大きく振ふり上げた。

　頰ほおを叩たたく乾いた音がシアタールームに響く。

　それも、続けて二発。

　即座にリタが叩き返したのだ。

　麻耶はバランスを崩くずして、横のシートにぶつかっていた。それを拓実が支ささえる。

　目に見えて、麻耶とリタの頰は赤く染まっていた。

「なにすんのよ！」

　憎ぞう悪おに満ちた視線で、麻耶がリタを睨にらみ付ける。

　でも、リタはそれに取り合うことはなかった。

「そちらの男の子は、もう気が付いているように思えますけど」

「え？」

　リタの発言に驚いた麻耶が横を見る。沈ちん痛つうな面おも持もちの拓たく実みがそこにはいた。

「拓実？」

「未練があるから、今日はここに来たのではありませんか？」

「……ないよ」

　拓実が重たい口を開く。

「未練はない。物作りは俺には向いてなかった」

「私が言ったのは、龍之介に対する未練ですよ」

「っ！」

　図星だったらしく、拓実の表情が強こわ張ばるる。

「ちょっと、拓実？　正気なの？　あのとき、私たちがどんな思いで……」

　麻耶が拓実の袖そでを引っ張っている。懇こん願がんするように……。

「俺らも辛つらかったけど、赤あか坂さかもしんどい思いをしたんだと思う」

「なんでよ。なんで、そんなこと言うのよ！」

　なおも麻耶は食い下がる。どうしても認めるわけにはいかないという形ぎよう相そうだった。

「俺にも面おも白しろいものを作りたいって気持ちはあった。完成したら、ゲームコンクールに出そうって、みんなで盛り上がってたし……。優勝狙ねらおうって調子のいいことも言ってたな。全部『だったらいいな』くらいの気分でさ」

「それくらい、誰だってノリで言うじゃん」

「でも、赤あか坂さかは違ちがったんだよ。あいつだけはその言葉を現実にしようとしてた。あいつだけは、信じてた。できると信じていた。だから、誰よりも真剣で、厳しかったんだと思う」

「……」

　麻ま耶やが辛つらそうに唇くちびるを結んでいる。

「三人でスイコーを受験しようって約束も……守ったのは、あいつだけだ」

「それは……」

　麻耶にも罪悪感があるのか、露ろ骨こつに視線を落とした。

「あいつが悪いって決めつけて追い出したくせに、残った四人じゃ何もできなかった。全部うやむやになって終わったんだ。高校に入っても、目を背そむけたままで……」

「……」

　麻耶は俯うつむいて、拳こぶしを握にぎっている。

「それでも、俺たちは四人だったからいい。適当につるんでごまかせた。赤坂には居場所すらなくなったんだよ……」

　拓実の声は、今にも泣き出しそうに震ふるえていた。

　少しだけわかったような気がした。どうして、龍りゆう之の介すけが今の龍之介になったのか。今の話が原因のすべてだと思うのは軽率だけど、理由のひとつなのは間ま違ちがいがないと思えた。

　他人との接点を極力減らしたのは、それが龍之介にとって、最大のリスクになってしまったからなのだろう。

　想いの強さが釣つり合わない。

　誰にも自分の本気が届かない。実力もそうだ。龍之介は業界でも三本の指に入ると、和かず希きが話していた。

　こうしたい。こうできる。そのイメージをチームのメンバーと共有できない。もどかしくて、「こうすればいいと思う」を口にしては、相手を傷付けてきた。そのたびに、孤立して、そして、孤独になっていく……。

　でも、だとしたら……どうして、龍之介は今さら空そら太たと一いつ緒しよにゲームを作ろうと思ってくれたのだろうか。それだけの価値が自分にあるようには思えない。

　色々なゲームメーカーから誘さそいの声があったのだから、もっと優秀なスタッフに囲まれたいい環境で、ゲーム制作をすればよかったはずなのだ。

「今日はわざわざご忠告に来ていただいて、ありがとうございます」

　途と切ぎれた会話の隙すき間まを、すかさずリタが埋うめていた。

「ですが、ご心配には及びません。私たち、上う手まくやっていますから」

　この場の空気を無視してにっこりと微笑ほほえんでいる。

「ね、空太、そうですよね？」

　しかも、最後にとんでもないボールを空そら太たに投げてきた。

「は？　え？」

「もう、しっかりしてください。龍りゆう之の介すけも言っていたではありませんか」

「何を？」

　素すでわからなくて聞き返した。

「正直、私、空太に嫉しつ妬としています」

「……」

　ますます意味がわからない。

「まだ、わからないんですか？」

「面めん目ぼくない」

「先ほど、龍之介は『僕たちの目標』って言ったんですよ？」

「っ!?」

「『僕たち』とは、空太と龍之介のことですよね？」

　空太はリタの言葉を最後まで聞いてはいなかった。途と中ちゆうで、もう体は駆かけ出していた。




　シアタールームを飛び出して、周囲を確認する。

　真まっ直すぐ伸びた並木道の先に、龍之介の背中を見つける。長い髪が風に揺ゆれていた。

　再び走り出して追いかける。

「赤あか坂さか！」

　十メートルほど後ろから名前を叫んだ。

「神かん田だか」

　立ち止まった龍之介が振ふり向く。

「聞いての通りだ。僕がいる限り、チーム制作は上う手まく行かないらしい」

「だからなんだよ」

「僕はチームを抜ぬける」

　驚きもなければ、怒りも感じなかった。ただの言葉として、空太の耳は捉とらえていた。

「ゲームエンジンはほぼ完成している。あとは神田だけでも組み込みは可能だ。制作自体をやめる必要はない。安心しろ」

　少し遅れて、拳こぶしがわなわなと震ふるえていることを自覚する。

「なんだよそれ」

　声は自分でも驚くほどに乾いていた。

「最低限のアフターケアはする。問題はない」

「……あるよ」

　小声でぽつりと呟つぶやく。

「神かん田だ？」

「大ありだ！　問題しかねえよ！」

「……」

「ふざけんなよ、赤あか坂さか」

「ふざけてなどいない。制作を成功させる最良の選択肢しだ」

「どこがだよ……なに勝手にひとりで終わったような顔してんだよ」

　龍りゆう之の介すけの目に力はなかった。

「なに諦あきらめたようなこと言ってんだよ！」

「……」

「今のお前のどこがふざけてないって言うんだよ！　説明してみろ！」

「神田……」

　何か言おうとする龍之介を、空太は勢いよく遮さえぎった。

「俺は、俺はな！　赤坂とならやれると思ってた！」

　感情が体を前のめりにする。

「今もやれると思ってる！　今回の開発を成功させて、商品化して、大ヒットさせて、これを足あし掛がかりに会社の設立だってやれるって信じてるんだ！　お前が一いつ緒しよなら、赤坂がいるなら、本当に夢が叶かなうって思ってるんだよ！」

「……」

「それをなんだよ……人を散々その気にさせておいて、今さらなんなんだよ！」

　ぐっと龍之介の胸むな倉ぐらを摑つかんだ。握にぎった拳こぶしが痛い。

「これは、もう俺だけの目標じゃないんだよ！　わかってんのか！　俺たちの目標なんだろ！」

「っ！」

「今さら、ひとりで勝手に諦めんな！」

「言わせておけば……」

　地の底を這はうような低い声。

「そう思っているのが神田だけだと思うなよ！」

　龍之介は空太の両手を摑むと、力いっぱい振ふり払はらった。

「僕だって、今回の開発が大事だ！　絶対に失敗はしたくないと思っていた！　いずれは、お前と会社を起たち上げて、この先もずっと一緒にやっていければいいと思っていたんだ！」

「っ！」

「だから、このチャンスを確実に成果に結び付けたかった。商品化すら、僕にとってはただの通過点だ。その前で躓つまずいてなんていられなかったんだ！」

「赤坂……」

「だいたい、人をその気にさせたのは神田の方だろう！」

「……」

　龍りゆう之の介すけの強い感情に体は強こわ張ばった。

「去年、さくら荘そうで『にゃぼろん』を作って、忘れていた気持ちを思い出した……もうチーム制作はしないと決めていたのに」

「お前……」

「その僕にゲームを一いつ緒しよに作ろうと言ってきたのは誰だ！」

「……」

「もうチーム制作を諦あきらめていた僕に、夢を見させたのはお前の方だぞ、神かん田だ！」

「なんだよ、それ……なんだよ」

　奥歯をぐっと嚙かみ締しめる。そうしていないと、目から何かが零こぼれ落ちて行きそうだった。

「すげえ、うれしい……」

「は？」

　龍之介が呆あきれた顔をする。

「俺、どこかでお前のこと信じ切れてなかったのかもしれない。赤あか坂さかはひとりでも仕事ができて、俺と一緒にやる理由なんてないんじゃないかって、心のどこかで思ってた」

「……」

「だから、お前が、そんな風に……本気で、俺と一緒にこの先もゲーム制作をやりたいと思ってくれてて……俺と同じ気持ちで……それがたまらなくうれしいんだよ」

　言葉の途と中ちゆうで、堰せきを切ったように涙なみだが溢あふれてくる。止めようと思っても止められるものではなかった。

「バカ、泣くやつがあるか」

　そう言って、龍之介が顔を背そむける。

「龍之介の目の端はしにも、涙が溜たまっているように見えますけど？」

　あとから追いついてきたリタが、意地悪な指摘をしている。

「光の加か減げんで、そう見えるだけだ」

　龍之介はごまかすように、それとなく目元を拭ぬぐっていた。
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「赤坂」

「なんだ？」

　そっと手を差し出す。

「なんだ、この手は」

「握手だよ」

「意味不明だ」

「仲直りの証あかしだ」

「神かん田だはバカか」

「……どうして、お前はこのタイミングで水を差す？」

「よく考えて行動しろ。思し慮りよが足りない。サウンドスタッフの確保に関する意見の対立は、依い然ぜんとして存在しているんだぞ。つまり、何も解決はしていない」

「この状況で、それを言えるお前はすごいな」

　げんなりする空そら太たの視界の中で、龍りゆう之の介すけは構わずにすたすたと音楽ホールの方へと近づいていく。もう目と鼻の先にあるのだ。

「ちょっと待て！　お前、本気で姫ひめ宮みや先せん輩ぱいに頼むつもりか？」

「それ以外に打だ開かい策さくはあるのか？　もじゃもじゃは未いまだに部屋に引きこもっているんだぞ」

「それは……」

　空太が口くち籠ごもったところで、

「ちょっと待った～！」

　と、遠くから懐なつかしい声が聞こえてきた。

　お互いに驚きながら、正門の方へと目を向ける。並木道のど真ん中を、足をばたつかせながら走ってくるのは、引きこもっていたはずの伊い織おりだ。運動不足のためか、相変わらず足が遅い。なかなか距離が縮まらない。後ろからついてくる栞かん奈なは、仕方がなさそうに伊織の背中を押していた。

　ぜえぜえ言いながら、ようやく空太の前までやってきた。

「こ、これ！」

　と、伊い織おりが携帯音楽プレイヤーを差し出してくる。

　空そら太た、龍りゆう之の介すけ、リタの三人が怪け訝げんな顔を向けた。

「きょ、曲です……」

　乱れた息はなかなか整わない。なので、それ以上の説明はなかった。

「引きこもっている間、ずっと作曲をしていたそうです」

　代わりに栞かん奈なが答えてくれた。

「ドラゴン先せん輩ぱいを見習って、引きこもり大作戦です！」

　ようやく伊織が顔を上げた。

「お前、腕のことはいいのか？」

　てっきり、ピアノが全然弾ひけなくなっていて、それで落ち込んでいるのだと思っていたのだが……伊織の表情に陰いん鬱うつな気け配はいはまったくない。

「いや～、さすがに全然指が動かないとわかったときには焦あせりましたよ～」

　何が面おも白しろいのかわからないが伊織は笑っている。

「でも、どうしてここに？」

　埒らちが明かないと思ったのか、リタが別の質問を差し挟はさんだ。

「絶ぜつ壁ぺき女おんなが教えてくれたんです。『あなた、クビにされそうよ』って言われたときは、もうびっくりしたんすから、勘かん弁べんしてくださいよ」

　栞奈はそれを無表情で眺ながめている。

「ちょっと酷ひどいじゃないですか！　何の相談もなくクビなんて！」

　龍之介は空太の手から携帯音楽プレイヤーを奪うばうと、持っていたノートパソコンにケーブルで接続する。スピーカーのボリュームを上げて曲を再生した。

　ファイルの数は多い。元々作ってあった曲のアレンジバージョンがずらりと並び、新曲も四つ用意されていた。そのどれもが、今までアップされた楽曲よりも、作り込まれている印象だった。

「どうですか？」

　一通り聞いたところで、伊織が神しん妙みような顔で聞いてくる。

「俺はすごくいいと思う」

「私も同感です」

　すると、全員の視線が龍之介に集まった。

　緊きん張ちようが走る。

「話にならないな」

「え？　ダメっすか!?　バカな！」

　口を開けたまま、伊織が硬こう直ちよくする。完全に魂たましいが抜ぬけていた。

「龍りゆう之の介すけ、こんなときに冗談はやめてください」

　空そら太たとリタ、それに栞かん奈なの目が、龍之介に説明を求める。

「不ふ言げん実じつ行こうなど、チーム制作において褒ほめられるわけがない。各人が連動して一本のゲームを作っているんだ」

　吐はき出された言葉は、曲のクオリティとは関係のない話だった。

「作曲作業を継けい続ぞくしているのなら、先にその報告をしろ。そのせいで、僕と神かん田だが余よ計けいな時間を費ついやした」

「す、すいません……」

　龍之介に怒られ、伊い織おりが小さく縮んでいく。声もしょんぼりしていた。

「だが、曲のクオリティは申し分ない」

「え？」

　俯うつむいていた伊織が、がばっと顔を上げる。

「まじっすか！」

「二度は言わないぞ」

「え～！　録音しておけばよかった……。空太先せん輩ぱい、俺、はじめてドラゴン先輩に褒められましたよ」

　うれしそうに伊織が報告してくる。犬だったら尻しつ尾ぽをぶんぶん振ふり回していたことだろう。

「褒めた覚えはない。むしろ、僕は怒っているんだが」

　浮かれまくっている伊織にその声は届いていない。

「あのさ、伊織」

「なんすか？」

「ピアノはどうする気なんだ？」

　そろそろ、はっきりさせないといけない時期だと思った。

　再び、緊張の糸が張り詰つめていく。

「とりあえず、やめようと思います」

　返ってきたのは、そんな言葉。びっくりするくらいさらっとしている。

「ちょっ、ちょっと待て伊織！　よく考えろ」

　空太の方が動どう揺ようしてしまった。

「考えましたって！　前から気づいてたんすよ。このままピアノを続けても先はないって」

「随ずい分ぶんと早く、自分の才能に見切りをつけるんですね」

　リタの視線は少し厳しい。

「いやいや違ちがうんです。諦あきらめって意味じゃなくて、俺にはピアノと音楽しかないんすけど、ピアノを続けても、その先の目標が俺にはないんすよ」

　すっとぼけた顔で、伊織は秋の空を見上げる。

「別にピアニストになりたいわけでもないし……前に空太先輩が言ってくれましたよね？　自分がどうしたいのかを考えろって」

「ん？　ああ、言ったかな」

「腕を折ってから考えてました。病院、超ちようヒマだったんで……それでわかったのは、俺は音楽が好きってことです。ピアノはその音楽と関わる手段であって、目的じゃないって感じですかね？　将来は音楽に関わる仕事に就つけたらいいなって思いました。それが何かはわかってませんでしたけど、空そら太た先せん輩ぱいに声をかけてもらえて、作曲もいいなって今は思ってます。ゲーム制作は、さらにいいですよね！　絵があって、動かせて、なんか色々出来上がっていくのを側そばで見てるのは最高です！」

「そうか」

「けど、このままピアノをやめるのはかっこ悪いし、なんか悔くやしいんで、スイコーを卒業するまでに、もう一度コンクールには挑ちよう戦せんします。それで、入賞してやめるんです」

　伊い織おりの表情は晴れやかだ。ほんとに伊織は強い。自分で道を切り開く強さを持っている。そして、それはピアノが教えてくれた強さなんだと空太は確信した。

「というわけで、改めてよろしくお願いします！」

　差し出された手を空太はぎゅっと握にぎった。無理やり摑つかんだ龍りゆう之の介すけの手も重ねる。でも、リタが手を伸ばしてくると、龍之介は慌あわてて離れた。

「今のはさすがに傷付きました」

　ふてくされたような声。

「お前はその程度で傷付くような女じゃない」

　対たい峙じする龍之介とリタを尻しり目めに、

「あ、やべ、姉ちゃんのコンサートはじまる！」

　と、伊織が音楽ホールに足を向けた。開演時間の十一時半が迫っている。

　でも、途と中ちゆうで立ち止まると、栞かん奈なに声をかけた。

「お～い、早くしろって」

　約束でもしているんだろうか。

「どうして、私が行かないといけないわけ？」

　違ったようだ。栞奈も空太と同じで、顔に疑問が浮かんでいる。

「あとで姉ちゃん紹介してやるのに」

「どうして、あなたのお姉さんを紹介されなきゃいけないのよ」

「だって、空太先輩たちは知っているのに、お前だけ知らないのかわいそうだろ」

　わかるような、わからないような、不ふ思し議ぎな理屈だ。

　栞奈も首を捻ひねっていたが、結局、伊織についていくことにしたらしい。一いつ緒しよに音楽ホールの中へと消えて行った。

　残されたのは空そら太た、龍りゆう之の介すけ、リタの三人。

「そう言えば、留学娘」

「なんですか？」

「あのふたりに余よ計けいなことを言わなかっただろうな」

「駒こま沢ざわ拓たく実みさんと、池いけ尻じり麻ま耶やさんですか？」

「名前は覚えなくてもいい。どうなんだ？」

「どうして、空太には聞かないんですか？」

　質問の応おう酬しゆうが続く。

「あの状況で、あえて空気を読まずに反論するような図ず太ぶとい神経をしているのは、お前だけだからだ」

　容よう赦しやのない攻こう撃げき。

「龍之介は随分と私の内面を理解してくれているんですね」

　リタも鋭いカウンターを返す。

「それに、お前の顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

「顔、ですか？」

「鏡を見てみろ」

　それで、リタは気づいたらしい。麻耶に叩たたかれた左の頰ほおに手を添そえている。まだ少し赤い。

「で、彼らに何を言った？」

「『私たちをあなたと一いつ緒しよにしないでください』」

「他には？」

　龍之介の眉み間けんがぴくりと動いていた。

「『結局、あなたが龍之介の実力についていけなかっただけなのではありませんか？』」

「……」

「『龍之介の期待に応こたえてあげられなかっただけなのではありませんか？』」

「……」

「『自分の弱さを他人のせいにするのは、楽ですからね』」

「もういい」

「そうですか？　もう少し酷ひどいことも言ったんですけど」

　口調とは裏うら腹はらに、リタはわずかに視線を落としている。

「……嫌いやな役回りをさせたな」

「あの女の子には、徹底的に嫌きらわれたでしょうね」

　苦にが々にがしく笑っている。

「だろうな」

「ですから、龍之介が謝あやまってきてください」

　顔を上げたリタの表情にもう憂うれいはない。やさしい笑顔の花が咲いている。

「まだシアタールームに残っているんじゃありませんか？」

　正門から帰るなら、この並木道を通るはずだ。

「……」

「一度くらい、本音で話をしてもいいと思いますよ」

　少し考え込むような素そ振ぶりを見せたあとで、

「……そうだな」

　と、龍りゆう之の介すけは素す直なおに頷うなずいた。

「話が終わったら、ちゃんと戻もどって来てくださいね。私のもとへ」

　芝居がかった言い方で、リタが言葉を付け足す。

「私、ここで待っていますから」

「どうして、僕がそんな約束をしなければならない」

「龍之介のためにとても酷ひどい女を演じたんですよ？」

「お前は元々酷い女だろう」

「これくらいのわがままは安いものだと思います」

「……わかった」

　根こん負まけしたのか、龍之介は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくの返事をした。そして、深呼吸をしてから走り出す。駒こま沢ざわ拓たく実みと池いけ尻じり麻ま耶やのもとへと向かうのだ。幼かった日々と決別するために。

「龍之介！」

　遠ざかっていく背中をリタが大声で呼び止めた。

　二十メートルほど離れたところで振ふり返る。

　リタと龍之介は、並木道の中央で向かい合っていた。

「僕は急いでいる。用件は手短に話せ」

「私、龍之介のことが大好きです！」

　突然の告白。

「なっ！」

　驚きの声を上げたのは、はたで見ていた空そら太ただった。

　さすがの龍之介も面めん食くらっている。

「返事、戻ってきたら聞かせてくださいね！」

　龍之介は何も言わなかった。頷きもしない。ただ、まんざらでもないのか、不ふ敵てきな笑みを浮かべ、今度こそ中学時代の友人と会うために走り去った。

「それはそうと、空太」

「ん？」

「ましろとの約束はいいんですか？」

　時計を見る。あと五分ほどで正午になろうとしていた。

「げっ！」

　約束した時間は十二時丁ちよう度ど。

「悪い、俺、行くから！」

　慌あわてて、空そら太たも駆かけ出した。




　　　　４




　水すい明めい芸げい術じゅつ大だい学がくからさくら荘そうまで、空太は猛もうダッシュで帰った。

　たどり着いたのは十二時七分。七分の遅刻だ。

「ましろ！」

　名前を叫びながら、玄関の扉を勢いよく開く。開けっ放しにしたまま、靴を脱ぎ捨て、二階へと続く階段に足をかけた。

　その瞬しゆん間かん、背後でガタンと大きな音がする。

　空太の足はぴたりと止まった。

　猫ねこかもしれない。でも、違ちがうかもしれない。ましろかもしれない。そう思って、物音が聞こえた１０１号室の前に移動した。

　ドアの前に立つと、室内に人の気け配はいを感じる。間違いなく誰かいる。

「ましろなのか？」

　確認しながら、ドアを開けた。

　視界いっぱいに自分の部屋が映る。住み慣れた部屋だ。なのに、空太の口からは、

「は？　え!?」

　という、素すっ頓とん狂きような声がもれた。

　洋服やタオル、下着、漫まん画が本ぼんに雑誌、それとゲームの資料をプリントアウトしたＡ４のコピー用紙が散乱している。足の踏み場もない。まるで誰かの部屋のようだ。

　そして、荒れ放ほう題だいの空太の部屋の真ん中には、今もなお、洋服を撒まき散らして暴あばれているかわいい怪かい獣じゆうがひとり。

　ましろだ。前回のデートで買ってきたワンピースを着ている。照てれながらも空太が選んだやつ。その上から一枚カーディガンを羽は織おっていて、ちょっとだけ気合いが入った格かつ好こうに思える。でも、それに見み惚とれている場合ではなかった。

「ちょっ！　お前、何してんの!?」

　声を張ると、きりっとした目で、ましろが睨にらんできた。

「ムラムラしてやったわ」

「むしゃくしゃだよな!?」

「……」

「あ～、どうすんだよ、これ。片付けるの大変なんだぞ……」

　とりあえず、ゲームの資料だけ回収しながら部屋に入る。

「空そら太たのせいよ」

「その、遅刻したのは、ごめん。ほんと、ごめん、赤あか坂さかと揉もめてて」

「空太は龍りゆう之の介すけの方が大事なのね」

「なんで、そうなる？」

「……」

　不満そうなましろは、無言で空太の洋服を放り投げた。

「だ～！　だから、ごめんって！」

「空太、なにもわかってない」

「遅刻はごめんって謝あやまってるだろ」

「それはどうでもいいわ」

「え？　いいの!?」

　もうわけがわからない。

「空太がわからない」

「いや、待て、それは俺の台詞せりふだ」

「わたしのこと、好きじゃないのね」

「好きです。大好きです」

　なんだろうか、この羞ちゆう恥ちプレイは……。

「噓うそ」

　拗すねてましろがそっぽを向く。

「ほんとだって」

「でも、あの日、何もしてくれなかった」

　拗ねた子供のように、ましろが口を尖とががらせている。

「あの日？」

　何のことだろうか。

「海に行った日……」

「……」

　何かあっただろうか。

「の夜」

「ぶっ！」

　思わず、吹き出してしまった。

「ふたりきりだったのに」

「なっ！　まっ！　お、お前、なに言って！」

「勝負パンツだってはいてたのに」

　ましろはますますむすっとしている。

「デートの日も、いつもはいてたのに」

「あ、あのな」

　今さらのように、空そら太たは気づいた。毎回のデートの帰りがけ……ましろが向けてくる含ふくみのある視線のわけに……。

「今だってはいてるのに」

　じっと、ましろが見つめてくる。

「空太」

「な、なんだ？」

「わたし、ちゃんと彼女できてる？」

「……」

　なんとなく、毎週デートをして、ゆっくり関係を深めていけばいいと思っていた。

「一いつ緒しよにいても空太がわからないわ」

　でも、それだけではダメだったんだ。

「空太は、わたしに触れたくないの？」

　大事にするっていうのは、ただ、傷付かないように扱あつかうことではなくて……。傷付けることに怯おびえて何もしないことでもなくて……。

「触れたいに決まってんだろ」

「そうなの？」

　時々は、ぐっと大きく踏み込んでいかないといけない。そういう好きの表現方法もあるんだ。それまでと同じ毎日を続けるだけなら、恋人同士になる必要なんてないのだから。

「ずっと触れたくて、キスだってしたくて、でも、俺もましろの気持ちがわかってなくて……」

「……わたし、恋人って、何をすればいいのか、わからないもの」

「女子と付き合うのは、俺もはじめてだからさ。俺だって、わからないことだらけなんだ」

「空太も？」

「ああ、掃除とか、洗濯とか、料理とかみたいに、やってあげられるわけじゃないんだ。デートの終わりに、『なんでもない』って言われるだけじゃ、俺もどうすればいいか、わかんないんだよ。どうにかしたくても」

「……」

「だから、その……俺もちゃんと気持ちが伝わるようにがんばるから、もうちょっとだけましろも一いつ緒しよにがんばってくれ」

「……」

「あ、いや、がんばるっていうのも、違ちがうかもしれないけどさ」

　言ったあとで、少し違い和わ感を覚えて、そう付け足した。

「ううん、がんばるわ」

「え？」

「『がんばる』がいい。やっと、空そら太たと一いつ緒しよにがんばれる」

　やさしくましろが微笑ほほえんでいる。胸に両手を当てて、本当にうれしそうな笑顔だった。

　思わず、ドキッとしてしまう。

「な、なんにしてもだ。そ、そのタイミングも重要だよな、そういうのは！」

　言いい訳わけのように紡つむいだ言葉を、ましろは黙だまって聞いている。ただ、じっと、空太のことを見つめていた。

　その綺き麗れいな瞳ひとみに、空太の意識は吸い寄せられていく。

「……」

「……」

　ふたりの間に、沈ちん黙もくが落ちた。視線はかすかな熱を持って絡からんでいる。

　どんなことでもタイミングは重要だ。

　ならば、今、この瞬しゆん間かんはどうなのだろう。

　空太を見上げていたましろがそっと目を閉じる。まつ毛はふるふると揺ゆれていた。

　今さらその意味がわからない空太ではない。この場の空気が、ひしひしと答えを教えてくれている。

　まさに、今がそのタイミングだった。

　ましろの肩にそっと手を添そえる。ぴくりとましろが反応した。それに怯ひるむことなく、空太はわずかに身を屈かがめて、ましろの唇くちびるにキスをする。そのまま、洋服で埋うもれたベッドにましろと倒れ込んだ。

　仰あお向むけに寝たましろが、潤うるんだ瞳で空太を見ている。お互いの心臓は、同じくらいどくんどくんと鳴っていた。

　綺麗で、かわいくて、たまらなく愛いとおしいましろ。だからこそ、この腕で抱き締しめたいと空太は思った。

「ましろ……」

「……うん」

　ましろの両手が伸びてきて、空太の首に回された。

　もう一度、キスをする。その最中、玄関の方から物音がした。

「っ!?」

　びくっと体が震ふるえる。

　誰かが帰ってきたのだ。

　足音が部屋へと近づいてくる。

「ちょっと、聞いてくださいよ、空そら太た！」

　開けっ放しだったドア口に、リタが立っている。空太は未いまだにベッドの上でましろと抱き合ったままだ。

「お取り込み中みたいですね。出直します」

「だ～、待て待て！　出直さなくていい！」

　ベッドから飛び起きる。ましろも引っ張り起こして座らせた。

　少し遅れて、龍りゆう之の介すけが部屋の前を通りかかる。

　表情は晴れやかだ。拓たく実みと麻ま耶やときちんと対話することができたのだと物語っている。

「そ、そうだ、そっちはどうなったんだ？」

　上うわ擦ずった声で、とにかくごまかすために、リタと龍之介に話題を振ふった。もちろん、『そっち』とは、リタの告白のことだ。

「聞いてくださいよ、空太！」

　部屋に入ってきたリタは大変ご立腹だ。

「龍之介ってば、『女は嫌きらいだ』とか言って、私を振ふったんですよ？　信じられます？」

「そうなのか？」

　もうひとりの当事者に、空太は問いかけた。

　龍之介はいつもの泰たい然ぜんとした態度で、そうだと頷うなずく。

「普通、あの状況で告白をすれば、オッケーすると思いませんか？」

　どうにもリタは納得できない様子だ。

「まあ、確かに……」

　あの瞬しゆん間かん、リタと龍之介はものすごくいい雰ふん囲い気きだった。空太も、これは決まったかもしれないと思っていたのに……。

「僕は状況に流されたりはしない。いつも冷静な判断を心がけている」

「てか、あの池いけ尻じり麻耶って子と仲直りして、女嫌いは克服できたんじゃないのか？」

「彼女は僕の女嫌いとは無関係だ」

　そう告つげると、龍之介はプログラムの作業をするからと１０２号室に戻もどっていく。てっきり麻耶が原因なのかと思っていたが、違ちがったらしい……。

　リタが慌あわてて追いかけていく。

「待ってください、龍之介！」

　でも、即座に引き返してきたリタは、ドア口から顔だけを覗のぞかせて、

「お邪じや魔ましました。あとはごゆっくり」

　と言って、空太の部屋のドアを閉めた。

「……」

「……」

　沈ちん黙もくの中、ましろは先ほどの行為で乱れた服装を、それとなく正している。

「えっと、ましろさん？」

「なに？」

「続きは？」

「ダメよ」

「そこをなんとか……」

　完全にスイッチはオンだ。今さら取り上げられるのは耐え難がたい。生なま殺ごろしだ。

「今日はもうダメ」

　恥ずかしそうに、ましろが視線を外はずす。

「どうして？」

「タイミングがあるのよ」

「がくっ」

　落らく胆たんが声になる。

「空そら太たはエッチね」

「俺のハートに火をつけたのは、ましろだからな！」

　切実な想いを叫ぶ空太を、ましろはどこか楽しそうに見ている。今日ばかりは、それでよしとできる気分ではなかった。

「よし、ましろ。デートに出かけるぞ」

　こうなったら、一からムードを作り直すしかない。

　そう心に決めて、この日、予定よりも少し遅れて、空太はましろとのデートに出かけて行くのだった。




　後日、さくら荘そう会議の議事録には次のように書かれていた。

　──お赤飯炊たかなくちゃ！　書記・三み鷹たか美み咲さき







　あとがき




　ご無ぶ沙さ汰たしております。

　鴨かも志し田だ一はじめです。

　現在、最終巻となる十巻を鋭えい意い執しつ筆ぴつ中ちゆうだったりします。




　思えば、一巻の発売から丸三年以上が経たっているんですね。

　プロットの作成や、担当編集さんとのやり取りはそれ以前からしてきていたので、個人的な「さくら荘そう」との付き合いは、もう四年くらいになったかと思います。

　長いものです。よく「あっという間だった」なんていう話を耳にしますが……普通に長かったですね。やっと、あと一歩のところまでたどり着いたか、という感じです。




　その間に、色々なことがありました。特にこれといって思い出せませんが、きっと、色々なことがあったんだと思います。たぶん……。

　もちろん、「さくら荘」がドラマＣＤになったり、漫画になったり、アニメになったり、ゲームになったりしたことは覚えていますので、ご心配なく。

　たくさんのお手紙をいただいたことも、しっかりと記憶しております。あたたかいメッセージをありがとうございました。大変、励はげみになりました。この場を借りて心よりお礼申し上げます。




　さて、泣いても笑っても残すところはあと一冊さつです。「さくら荘」本編の物語は、十巻で完結いたします。

　最後までお付き合いいただければ幸いです。




　イラスト担当の溝みぞ口ぐちケージ様、担当編集の荒あら木き様、最後までよろしくお願いいたします。

　では、最終巻でお会いできることを信じて。





鴨志田一









鴨かも志し田だ　一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。写真は北海道シリーズ第二弾、五稜郭。五稜郭タワーからの眺めです。物語の舞台にできないものかと考えていたのですが行くだけ行って、登場させられませんでした。無念。
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溝みぞ口ぐちケージ

水着絵が大好物なので、

さくら荘での数少ないチャンスに大歓喜。

そんな僕です。









電撃文庫





さくら荘そうのペットな彼かの女じよ９











鴨かも志し田だ一はじめ








二〇十三年七月十一日　配信
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